
平戸市役所も参加しています。 
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平成20年 

や ら ん ば ! 平 戸  
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　今年度も引き続き「広報
ひらど」を担当することに
なりました。４月の人事異
動に伴い、これまで広報ひ
らどは、総務課広報広聴班
で担当していましたが、今
月から総務課秘書広報班で
担当することになりました。
今年度は、心機一転、広報
ひらどの大幅リニューアル
を予定していますので、お
楽しみに！ 
 さん、１年間という短い
間でしたが、広報ひらどの
編集お疲れさまでした。 

編集室からひとこと 
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◎今月の表紙 

◎人口の動き 

■平戸市人口／38,167人（－46） 

　男性／17,954人（－16） 

　女性／20,213人（－30） 

■世帯数　14,471戸（－13） 

※（ ）は、前月との比較 

平成20年３月1日現在 

　３月12日、的山漁民センタ
ーで開催された、水産教室での、
ワカメの生育状況確認の一コマ。
大島中学校では、２年生が毎
年ワカメの養殖を行っています。
５月に種付けをして水槽で培
養後、12月から海面での養殖
を行ってきました。大きく育
ったワカメを目の前にし、生
徒のみなさんは喜びの歓声を
上げていました。 

　木ヶ津千灯篭春まつりの
季節となりました。昨年、
広報担当になって初めての
取材先でした。右も左もわ
からないまま、取材や写真
撮影をしたのが昨日のこと
のように思われます。 
　この度、４月の人事異動
で広報担当を離れることに
なりました。１年間という
短い間でしたが、さまざま
な体験をさせていただきま
した。今後も「広報ひらど」
への変わらぬご支援ご協力
よろしくお願いします。 
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みんなの図書館みんなの図書館 

サン・ケア平戸通信サン・ケア平戸通信 

平戸遺産～色鮮やかな貿易絵巻～　平戸遺産～色鮮やかな貿易絵巻～　 

平戸オランダ商館風説書、おしえて年金平戸オランダ商館風説書、おしえて年金　 

南海の英傑南海の英傑「鄭成功鄭成功」を訪ねてを訪ねて 

まちのできごとまちのできごと 

㈱創企社の誘致が決定しました㈱創企社の誘致が決定しました。 

レムコー・フロライクのHIRADO X-change 

平戸市からのお知らせ平戸市からのお知らせ 

情報ひろば情報ひろば 

人口の動き・編集室からひとこと人口の動き・編集室からひとこと 

みんなの図書館 

サン・ケア平戸通信 

平戸遺産～色鮮やかな貿易絵巻～　 

平戸オランダ商館風説書、おしえて年金　 

南海の英傑「鄭成功」を訪ねて 

まちのできごと 

㈱創企社の誘致が決定しました。 

レムコー・フロライクのHIRADO X-change 

平戸市からのお知らせ 

情報ひろば 

人口の動き・編集室からひとこと 

特集１：平戸市総合計画を策定！特集１：平戸市総合計画を策定！ 

シリーズシリーズ「協働協働」元気にするまちづくり②　元気にするまちづくり②　 

「平戸市への提言平戸市への提言」を募集します！　を募集します！　 

特集２：平成特集２：平成20年度当初予算年度当初予算 

応援します！応援します！ 

「ひとひと」が生き生きと活躍できるまちが生き生きと活躍できるまち「ひらどひらど」 

平戸北部地区などで減圧給水解除平戸北部地区などで減圧給水解除 

春のおでかけ情報春のおでかけ情報 

まちのひとびとまちのひとびと 

シリーズシリーズ「水道料金の統一に向けて水道料金の統一に向けて」① 

隆乃若関、お疲れさまでした！隆乃若関、お疲れさまでした！ 

 

特集１：平戸市総合計画を策定！ 

シリーズ「協働」元気にするまちづくり②　 

「平戸市への提言」を募集します！　 

特集２：平成20年度当初予算 

応援します！ 

「ひと」が生き生きと活躍できるまち「ひらど」 

平戸北部地区などで減圧給水解除 

春のおでかけ情報 

まちのひとびと 

シリーズ「水道料金の統一に向けて」① 

隆乃若関、お疲れさまでした！ 
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うわー重い！ 
大きく育ったね、私たちのワカメ 
　　　　　　　　　～大島中学校水産教室　　　　　　　　　～大島中学校水産教室（ワカメ養殖）養殖）～ 

うわー重い！ 
大きく育ったね、私たちのワカメ 
　　　　　　　　　～大島中学校水産教室（ワカメ養殖）～ 

　第　第3131回たびら春まつりが今年も盛大に開催されます回たびら春まつりが今年も盛大に開催されます。

地元の畜産農家が大切に育てた田平産の牛肉や農水地元の畜産農家が大切に育てた田平産の牛肉や農水

産加工品、日用雑貨などが販売される総合物産展です産加工品、日用雑貨などが販売される総合物産展です。

皆瀬・権現太鼓の競演や、ダンスカーニバルなど楽皆瀬・権現太鼓の競演や、ダンスカーニバルなど楽

しいイベントもいっぱいです。ご家族揃ってぜひおしいイベントもいっぱいです。ご家族揃ってぜひお

出かけください出かけください。 

　　　　　　お問い合わせ　　　　　　お問い合わせ 

　　　　　　　たびら春まつり実行委員会事務局　　　　　　　たびら春まつり実行委員会事務局 

　　　　　　　　　　　　　　（田平支所産業建設課内田平支所産業建設課内1内線内線5155） 

　第31回たびら春まつりが今年も盛大に開催されます。

地元の畜産農家が大切に育てた田平産の牛肉や農水

産加工品、日用雑貨などが販売される総合物産展です。

皆瀬・権現太鼓の競演や、ダンスカーニバルなど楽

しいイベントもいっぱいです。ご家族揃ってぜひお

出かけください。 

　　　　　　お問い合わせ 

　　　　　　　たびら春まつり実行委員会事務局 

　　　　　　　（田平支所産業建設課内1内線5155） 

◎ステージイベント 
・田平中学校ブラスバンド部演奏 
・平戸口社会館太鼓演奏 
・青年団イベント「リレーバトル」 
・漁協壮年部イベント 
　「魚のつかみ取り」 
◎関連イベント 
・ミニＳＬ 
・青年団広場「金魚すくい」（両日） 
・北松農高「美肌宣言」 
　～体の中からキレイになろう 
・お楽しみわくわく抽選会（両日） 
・田平産牛肉（ながさき和牛）販売 
　（両日・午前11時～） 

▲大人気の田平産牛▲大人気の田平産牛肉（ながさき和牛ながさき和牛）販売。今年も販売。今年も
　２日間にわたって販売しますので、ぜひお買い求
　めください。売り切れ必至ですので　めください。売り切れ必至ですので、お早めに！お早めに！ 

▲大人気の田平産牛肉（ながさき和牛）販売。今年も
　２日間にわたって販売しますので、ぜひお買い求
　めください。売り切れ必至ですので、お早めに！ 

◎ステージイベント 
・ダンスカーニバル 
・太鼓競演（皆瀬太鼓・権現太鼓） 
・職人組合イベント「すのこ作り」 
・自転車トライアル-Bike Trial- 
・つばきスタンプクラブイベント 
　「ビンゴゲーム」 
◎関連イベント 
・包丁研ぎ、まな板削り 
・佐世保高専ちびっ子広場 
・教育委員会イベント 
　「竹細工体験」カブトムシ作り 
　「古代体験」勾玉作り、火熾し体験 
・地元で活動する若手バンド競演 

日 土 

たびら春まつり 
家 族 揃家 族 揃 っ て 出 か け よ う！ 田 平 春田 平 春 の 総 合 物 産 展総 合 物 産 展  

たびら春まつり 
家 族 揃 っ て 出 か け よ う！ 田 平 春 の 総 合 物 産 展  

平 戸 市 役 所 田 平 支 所 一 帯  

イベントスケジュール 

まがたま ひ　おこ 
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た
ち
の
ま
ち
平
戸
市
は
、
平
成
17
年

　
　
10
月
１
日
に
１
市
２
町
１
村
が
合
併

し
誕
生
し
ま
し
た
。
こ
の
市
町
村
合
併
と

い
う
大
き
な
歴
史
的
変
化
に
加
え
、
景
気

の
地
域
格
差
の
拡
大
、
少
子
・
高
齢
化
の

進
行
、
人
口
の
減
少
、
厳
し
い
財
政
状
況

な
ど
、
本
市
を
取
り
巻
く
環
境
が
急
激
に

変
化
し
て
い
る
な
か
、
一
方
で
市
民
ニ
ー

ズ
の
高
度
化
・
多
様
化
が
ま
す
ま
す
進
む

こ
と
が
予
想
さ
れ
、
地
域
の
実
情
や
市
民

ニ
ー
ズ
を
的
確
に
把
握
し
、
自
己
決
定
・

自
己
責
任
に
よ
る
地
方
分
権
時
代
に
対
応

し
た
、
自
律
す
る
市
へ
の
変
革
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。 

　
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
は
、
市
民
の

み
な
さ
ん
と
行
政
が
共
に
、
住
ん
で
い
る

地
域
に
誇
り
と
愛
着
を
持
ち
、
自
ら
考
え

行
動
し
、
積
極
的
に
よ
り
良
い
地
域
づ
く

り
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま

す
。 

　
こ
の
よ
う
な
背
景
を
踏
ま
え
、
合
併
協

議
会
で
策
定
し
た
「
新
し
い
ま
ち
づ
く
り

計
画
（
新
市
建
設
計
画
）
」
の
考
え
方
や
方

針
を
基
本
に
し
な
が
ら
、
合
併
後
の
状
況

の
変
化
に
対
応
し
た
総
合
的
か
つ
計
画
的
・

効
果
的
な
行
政
経
営
を
行
い
、
本
市
の
将

来
像
を
明
ら
か
に
し
、
魅
力
あ
る
元
気
な

「
平
戸
」を
創
造
す
る
た
め
、
今
後
10
年
間

の
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
な
る
「
平
戸
市

総
合
計
画
」を
策
定
し
ま
し
た
。 

　
い
わ
ば
、
10
年
間
の
新
し
い
ま
ち
づ
く

り
が
ス
タ
ー
ト
し
た
わ
け
で
す
。 

   

　
　
併
後
、
初
め
て
策
定
し
た
総
合
計
画
。
 

　
　
共
に
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に

は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
と
将
来
の
目
標
な

ど
を
共
有
で
き
る
計
画
に
す
る
こ
と
が
必

要
で
す
。 

　
そ
こ
で
、
計
画
策
定
の
段
階
か
ら
市
民

の
み
な
さ
ん
の
参
画
の
機
会
を
増
や
そ
う

と
平
成
18
年
度
か
ら
全
庁
体
制
で
計
画
策

定
に
取
り
組
み
始
め
ま
し
た
。 

　
特
に
基
本
構
想
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
み
な
さ
ん
の
ご
意
見
を
広
く
聴

き
、
計
画
に
反
映
さ
せ
る
た
め
に
、
新
た

な
取
り
組
み
と
し
て
、
市
民
の
代
表
と
し

て
参
画
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
総
合
計
画

審
議
会
を
中
心
に
素
案
づ
く
り
か
ら
一
緒

に
な
っ
て
練
り
上
げ
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
併
せ
て
、 

▼
市
民
意
識
調
査（
ア
ン
ケ
ー
ト
） 

▼
市
政
懇
談
会 

▼
市
民
の
意
見
募
集 

▼
市
議
会
と
の
意
見
交
換 

▼
地
域
協
議
会
・
地
域
審
議
会
と
の
意
見

　
交
換 

▼
将
来
像
作
品（
絵
画
・
作
文
）コ
ン
ク
ー
ル 

な
ど
を
実
施
し
、
数
多
く
の
人
に
策
定
に

関
わ
っ
て
い
た
だ
き
、
貴
重
な
ご
意
見
・

ご
提
言
を
賜
り
、
計
画
に
反
映
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。 

　
こ
う
し
て
私
た
ち
の
ま
ち
づ
く
り
の
た

め
の
計
画
と
し
て
、
約
２
年
間
じ
っ
く
り

と
時
間
を
か
け
て
総
合
計
画
を
策
定
し
ま

し
た
。 

平戸市総合計画【　　】を策定！ 平戸市総合計画【　　】を策定！ 

　「平戸市総合計画」の策定にあたり、ダイジェスト版（概要版）を

作成しました。「広報ひらど４月号」と一緒に各世帯に配布して

いますので、併せてご覧ください。 

　なお、総合計画についてさらに詳しく知りたい人は、市ホー

ムページ、企画課、各支所・各出張所でご覧いただけます。詳

しくはお問い合わせください。 

お問い合わせ　企画課企画調整班1内線2335 

　　　　　　　　　kikaku@city.hirado.lg.jp 

　　　　　　　URL http://www.city.hirado.nagasaki.jp

部会 氏　　名 

○　岡山　紀一 

　　下川　雅通 

　　岩井　和子 

　　浦田　盛　 

　　浦部　知之 

　　須藤　豊博 

　　吉居　秀樹 

○　黒　　洋介 

　　町田　雅之 

　　柿添　圭嗣 

　　関東　皓 

　　西村　潤子 

　　諸藤　康子 

　　脇田　安大 

○　大石　均 

　　岡　　一義 

　　廣瀬　武夫 

　　丸田　保 

◎　光冨　龍彦 

　　百合永　保 

　　吉武　健一 

 （～Ｈ19.10.23） 

　　籠手田惠夫 

 （Ｈ19.10.26～） 

所属など（※委嘱時点での所属、役職） 

一般公募 

平戸市地域審議会会長 

ボランティアグループ大島生活学校代表 

一般公募 

特定非営利活動法人平戸観光ウェルカムガイド理事長 

田平町地域協議会委員 

長崎県立大学教授 

社会福祉法人平戸市社会福祉協議会会長 

平戸市文化協会会長 

社団法人平戸市医師会会長 

大島村地域協議会副会長 

平戸市PTA連合会副会長 

平戸市男女共同参画推進協議会委員 

財団法人ながさき地域政策研究所理事長 

生月町地域協議会委員 

中野漁業協同組合参事 

一般公募 

平戸市農業委員 

（株）親和経済文化研究所専務取締役 

田平町商工会会長 

社団法人平戸観光協会会長 

 

社団法人平戸観光協会会長 

地
域
づ
く
り
部
会 

【
第
１
部
会
】 

元
気
づ
く
り
部
会 

【
第
２
部
会
】 

に
ぎ
わ
い
づ
く
り
部
会 

【
第
３
部
会
】 

◎は審議会会長、○は部会長 
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プラン 
マスター 
プラン 

新
し
い
ま
ち
づ
く
り
が 

　
　
　
　
　
　
ス
タ
ー
ト
！ 

計
画
は
こ
う
し
て 

　
　
　
　
　
策
定
ら
れ
た
… 

つ  

　
く 

私 

合 

実施計画（平成20～22年度） 

基本計画（平成20～29年度） 見直し（平成25年度） 

実施計画（平成21～23年度） 毎年度のローリング 

実施計画（平成22～24年度） 

ともに支えあっていく協働の精神によるともに支えあっていく協働の精神による 
　　　　市民と行政が一体となったまちづくり　　　　市民と行政が一体となったまちづくり 
ともに支えあっていく協働の精神による 
　　　　市民と行政が一体となったまちづくり 基本理念 

ひとひと（ＨＩＴＯＨＩＴＯ）響きあう　宝島　平戸響きあう　宝島　平戸 ひと（ＨＩＴＯ）響きあう　宝島　平戸 将 来 像 

海としま・大地の恵みを活かした産業をはぐくむまち海としま・大地の恵みを活かした産業をはぐくむまち 
豊かな自然と歴史文化が新たな出会いを生みだす交流のま豊かな自然と歴史文化が新たな出会いを生みだす交流のまち 
ともに支えあい安心して暮らせる共生のまちともに支えあい安心して暮らせる共生のまち 

海としま・大地の恵みを活かした産業をはぐくむまち 
豊かな自然と歴史文化が新たな出会いを生みだす交流のまち 
ともに支えあい安心して暮らせる共生のまち 

まちづくりの 
方 向 性  

平成20年度 
（2008） 

平成21年度 
（2009） 

平成22年度 
（2010） 

平成23年度 
（2011） 

平成24年度 
（2012） 

平成25年度 
（2013） 

平成26年度 
（2014） 

平成27年度 
（2015） 

平成28年度 
（2016） 

平成29年度 
（2017） 

◎平戸市総合計画審議会委員 

◎総合計画の構成と期間 

総合計画審議会 
　　　光冨　龍彦 会長 

【基本構想】とは… 
本市の最も基本的な指針として、まちづくり
を進めていくための基本理念や目標を示すも
のです。期間は、平成20年度から平成29年度
までの10年間です。 

【実施計画】とは… 
基本計画に示した基本的な施策を行政が具体
的に実施するための財政計画と連動した計画
です。実施計画の期間は３年間とし、毎年ロ
ーリング方式により見直すものとします。 

【基本計画】とは… 
基本構想を実現するための基本的施策の方向
を体系的に示すものです。期間は、平成20年
度から平成29年度までの10年間としますが、
中間年度の平成25年度に見直しを行います。 

基　本　構　想 

平戸市総合計画審議会 
足掛け３年、１年４か月間の審議 

　平成18年10月４日、白　信市長

の諮問を受け、「平戸市総合計画審

議会」は、基本構想を６月４日、基

本計画を１月29日にそれぞれ答申し、

その間、審議会を８回、起草委員

会を４回、部会を９回、計21回もの会議を重ね１年４か月

におよぶ協議・審議を終了しました。公募による市民、公

共的団体や地域協議会・地域審議会の代表者、学識経験者

などそれぞれの立場の垣根を越えて、未来の平戸市の姿に

ついて、心を一つに熱く協議、審議しました。 

私は、三位一体の改革により地

方行政が自立を求められる中、

行政コストを抑えつつ、活力あ

ふれるまちづくりを行うためには、

市民が行政を自らの問題として

とらえ、まちづくりに参画する

という「市民協働」が必須だと考

えていましたので、こうした考

えで、総合計画づくりに協力させていただきました。

　しかし、審議会では委員のみなさんが「市民の力で平

戸市を元気にしたい」という意識が高く、その気持ちに

背中を押される形で計画策定を進めることになりました。

こうした見識の高い人材が豊富な平戸市ですので、き

っとすばらしいまちづくりに成功し、他市町村のモデ

ルになるものと確信しています。 

 

平戸市総合計画 平戸市総合計画 
ダイジェスト版 
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し
い
財
政
状
況
の
中
、
市
民
ニ
ー
ズ

　
　
に
よ
り
的
確
に
応
え
て
い
く
た
め
に

は
、
限
ら
れ
た
経
営
資
源
（
人
・
物
・
金

な
ど
）
の
選
択
と
集
中
に
よ
っ
て
、
戦
略

的
か
つ
重
点
的
な
市
政
運
営
を
推
進
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

　
共
通
目
標
、
基
本
目
標（
分
野
別
目
標
）

で
示
す
施
策
内
容
を
横
断
し
て
相
互
に
関

連
性
を
持
た
せ
な
が
ら
、
「
協
働
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
」
を
基
本
と
し
て
、
計
画
期

間
中
に
特
に
優
先
的
・
重
点
的
に
実
施
す

る
取
り
組
み
を
『
や
ら
ん
ば
燦
燦
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
』
と
し
て
ま
と
め
、
設
定
し
た
施

策
に
つ
い
て
は
、
予
算
や
人
的
な
支
援
を

重
点
的
、
優
先
的
に
投
入
す
る
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。 

　
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
本
市
の
将
来 

像
を
実
現
す
る
に
あ
た
っ
て
、「
人
・
宝
・

住
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
、
本
市
の
資

質
・
資
源
を
伸
ば
し
、
個
性
を
創
造
す
る

と
い
う
視
点
か
ら
、
次
の
３
つ
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
設
定
し
て
い
ま
す
。
　 

          

　
　
れ
ま
で
は
、
数
値
目
標
の
設
定
や
公

　
　
表
は
あ
ま
り
な
か
っ
た
こ
と
で
す
が
、

さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
展
開
し
て
い
く
上
で
、

施
策
の
達
成
状
況
を
で
き
る
だ
け
分
か
り

や
す
く
示
す
た
め
、
客
観
的
な
指
標
と
数

値
を
用
い
て
達
成
す
べ
き
目
標
を
「
や
ら

ん
ば
指
標
」と
し
て
設
定
し
て
い
ま
す
。 

　
今
回
57
項
目
の
成
果
指
標
と
目
標
数
値

を
設
定
し
、
こ
れ
を
一
つ
の
目
標
と
し
て
、

達
成
状
況
の
進
捗
を
管
理
し
な
が
ら
各
施

策
を
展
開
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

目
標
が
数
値
の
達
成
だ
け
に
終
わ
る
の
で

は
な
く
、
本
来
の
目
標
を
見
失
う
こ
と
が

な
い
よ
う
留
意
し
、
将
来
像
の
実
現
に
つ

な
げ
て
い
き
ま
す
。 

　 

             

　
　
ち
の
将
来
像
を
実
現
す
る
た
め
に
展

　
　
開
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
や
取
り
組

み
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
主
体
的
な
ま

ち
づ
く
り
へ
の
参
画
が
必
要
不
可
欠
で
あ

り
、
こ
れ
に
よ
り
そ
の
成
果
が
拡
大
さ
れ

ま
す
。 

　
そ
こ
で
、
今
後
、
市
民
の
み
な
さ
ん
と

行
政
が
共
に
支
え
あ
い
な
が
ら
、
「
協
働

に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
推
進
し
て
い
く

た
め
に
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に
取
り
組
ん

で
い
た
だ
き
た
い
56
項
目
の
基
本
的
な
活

動
な
ど
を「
や
ら
ん
ば
シ
ー
ト
」と
し
て
示

し
て
い
ま
す
。 

　
市
民
の
み
な
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
自
分

の
住
む
地
域
を
よ
く
す
る
た
め
に
、
自
分

自
身
の
行
動
を
見
つ
め
直
す
い
い
機
会
と

と
ら
え
、
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。 

　
シ
ー
ト
形
式
で
作
成
し
て
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。 

　総合計画は決して行政だけの計画ではありません。今回策定した総合計画は、これから、市民のみなさ

んと行政が共に「協働によるまちづくり」を進めていくための、最上位かつ総合的な計画であるとともに、

将来像である『ひと（ＨＩＴＯ）響きあう 宝島 平戸』の実現に向けて、市民のみなさんと将来目標を共有す

る私たちのまちづくりのための計画として策定しました。本計画の特長として、これまでになかった３つ

のポイントを盛り込んでいます。ここでは、その３つのポイントをご紹介します。 

さん   さん 

やらんば燦燦　 
プロジェクト 
（ダイジェスト版Ｐ13） 

やらんば指標  
（ダイジェスト版Ｐ16） 

みんなのまちをよくするために… 

「やらんばシート」 
（ダイジェスト版Ｐ14・15） 

厳 

こ 

ま 

ともに支えあい温かみのあるまちの実現 

生涯学習 

温かい思いやり 
のある心の醸成 

豊かな心を育む 
教育の充実 

地域リーダーの 
育成とコミュニティ 
活動の推進 

後継者の確保・育成 

輝く人づくり 

輝く人づくりプロジェクト 人 

人口流出 
の 抑 制 

雇
用
の
創
出 

安
心
し
て 

住
み
続
け
ら
れ
る 

Ｕ・Ｉターン 
の　促　進 

新たな産業を生み出す 
環境づくり 

 
 

産業の振興 
 

 

子育て支援の充実 

 

 

生活基盤の充実 
受け入れ体制 
の整備 

ずっと住みたいまち創出プロジェクト 

将
来
人
口
３
３
３
３
３
人
を
目
指
し
た 

定
住
人
口
の
拡
大 

,

住 

交流人口の拡大、地域の活性化やにぎわいの創出 

　　  宝を活かす 
 
観光への活用 
 
産業振興への活用 

　　　　　宝を磨く 
 
平戸ブランドの確立 
 
歴史・伝統文化の保存・継承 
 
美しい自然環境の保全・継承 
 
都市環境の整備 

積極的・効果的な情報発信 

宝を磨き活かすプロジェクト 宝 

響
生
・
響
動
・
響
創
・
響
感 

響
き
あ
い
、
共
に
生
き
、
共
に
行
動
し
、 

　
　
　
　
共
に
創
造
し
、
共
に
感
じ
よ
う
！ 

総合計画は私たちのまちづくりのための計画です 

平 戸 市 総 合 計 画  

つのポイント 

さ
ん  

さ
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た

び

 

だ

ち

 笑
顔
溢

笑
顔
溢
れ
る
れ
る

未
来
未
来
を

築
い
て
い
こ
う

い
て
い
こ
う

。 

笑
顔
溢
れ
る

未
来
を

築
い
て
い
こ
う

。 

次
代
次
代
を

担
う

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に

ど
も
た
ち
の
た
め
に
… 

次
代
を

担
う

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
… 

▲撮影協力　道添　隼くん・愛音ちゃん▲撮影協力　道添　隼くん・愛音ちゃん（岩の上町岩の上町） 
はやとはやと ね   ね 

▲撮影協力　道添　隼くん・愛音ちゃん（岩の上町） 
はやと ね   ね 

ふ
る
さ
と

ふ
る
さ
と 

ふ
る
さ
と 

   

　
　
年
間
の
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
を
策
定

　
　
し
た
わ
け
で
す
が
、
策
定
し
た
だ
け

で
は
、
そ
れ
こ
そ
絵
に
描
い
た
餅
に
す
ぎ

ず
、
そ
れ
で
終
わ
る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ

ん
。
揺
る
ぎ
な
い
信
念
を
持
っ
て
、
目
標

で
あ
る
将
来
像
を
実
現
す
る
た
め
、
こ
の

総
合
計
画
に
掲
げ
た
施
策
の
内
容
に
沿
っ

た
展
開
が
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。 

　
市
で
は
、
す
で
に
『
市
民
満
足
度
の
高

い
サ
ー
ビ
ス
を
最
小
の
コ
ス
ト
で
提
供
す

る
協
働
型
自
治
体
』
を
目
指
し
て
、
ま
ず

は
行
財
政
基
盤
を
強
化
す
る
た
め
、
平
成

18
年
度
に
策
定
し
た
「
行
政
改
革
実
施
計

画
」「
財
政
健
全
化
計
画
」「
定
員
適
正
化
計

画
」
に
基
づ
い
た
人
件
費
の
抑
制
、
適
正

な
歳
入
確
保
、
徹
底
し
た
歳
出
削
減
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
行
財
政
改
革
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。 

　
今
後
は
、
共
通
目
標
の
一
つ
で
あ
る「
効

果
的
・
戦
略
的
な
行
政
経
営
へ
の
転
換【
行

財
政
運
営
】」（
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
Ｐ
６
）を

目
指
し
、
残
さ
れ
た
課
題
で
あ
る 

①
総
合
計
画
・
予
算
・
行
政
評
価
の
連
動

　
し
た
シ
ス
テ
ム
の
構
築 

②
基
本
計
画
、
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
進

　
捗
管
理（
計
画
策
定
シ
ス
テ
ム
） 

③
行
政
評
価
に
よ
る
検
証
（
行
政
評
価
シ

　
ス
テ
ム
） 

④
予
算
へ
の
反
映（
予
算
編
成
シ
ス
テ
ム
）

と
い
っ
た
取
り
組
み
を
早
急
に
実
現
で
き

る
よ
う
努
力
し
て
い
き
ま
す
。 

 

   

　
　
年
後
の
私
た
ち
の
ふ
る
さ
と
は
、
ど

　
　
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う

か
？
み
な
さ
ん
の
目
に
は
い
っ
た
い
ど
の

よ
う
に
映
る
こ
と
で
し
ょ
う
。 

　
今
後
は
将
来
の
目
標
を
共
有
し
、
心
の

豊
か
さ
や
暮
ら
し
や
す
さ
を
実
感
で
き
る

よ
う
に
、
ま
た
、
夢
と
ゆ
と
り
を
も
っ
て

生
き
生
き
と
暮
ら
せ
る
、
活
力
と
に
ぎ
わ

い
の
あ
る
ま
ち
を
目
指
し
、
共
に
ま
ち
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。 

　
平
戸
市
は
私
た
ち
の
住
む
ま
ち
で
あ
り
、

私
た
ち
の
ふ
る
さ
と
で
す
。
こ
の
ま
ち
に

住
む
一
人
ひ
と
り
が
創
っ
て
い
く
も
の
で

あ
り
、
一
人
ひ
と
り
が
ま
ち
づ
く
り
の
主

役
な
の
で
す
。 

　
一
人
で
は
で
き
な
い
こ
と
も
、
み
ん
な

で
知
恵
を
出
し
合
え
ば
で
き
る
こ
と
、
一

人
で
や
る
と
小
さ
な
こ
と
も
、
み
ん
な
で

や
る
と
効
果
が
格
段
に
拡
が
る
は
ず
で
す
。 

　
み
ん
な
の
ま
ち
を
よ
く
す
る
た
め
に
、

一
人
ひ
と
り
の
手
が
、
知
恵
が
、
情
熱
が

重
な
り
、
広
が
り
、
高
ま
る
こ
と
で
、
元

気
な
ふ
る
さ
と
が
見
え
て
く
る
は
ず
で
す
。 

さ
あ
、
新
た
な
一
歩
を 

　
　
踏
み
出
し
ま
し
ょ
う
！ 

み
ん
な
で
元
気
な
平
戸
市
を 

　
　
築
い
て
い
く
た
め
に
…
。 

こ
の
平
戸
市
を
誇
り
と 

　
　
愛
着
の
あ
る
ふ
る
さ
と
と
し
て
、 

　
　
　
　
自
信
を
持
っ
て
次
世
代
に 

　
　
　
　
　
　
　
　
引
き
継
ぐ
た
め
に
…
。 

「協働によるまちづくり」で 
　　　　　　　　　元気な平戸市へ 

　私は、常に「市民のために何ができるか」を念頭に置き、市政運営に取り組

んできました。これからのまちづくりは、地域社会を構成する市民、企業、

団体等と行政がともに創り上げていくという「協働」の精神が不可欠であり、

多くの市民のみなさんのご理解とご協力を得ながら「協働によるまちづくり」

にしっかりと取り組んでいかなければなりません。 

　厳しい財政状況ではありますが、中長期的な展望に立ち10年後、20年後と

いった未来を見据え、平戸市が個性を発揮し存続し続けるために、「恵まれた

自然環境」「独自の歴史・郷土文化資源」などの多彩で魅力ある地域 

の宝を最大限活かし、合併した地域が一体感を持ってま 

ちづくりを進め、これまで以上に活気みなぎるまち

として輝き続けられるよう、市民のみなさんとと

もにその実現に向けて努力を惜しまない覚悟です。 

　将来像である『ひと（HITO）響きあう 宝島 平

戸』の実現に向け、「ともに支えあっていく協働

の精神による市民と行政が一体となったまちづくり」というまちづくりの基本

理念のもと、平戸市の限りない発展と飛躍を願い、市民のみなさん一人ひとり

がまちづくりの主役として輝き、すべての人が夢とゆとりをもって生き生きと暮

らせるよう共にまちづくりを進めていきましょう。  

                              

　
　
財
政
基
盤
を
強
化
し
、
少
子
・
高
齢

　
　
化
対
策
や
産
業
振
興
な
ど
地
域
活
性

化
に
向
け
た
施
策
を
効
果
的
・
一
体
的
に

展
開
し
、
多
様
化
・
高
度
化
す
る
市
民
ニ

ー
ズ
に
対
応
し
て
い
く
た
め
に
行
っ
た
合 

                            

併
。
そ
の
合
併
後
、
初
め
て
策
定
し
た
ま

ち
づ
く
り
の
指
針
で
あ
る
総
合
計
画
は
、

魅
力
あ
る
元
気
な
平
戸
市
を
創
造
す
る
た

め
、
将
来
像
を
明
ら
か
に
し
、
２
つ
の
共

通
目
標
と
５
つ
の
基
本
目
標
（
分
野
別
目

標
）
を
掲
げ
、
主
要
施
策
を
明
確
に
し
て

い
ま
す（
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
Ｐ
４
〜
12
）。 

                            
　
そ
の
中
で
、
「
参
画
と
連
携
に
よ
る
自

立
し
た
地
域
の
確
立
【
協
働
】
」
を
あ
ら
ゆ

る
施
策
を
展
開
し
て
い
く
上
で
の
最
も
根

源
的
な
共
通
目
標
と
し
て
定
め
て
お
り
、

平
成
20
年
度
か
ら
本
格
的
に
「
協
働
に
よ

る
ま
ち
づ
く
り
」
を
推
進
し
て
い
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。 

　
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
の
進
め
方
と

し
て
は
、
ま
ず
、
地
域
の
現
状
を
し
っ
か

り
と
見
据
え
る
こ
と
に
よ
り
課
題
を
的
確

に
と
ら
え
、
市
民
の
み
な
さ
ん
と
行
政
が

お
互
い
を
尊
重
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を

担
い
、
共
に
支
え
あ
い
な
が
ら
、
課
題
解

決
の
た
め
に
立
案
、
決
定
し
た
施
策
や
事

業
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
さ
ま
ざ
ま
な

角
度
か
ら
検
証
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で

す
。 

　
さ
ら
に
、
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
上
で

は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
意
志
を
大
切
に

す
る
と
同
時
に
、
そ
の
意
向
を
反
映
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
市
民

の
み
な
さ
ん
に
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
主
役 

と
し
て
地
域
に
関
わ
る
課
題
や
平
戸
市
の

課
題
へ
の
理
解
を
深
め
、
主
体
的
に
行
動

す
る
姿
勢
を
持
つ
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。 

　
一
方
、
行
政
に
お
い
て
は
、
専
門
性
を

高
め
政
策
形
成
能
力
の
向
上
、
高
度
情
報

化
へ
の
対
応
を
図
る
ほ
か
、
市
民
の
み
な

さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
得
る
た
め
、

分
か
り
や
す
い
情
報
の
提
供
と
説
明
責
任

を
果
た
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。
市
民
の
み

な
さ
ん
と
の
信
頼
関
係
の
確
立
を
目
指
す

と
と
も
に
、
み
な
さ
ん
の
「
自
分
の
地
域

は
自
分
の
手
で
創
る
」
と
い
う
気
持
ち
を

高
め
る
努
力
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。 

　
そ
こ
で
協
働
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
の

合
言
葉
と
し
て
、
市
民
の
み
な
さ
ん
が
親

し
み
や
す
い
よ
う
に
方
言
を
用
い
「
や
ら

ん
ば
！
平
戸
」
の
掛
け
声
の
も
と
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

キ
ー
ワ
ー
ド
は「
協
働
」、 

合
言
葉
は「
や
ら
ん
ば
！
平
戸
」 

行 こ
れ
か
ら
の 

　
　
　
行
政
の
取
り
組
み 

あ
な
た
が
見
る 

　
10
年
後
の
ふ
る
さ
と
は
…
？ 

10

10

平戸市長◎白　　信 
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【お問い合わせ】 
　企画課地域協働推進室　生月支所市民協働課　田平支所市民協働課　大島支所市民協働課 
　1内線2333　　　  　　1内線4111　　　　　1内線5111　　　　  1内線6112

　
シ
リ
ー
ズ
２
回
目
の
今
回
は
、

平
成
20
年
度
か
ら
進
め
る
「
協
働

の
主
要
推
進
施
策
」
に
つ
い
て
ふ

れ
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

◎『
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の 

　
推
進
に
関
す
る
条
例
』の
制
定 

 

　
本
市
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
主

役
で
あ
る
市
民
の
み
な
さ
ん
一
人

ひ
と
り
が
生
き
生
き
と
暮
ら
し
、

魅
力
あ
る
地
域
社
会
の
実
現
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
、
協
働
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に
関
す
る
条

例
を
制
定
し
ま
し
た
。 

　
こ
の
条
例
は
、
行
政
運
営
に
お

け
る
市
民
参
画
の
推
進
や
協
働
ま

ち
づ
く
り
推
進
委
員
会
の
設
置
な

ど
、
協
働
に
対
す
る
行
政
の
ス
タ

ン
ス
を
明
確
化
す
る
と
と
も
に
、

推
進
施
策
を
掲
げ
協
働
型
社
会
の

実
現
を
目
指
し
て
い
こ
う
と
い
う

も
の
で
す
。 

 

◎「
平
戸
市
や
ら
ん
ば
会
議
」の 

　
開
催
に
つ
い
て 

 

　
広
報
ひ
ら
ど
３
月
号
で
も
ご
紹

介
し
ま
し
た
が
、
各
小
・
中
学
校

区
を
単
位
に
、
市
民
の
み
な
さ
ん

と
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
、
ま
ち

づ
く
り
に
関
す
る
地
域
の
課
題
・

問
題
点
の
解
決
に
向
け
て
話
し
合

う「
平
戸
市
や
ら
ん
ば
会
議
」を
開

催
し
ま
す
。
会
議
で
は
、
従
来
の 

市
政
懇
談
会
の
様
に
、
行
政
側
か

ら
市
の
施
策
を
一
方
的
に
説
明
す

る
の
で
は
な
く
、
各
地
域
で
抱
え

る
課
題
や
問
題
に
対
し
て
年
に
数

回
会
議
を
開
催
し
、
市
民
の
み
な

さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
意
見
を
出
し

合
い
な
が
ら
協
議
を
進
め
て
い
く

も
の
で
す
。
今
後
、
こ
の
会
議
で

出
さ
れ
た
意
見
や
協
働
と
し
て
取

り
組
む
事
業
な
ど
は
、
広
報
ひ
ら

ど
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
情
報
を

市
民
の
み
な
さ
ん
に
提
供
し
て
い

き
ま
す
。 

 

■
会
議
の
進
め
方 

①
市
民
の
み
な
さ
ん
は
地
域
の
課

題
な
ど
を
、
そ
し
て
市
は
、
行
政

が
抱
え
る
問
題
を
お
互
い
が
持
ち

寄
り
ま
す
。
ま
た
、
市
民
の
み
な

さ
ん
が
、
知
り
た
い
情
報
な
ど
は

積
極
的
に
提
供
し
て
い
き
ま
す
。 

②
市
民
の
み
な
さ
ん
と
行
政
が
持

ち
寄
っ
た
課
題
に
つ
い
て
、
現
状

分
析
を
行
い
ま
す
。 

③
課
題
の
解
決
方
法
な
ど
に
つ
い

て
、
市
民
の
み
な
さ
ん
と
行
政
が

一
緒
に
な
っ
て
検
討
・
協
議
を
進

め
て
い
き
ま
す
。 

④
③
で
検
討
・
協
議
し
た
事
項
は
、

事
業
化（
予
算
化
）で
き
る
も
の
は 

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。 

 

　
会
議
で
は
、
自
分
た
ち
の
ま
ち

を
ど
の
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
か

を
、
市
民
の
み
な
さ
ん
と
行
政
が

対
等
な
関
係
で
向
き
合
い
積
極
的

に
検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
こ
の
た
め
、
市
民
の
み
な
さ

ん
か
ら
の
情
報
や
行
政
か
ら
の
情

報
を
互
い
に
交
換
し
あ
い
な
が
ら
、

地
域
課
題
の
解
決
に
向
け
て
お
互

い
が
努
力
し
て
い
く
こ
と
が
必
要

で
す
。
そ
し
て
、
会
議
を
と
お
し

て
、
参
画
し
た
市
民
の
み
な
さ
ん

に
は
、
同
じ
考
え（
共
感
者
）を
持

つ
人
を
一
人
で
も
多
く
見
つ
け
て

い
た
だ
き
、
市
民
活
動
を
始
め
る

き
っ
か
け
と
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。 

協　  働 
や ら ん ば ！ 平 戸  

「やらんば会議」 
多種多様な市民と行政が協議 

「やらんば会議」 
多種多様な市民と行政が協議 

実　　　行 

　解決方法　解決方法（事業提案など）事業提案など） 　解決方法（事業提案など） 

参 画 

協
 議
 

参 画 

協
 議
 

行　政 

行　政 

市　民 

市民団体 

地区名 

平戸地区 

 

 

 

 

 

 

生月地区 

 

田平地区 

 

 

大島地区 

学校区名 

平戸小 

田助小 

度島中 

中野中 

中部中 

南部中 

野子中 

生月小 

山田小 

田平北小 

田平南小

田平東小 

大島中 

開催場所 

市離島開発総合センター 

田助ハイヤ節伝承館 

度島浦公民館 

中野ふれあい会館 

市ふれあいセンター 

市多目的研修センター 

宮の浦漁民会館 

生月町中央公民館 

生月船員福祉会館 

田平町民センター 

田平町南地区交流センター 

田平町東地区交流センター 

大島村離島開発総合センター 

開催日時 

４月15日（火）午後７時～ 

４月16日（水）午後７時～ 

４月28日（月）午後７時～ 

４月25日（金）午後７時～ 

４月30日（水）午後７時～ 

５月２日（金）午後７時～ 

５月７日（水）午後７時～ 

５月22日（木）午後７時～ 

５月23日（金）午後７時～ 

４月23日（水）午後６時30分～ 

４月21日（月）午後６時30分～ 

４月22日（火）午後６時30分～ 

５月15日（木）午後７時30分～ 

【表１】平戸市やらんば会議日程表 

協働型社会の実現 

不審者をよく 
見かけるよう 
になった 

町にゴミが 
多いなぁ？ 

誰にも
知られていない 
きれいな風景が 
あるけど… 

市民活動団体と行政が協議市民活動団体と行政が協議 市民活動団体と行政が協議 

協働まちづくり 
推進本部 
（全庁体制） 

協働プラス１ 
委員会 

協働によるまちづくりの進め方協働によるまちづくりの進め方 協働によるまちづくりの進め方 

「協働の主要推進施策」 

や ら ん ば ！ 平 戸  
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▼
予
算
額
　
１
千
万
円 

▼
委
託
料
　
１
百
万
円
を
限
度 

　
（
１
団
体
当
た
り
） 

▼
事
業
内
容
　
各
課
か
ら
出
さ
れ

　
る
テ
ー
マ
と
仕
様
書
な
ど
を
基

　
に
、
市
内
の
市
民
活
動
団
体
が

　
自
ら
自
由
な
発
想
で
企
画
立
案

　
や
運
営
を
実
践
す
る
提
案
公
募

　
型
の
事
業
で
す
。 

▼
テ
ー
マ
名 

①
自
主
防
災
組
織
の
育
成
お
よ
び

　
活
動
支
援【
総
務
課
】 

　
自
主
防
災
組
織
の
結
成
や
地
域

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成
、
そ
の

他
地
域
防
災
力
を
向
上
さ
せ
る
た

め
の
事
業
な
ど 

②
魚
食
普
及
〔
水
産
物
の
消
費
拡

　
大
推
進
〕【
水
産
課
】 

　
料
理
教
室
の
開
催
や
漁
師
料
理

の
検
証
、
日
帰
り
バ
ス
ツ
ア
ー（
モ

ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
）の
実
施
な
ど 

        

③
家
庭
と
学
校
と
地
域
が
つ
な
が

　
る
「
ま
ち
家
族
化
計
画
」【
生
涯

　
学
習
課
】 

　
青
少
年
を
有
害
な
情
報
か
ら
守

る
活
動
や
三
世
代
交
流
事
業
、
親

と
子
が
ふ
れ
あ
う
活
動
の
推
進
や

市
民
の
み
な
さ
ん
が
ス
ポ
ー
ツ
に

親
し
む
た
め
の
事
業
な
ど 

④
平
戸
学
を
活
用
し
た
観
光
案
内

　
の
達
人
育
成【
観
光
商
工
課
】 

　
観
光
ガ
イ
ド
な
ど
の
育
成
講
座

開
催
や
平
戸
学
テ
キ
ス
ト
を
活
用

し
た
独
自
の
ご
当
地
検
定
制
度
事

業
な
ど 

⑤
市
民
参
加
型
の
ま
ち
な
か
活
性

　
化
対
策【
観
光
商
工
課
】 

　
商
店
街
の
に
ぎ
わ
い
を
創
出
す

る
た
め
の
モ
デ
ル
事
業
の
実
施
と

運
営
、
市
民
意
識
調
査
、
空
き
店

舗
調
査
活
動
な
ど 

⑥
高
齢
者
・
障
害
者
世
帯
の
生
活

　
支
援
【
保
険
福
祉
課
・
福
祉
事

　
務
所
】 

　
日
常
生
活
に
お
い
て
支
援
を
必

要
と
す
る
世
帯
の
援
助
を
行
な
う

事
業
な
ど 

⑦
子
育
て
支
援
団
体
の
ネ
ッ
ト
ワ

　
ー
ク
構
築【
福
祉
事
務
所
】 

　
子
育
て
団
体
の
情
報
交
換
や
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
な
ど 

⑧
歴
史
的
建
造
物
・
町
並
み
・
史

　
跡
等
を
活
か
し
た
地
域
づ
く
り

　【
文
化
遺
産
課
】 

　
大
学
と
連
携
し
た
講
座
・
イ
ベ

ン
ト
の
開
催
や
環
境
美
化
活
動
な

ど ⑨
ゴ
ミ
減
量
化
に
よ
る
地
球
温
暖

　
化
対
策
の
推
進【
市
民
課
】 

　
マ
イ
バ
ッ
グ
普
及
啓
発
に
よ
る

レ
ジ
袋
の
削
減
。
家
庭
ゴ
ミ
の
減

量
化
と
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
の
促
進

に
つ
な
が
る
事
業
な
ど 

⑩
定
住
促
進〔
人
口
増
加
対
策
〕 

　【
企
画
課
】 

　
若
者
ニ
ー
ズ
の
調
査
研
究
、
職

場
体
験
や
定
住
体
験
を
目
的
と
す

る
ツ
ア
ー
の
企
画
運
営
な
ど 

▼
対
象
事
業
の
要
件 

①
市
内
で
実
施
す
る
事
業
で
あ
る

　
こ
と 

※
た
だ
し
、
市
外
で
実
施
す
る
こ

　
と
で
、
事
業
効
果
が
期
待
で
き

　
る
場
合
は
可 

②
事
業
内
容
が
、
市
や
ほ
か
の
団

　
体
な
ど
か
ら
す
で
に
受
け
て
い

　
る
助
成
対
象
の
事
業
や
団
体
な

　
ど
へ
の
要
望
を
行
う
内
容
と
な

　
ら
な
い
こ
と 

③
団
体
の
運
営
費
や
備
品
等
財
産

　
の
取
得
を
目
的
と
し
て
い
な
い

　
こ
と 

▼
応
募
資
格
　
応
募
対
象
団
体
は
、

次
の
要
件
に
該
当
す
る
も
の 

①
公
益
活
動
を
行
う
こ
と
を
目
的

　
と
し
て
い
る
団
体
で
あ
る
こ
と 

②
市
内
に
団
体
の
活
動
拠
点
が
あ

　
り
、
事
業
の
企
画
か
ら
実
施
、

　
運
営
、
完
了
ま
で
実
行
で
き
る

　
こ
と 

▼
対
象
経
費
　
事
業
の
実
施
に
必

　
要
な
経
費 

▼
募
集
期
間
　
４
月
１
日（
火
）〜

　
５
月
30
日（
金
） 

▼
そ
の
他
　
応
募
団
体
に
よ
る
プ

　
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
実
施
お

　
よ
び
協
働
ま
ち
づ
く
り
推
進
委

　
員
会
に
よ
る
事
業
選
定
を
行
い

　
ま
す
。 

▼
受
　
付
　
企
画
課
地
域
協
働
推

　
進
室
・
各
支
所
市
民
協
働
課
・

　
各
担
当
課 

       

▼
予
算
額
　
２
千
３
百
万
円 

▼
補
助
額
　
１
百
万
円
を
限
度
　

　（
１
団
体
あ
た
り
） 

※
対
象
経
費
ご
と
に
補
助
率
あ
り 

▼
事
業
内
容
　
市
税
の
約
１
％
を

　
全
体
事
業
費
と
し
て
、
合
併
前

　
の
旧
市
町
村
ご
と
に
予
算
を
地

　
域
配
分
。
地
域
の
特
性
を
生
か

　
し
た
事
業
を
企
画
・
実
施
す
る

　
市
民
団
体
に
助
成
し
ま
す
。 

▼
事
業
例
　
地
域
文
化
を
生
か
し

　
た
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
。
伝
統
文

　
化
の
後
継
者
育
成
な
ど 

▼
補
助
対
象
者 

①
市
内
に
住
所
を
有
す
る
５
人
以

　
上
で
組
織
さ
れ
た
非
営
利
団
体

　
で
、
年
間
の
活
動
計
画
が
明
確

　
で
あ
る
団
体 

※
た
だ
し
、
営
利
団
体
で
あ
っ
て

　
も
事
業
内
容
が
公
益
的
な
場
合

　
は
可 

②
申
請
団
体
が
既
存
団
体
の
下
部

　
組
織
で
あ
っ
た
場
合
は
、
当
該

　
事
業
に
お
い
て
上
部
組
織
か
ら

　
補
助
を
受
け
て
い
な
い
こ
と 

▼
申
請
期
間
　
４
月
１
日（
火
）〜

　
５
月
16
日（
金
） 

▼
対
象
経
費
　
事
業
の
実
施
に
必

　
要
な
経
費 

※
た
だ
し
、
実
施
団
体
の
備
品
等

　
財
産
の
取
得
は
対
象
外 

▼
そ
の
他
　
審
査
に
つ
い
て
は
、

　
事
業
を
実
施
す
る
地
域
の
地
域

　
協
議
会
・
地
域
審
議
会
が
行
い

　
ま
す
。 

▼
受
　
付
　
企
画
課
地
域
協
働
推

　
進
室
・
各
支
所
市
民
協
働
課 

    

▼
予
算
額
　
１
千
５
百
万
円 

▼
補
助
額
　
別
表
の
と
お
り 

▼
事
業
内
容
　
市
民
団
体
な
ど
が 

 

　
主
体
と
な
っ
て
実
施
す
る
市
民

　
活
動
の
拠
点
施
設
整
備
な
ど
に

　
助
成
し
ま
す
。 

▼
事
業
例
　
空
き
家
な
ど
を
活
用

　
し
た
団
体
の
活
動
の
場
の
整
備
。

　
地
域
文
化
の
情
報
発
信
を
目
的

　
と
し
た
看
板
の
設
置
な
ど 

▼
補
助
対
象
者 

①
市
内
に
住
所
を
有
す
る
５
人
以

　
上
で
組
織
さ
れ
た
非
営
利
団
体

　
で
、
年
間
の
活
動
計
画
が
明
確

　
で
あ
る
団
体 

※
た
だ
し
、
営
利
団
体
で
あ
っ
て

　
も
事
業
内
容
が
公
益
的
な
場
合

　
は
可 

②
申
請
団
体
が
既
存
団
体
の
下
部

　
組
織
で
あ
っ
た
場
合
は
、
当
該

　
事
業
に
お
い
て
上
部
組
織
か
ら

　
補
助
を
受
け
て
い
な
い
こ
と
　 

③
対
象
事
業
が
国
、
県
お
よ
び
ほ

　
か
の
団
体
な
ど
か
ら
補
助
を
受

　
け
て
い
な
い
こ
と 

▼
申
請
期
間
　
４
月
１
日（
火
）〜 

　
30
日（
水
） 

▼
そ
の
他
　
申
請
団
体
に
よ
る
プ

　
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
実
施
お

　
よ
び
ひ
ら
ど
生
き
活
き
ま
ち
づ

　
く
り
推
進
委
員
会
に
よ
る
事
業

　
選
定
を
行
い
ま
す
。 

▼
受
　
付
　
企
画
課
地
域
協
働
推

　
進
室
・
各
支
所
市
民
協
働
課
・

　
各
担
当
課 

【非営利団体の活動】 

１ 保健、医療または福祉の増進を図る活動　２ 社会教育の推進を図る活動　３ まちづくりの推進を図る活動 
４ 学術、文化、芸術またはスポーツの振興を図る活動　５ 環境の保全を図る活動　６ 災害救援活動　７ 地域安全活動 
８ 人権の擁護または平和の推進を図る活動　９ 国際協力の活動　10 男女共同参画社会の形成の促進を図る活動 
11 子どもの健全育成を図る活動　12 情報化社会の発展を図る活動　13 科学技術の振興を図る活動 
14 経済活動の活性化を図る活動　15 職業能力の開発または雇用機会の拡充を支援する活動　16 消費者の保護を図る活動 
17 前号に掲げる活動を行う団体の運営または活動に関する連絡、助言または援助の活動 

や
ら
ん
ば
市
民
活
動 

モ
デ
ル
事
業 

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ 

活
動
推
進
事
業
補
助
金 

市
民
力
ア
ッ
プ
支
援 

事
業
補
助
金 

補助金・補助率 

対象経費の9/10以内で、誘導案内板

については１基当たり15万円、説明

板については１基当たり25万円を限

度とする。 

対象経費の4/5以内で、200万円まで

を限度とする。 

 

対象経費の4/5以内で、300万円まで

を限度とし、１団体につき１回まで

とする。 

対象経費の1/2以内で、10万円まで

を限度とし、１団体につき１回まで

とする。 

事  業  内  容 

（1）地域資源を活用し、観光客および市

民の誘客を図るため設置する誘導案内板

や説明板の設置費に対する助成 

 

（2）まちなかの休憩施設整備やポケット

パーク整備など景観向上に資する活動に

対する助成 

（1）市民活動の拠点施設整備に対する助

成 

 

（2）市民活動にかかるインターネット回線工

事や電話回線工事および活動を行うために

必要な備品購入費に対する助成 

事 業 区 分 

１　コミュニティ 

　　　活動支援事業 

 

 

 

 

 

２　市民活動団体等 

　　　拠点施設整備事業 

　　※ただし、自治公民館 

　　　整備を除く。 

補助対象経費 

本工事費 

 

 

 

本工事費、設計費、 

測量費 

 

本工事費、設計費附帯

工事費（電気・ガス・

給排水など）、測量費 

事業に要する経費で市

長が認めるもの 

【表】市民力アップ支援事業補助金　補助対象事業および補助額など 

　市民参画の推進、協働型社会の実現を目指し、協働

まちづくり推進委員会を設置します。次のとおり委員

を公募しますので、市民のみなさんの応募をお待ちし

ています。 

○募集人員　３人以内 

○募集資格　満20歳以上で、平戸市内に住所を有する

　　　　　　人で市税などの滞納がないこと 

○任　　期　２年 

○職務内容　やらんば市民活動モデル事業やその他協

　　　　　　働事業の審査および評価に関すること 

○応募期限　４月25日（金） 

○応募方法　申込書に必要事項を記入の上、企画課地

　　　　　　域協働推進室へ提出してください。 

※申込書は、企画課地域協働推進室、各支所市民協働課・

　各出張所、度島連絡所に備え付けています。 

お問い合わせ 

　企画課地域協働推進室（1内線2333） 

※モデル事業および補助金の申請書類などについては、企画課地域協働推進室および各支所市民協働課、各出張

　所に備え付けています。また、市ホームページからダウンロードすることもできます。 

　URL　http://www.city.hirado.nagasaki.jp/city/ 

※来月号では、市民活動の情報やその他の行政が取り組む事業などをご紹介します。 

『
市
民
活
動
支
援
策
』に
つ
い
て 

　
ま
ち
づ
く
り
の
原
点
は
、
ど
ん
な
ま
ち
に
し
た
い
の
か
、
当
事

者
で
あ
る
市
民
の
み
な
さ
ん
自
ら
が
考
え
話
し
合
う
こ
と
が
重
要

で
す
。
そ
の
き
っ
か
け
と
し
て
こ
の
支
援
事
業
を
活
用
し
て
く
だ

さ
い
。 ◎委員を公募します◎ ◎委員を公募します◎◎委員を公募します◎ ◎委員を公募します◎ 

【お問い合わせ】 
　企画課地域協働推進室　生月支所市民協働課　田平支所市民協働課　大島支所市民協働課 
　1内線2333　　　　　  1内線4111　　　　　1内線5111　　　　  1内線6112

協　  働 
や ら ん ば ！ 平 戸  
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estion

nswer

平戸市のまちづくりの基本となる、平成20年度当初予算が３月定例市議会で可決されました。 

一般会計当初予算の総額は、210億6,000万円で、 

平成19年度当初予算と比べて、5,000万円（0.2％）の減となっています。 

　平成20年度は合併後３年目を迎えます。これまで以上に合併効果を徹底的に追求するとともに、 

市民のみなさんと行政が一体となって「協働によるまちづくり」に取り組み、 

市民満足度の向上につなげていきたいと考えています。 

　今後とも市民のみなさんが、夢と希望を語れる誇りある「平戸市」と実感できるよう 

更なる健全な行財政運営に努めていきますので、ご理解とご協力をお願いします。 

市民の意識改革についてその目標と手法は 
どうなっているの？　　　　　　　　　　　　（60代男性） 

　市では、市民のみなさんの「声」を広くお聴きし、市の施策に反映させるために「平戸

市への提言」を受け付けています。平戸市が現在行っている事業について、見直したほ

うがいいと思うものや新たに事業を行ってほしいもの、日ごろの生活で不便に感じ、平

戸市に対して改善を求めるものなどたくさんのご意見をお寄せください。 

※個人的な問題や近所住民とのもめごと、他人を中傷するようなものについては回答で

　きませんのでご注意ください。 

Q

A

あなたの声を市政に生かしませんか？  

　「平戸市への提言」を募集します！ 

①郵送による場合 

　はがきや封書に氏名、住所、連絡先（電話番号）、提言を記入し下記まで郵

送してください。 

　〒859－5192 

　平戸市岩の上町1508番地3　「平戸市役所総務課『平戸市への提言』係」あて 

②「平戸市への提言」箱への投かん 

　市民課および各支所市民協働課、各出張所の窓口に「平戸市への提言」の投

かん箱を設置していますので、氏名、住所、連絡先（電話番号）、提言を記入

した便せんなどを投かんしてください。 

　なお、提言用紙も上記窓口に用意していますのでご利用ください。 

③FAX（22-5178）や電子メール（teigen@city.hirado.lg.jp）でも受け付けています。  

※提言の回答を希望する場合は、必ず「回答希望」と記載してください。 

お問い合わせ　総務課秘書広報班（1内線2320） 

◎「平戸市への提言」提出方法 

　本市では、平成19年度から施策の大きな柱として、市民と行政の「協

働によるまちづくり」を取り組み始めています。協働は、ご存知のとおり、

市民が行政運営に積極的に参画することで地域課題の早期解決などにつ

なげていくものですが、市民参画の現状分析をしてみますと市政懇談会

や各種協議会・審議会委員への公募などはまだまだ少ない状況であるこ

とから、市民の市政に対する関心が薄いと考えられます。 

　そこで、本市では、市民のみなさんが少しでも地域課題や行政運営に

向き合えるきっかけづくりとして「平

戸市やらんば会議」を市内の小・中学

校区を単位に設置するとともに、学習

会や研修会を開催しながら市民のまち

づくりに対する意識高揚を図ります。 

　また、市民活動などへも積極的に支

援するため、平成20年度から新たに２

つの補助制度とモデル事業（委託事業）

を実施します。 

・「都市基盤」では、道路などの整備に関

　する意見が目立ちました。 

・「産業振興」では、農業・漁業・観光業

　と、平戸市全体の課題が指摘されました。 

・「厚生福祉」では、健康づくりや妊産婦

　の対応についての意見がありました。 

・「市民生活」では、税や窓口などでの待

　ち時間などについて指摘されました。 

・「教育文化」では、小中学校や各スポー

　ツ大会などに意見がありました。 

都市基盤都市基盤 21％ 

産業振興産業振興 13％ 

市民生活市民生活 23％ 
厚生福祉厚生福祉 6％ 

 
 

教育文化教育文化 13％ 

その他その他 24％ 
都市基盤 21％ 

産業振興 13％ 

市民生活 23％ 
厚生福祉 6％ 

 
 

教育文化 13％ 

その他 24％ 

「平戸市への提言」 
分類別内訳 

 
 

ひと（HITO）  響きあう 宝島 平戸 
ともに支えあっていく協働の精神による市民と行政が一体となったまちづくり 

一般会計当初予算 
210億6,000万円（対前年比▲0.2％） 
市民１人当たり　55万1,786円 

平成20年度当初予算 

会　計　名 

水 道 事 業  

病 院 事 業  

交通船事業 

合　　計 

金　　　額 

22億6,550万7千円 

26億2,174万5千円 

1億7,874万6千円 

50億6,599万8千円 

対前年比 

85.3％増 

6.0％減 

4.3％増 

21.1％増 

◎企業会計 ◎特別会計 

▲企業会計とは、民間企業と同じように事業で収益をあ　げて、
それで賄う独立採算性を原則とした会計です。 
　特別会計とは、国民健康保険税など特定の収入があり、　
一般会計と分けて経理することで収支を明確にした会　計です。 
 

◎「平戸市への提言」の一部を紹介します◎ 

　平成20年度一般会計当初予算については、「平戸市総合計画」の将来像である「ひと（HITO）響きあう宝島

平戸」の実現に向け、「参画と連携による自立した地域の確立【協働】」と「効果的・戦略的な行政経営への転換

【行財政運営】」を共通目標とし、豊かな自然や歴史文化などを最大限活用しながら、次の世代に多くの負担

を残さないよう事業の取捨選択を行い、財政体質の改善と健全財政の堅持を推進していくことを編成の基

本としました。 

　また、限られた財源に創意工夫を凝らし、５つの基本目標である 

　「自然と共生した安全で快適な生活基盤の確保」 

　「健やかで笑顔とやさしさがあふれる地域社会の形成」 

　「明日を担う人材の育成と個性豊かな地域文化の振興」 

　「活力ある産業振興と雇用の創出」 

　「魅力ある観光の振興と交流人口の拡大」 

　への重点的・効率的に配分した予算編成を行いました。 

予算編成の基本方針 

金　　額 

53億6,336万4千円 

5億3,654万9千円 

4億1,762万7千円 

33億2,249万4千円 

3億2,270万0千円 

2,473万2千円 

1,214万0千円 

5,930万6千円 

100億5,891万2千円 

対前年比 

3.8％減 

90.1％減 

皆増 

3.7％減 

33.7％減 

0.1％減 

56.7％減 

0.0％減 

33.2％減 

会　計　名 

合　　　計 

国民健康保険 

老人医療 

後期高齢者医療 

介護保険 

簡易水道事業 

農業集落排水事業 

宅地開発事業 

あづち大島いさりびの里事業 

◎特別会計 

３月定例市議会◎白　市長あいさつ要旨 
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※（　）（　）内の数値数値は構成比構成比 ※（　）内の数値は構成比 ※（　）（　）内の数値数値は構成比構成比 ※（　）内の数値は構成比 

市税 
28億8,274万 
（13.7％） 
市民税、固定
資産税など 

分担金・負担金 
使用料・手数料 
5億5,412万円 
（2.6％） 

保育料、証明手数料、
住宅使用料など 

繰入金 
10億400万 
（4.8％） 

基金繰入金など 

その他 
4億3,722万円 
（2.1％） 
財産収入など 

地方交付税 
95億2,000万円 
（45.2％） 

国庫支出金 
19億362万円 
（9.0％） 

県支出金 
16億6,235万円 
（7.9％） 

市債 
23億2,560万円 
（11.1％） 

地方譲与税等 
7億7,035万円 
（3.6％） 

市税 
28億8,274万 
（13.7％） 
市民税、固定
資産税など 

分担金・負担金 
使用料・手数料 
5億5,412万円 
（2.6％） 

保育料、証明手数料、
住宅使用料など 

繰入金 
10億400万 
（4.8％） 

基金繰入金など 

その他 
4億3,722万円 
（2.1％） 
財産収入など 

地方交付税 
95億2,000万円 
（45.2％） 

国庫支出金 
19億362万円 
（9.0％） 

県支出金 
16億6,235万円 
（7.9％） 

市債 
23億2,560万円 
（11.1％） 

地方譲与税等 
7億7,035万円 
（3.6％） 

その他 
5億7,309万円 
（2.7％） 

人件費 
40億338万円 
（19.0％） 

扶助費 
29億7,859万円 
（14.1％） 

公債費 
38億7,489万円 
（18.4％） 

投資的経費 
33億5,410万円 
（15.9％） 

物件費 
20億8,086万円 
（9.9％） 

補助費等 
30億2,266万円 
（14.4％） 

繰出金 
11億7,243万円 
（5.6％） 

108億5,686万円万円 
（51.5％） 

その他 
5億7,309万円 
（2.7％） 

人件費 
40億338万円 
（19.0％） 

扶助費 
29億7,859万円 
（14.1％） 

公債費 
38億7,489万円 
（18.4％） 

投資的経費 
33億5,410万円 
（15.9％） 

物件費 
20億8,086万円 
（9.9％） 

補助費等 
30億2,266万円 
（14.4％） 

繰出金 
11億7,243万円 
（5.6％） 

108億5,686万円 
（51.5％） 

少ない経費で　最大の効果を　　 

REVENUEEXPENDITURE

限られた財源　逼迫した市の財政 

 

 

給　料 

 

親からの仕送り 

 

銀行などからの 

借入金 

預金の取り崩し 

 

その他 

 

合　計 

 

 

41,000 

(39,900) 

197,000 

(201,000) 

33,100 

(29,400) 

14,300 

(13,500) 

14,500 

(16,200) 

300,000

比　較 

 

1,200 

 

▲ 4,000 

 

3,700 

 

800 

 

▲ 1,700 

 
0

 

 

市税 

　 

国・県からの補助金、 

地方交付税など 

市債（市の借入金） 

 

基金繰入金 

 

市営住宅の使用料、廃棄物

処理にかかる手数料など 

◎平戸市の家計簿 
（１か月の収入が300,000円の世帯に置き換えた場合） 

 

 

食費・高熱水費 

 

ローンの返済 

 

家族の医療費など 

 

自宅の増改築・修繕費 

 

友人・知人への仕送り 

 

家族への仕送り 

 

貯金・株式投資など 

 

合　計 

 

 

86,700 

(87,600) 

55,200 

(50,100) 

42,400 

(43,500) 

50,700 

(51,000) 

43,000 

(37,800) 

16,700 

(22,200) 

5,300 

(7,800) 

300,000

 

 

▲900 

 

5,100 

 

▲ 1,100 

 

▲ 300 

 

5,200 

 

▲ 5,500 

 

▲ 2,500 

 
0

 

 

職員の給料など 

（人件費・物件費） 

市債の返済 

（公債費） 

生活保護給付費など 

（扶助費） 

道路や漁港、学校などの建設費

（投資的経費・維持補修費） 

個人・団体への補助費

など（補助費等） 

特別会計への繰出金 

（繰出金） 

◎平戸市の家計簿 
（１か月の支出が300,000円の世帯に置き換えた場合） 

歳 本 

財源不足額の 
　　解消に向けて 

自主財源に乏しい 
　　平戸市の財政 

　
　
市
の
歳
入
の
う
ち
、
自
前
で

　
　
調
達
で
き
る
お
金
（
自
主
財

源
）
は
２
割
ほ
ど
し
か
あ
り
ま
せ

ん
。
な
か
で
も
柱
と
な
る
市
税
は

全
体
の
約
14
％
で
、
田
平
・
大
島

風
力
発
電
所
の
完
成
に
伴
う
固
定

資
産
税
の
収
入
増
に
よ
り
、
昨
年

度
と
比
べ
る
と
増
額
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
県
内
市
の
平
均
が
約
25

％
な
の
で
、
比
較
し
て
み
る
と
低

い
状
況
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま

す
。 

　
自
前
で
調
達
で
き
な
い
分
は
、

仕
送
り
と
も
い
え
る
国
や
県
か
ら

の
補
助
金
、
地
方
交
付
税
、
市
債

（
市
の
借
金
）な
ど
で
賄
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
を
自
主
財
源
に
対
し

依
存
財
源
と
い
い
、
な
か
で
も
、

半
分
以
上
を
占
め
て
い
る
の
が
、

「
地
方
交
付
税
」で
す
。
地
方
交
付

税
と
は
、
全
国
ど
こ
の
市
町
村
で

も
等
し
く
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
提
供

で
き
る
よ
う
、
市
町
村
の
財
政
状

況
に
よ
り
国
か
ら
も
ら
え
る
お
金

の
こ
と
で
す
。 

　
平
成
20
年
度
は
、
地
方
の
活
性

化
対
策
と
し
て
、
「
地
方
再
生
対

策
費
」
と
い
う
新
た
な
交
付
基
準

が
設
け
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
増
額

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
三
位
一
体

の
改
革
が
行
わ
れ
る
前
の
状
況
と

比
べ
れ
ば
減
少
し
て
い
ま
す
。 

　
支
出
に
対
し
て
収
入
が
少
な
い

場
合
は
、
貯
金（
基
金
）を
使
う
こ

と
で
、
そ
の
不
足
額
を
補
て
ん
し

ま
す
。
平
成
19
年
度
当
初
予
算
の

不
足
額
は
、
７
億
９
千
万
円
で
し

た
が
、「
財
政
健
全
化
計
画
」に
基

づ
く
予
算
編
成
を
行
い
、
平
成
20

年
度
は
、
４
億
３
千
万
円
（
３
億

６
千
万
円
の
減
）
と
な
り
ま
し
た
。

来
年
度
以
降
は
、
こ
の
貯
金
を
使

う
こ
と
な
く
当
初
予
算
を
編
成
で

き
る
よ
う
努
力
し
ま
す
。 

　
　
出
の
中
に
は
、
職
員
の
給
与

　
　（
人
件
費
）や
児
童
手
当
・
生

活
保
護
費（
扶
助
費
）な
ど
の
よ
う

に
国
の
法
令
で
定
め
ら
れ
た
も
の

や
、
道
路
や
学
校
を
つ
く
る
と
き

に
借
り
た
お
金
の
返
済
金
（
公
債

費
）
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら

を
義
務
的
経
費
と
い
い
、
こ
の
割

合
が
高
い
と
市
が
自
由
に
使
え
る

お
金
が
少
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
そ
こ
で
公
債
費
は
、
地
方
交

付
税
の
対
象
と
な
る
よ
う
な
も
の

を
選
択
し
、
人
件
費
は
、
昨
年
度

か
ら
職
員
給
与
費
の
カ
ッ
ト
を
行

う
な
ど
、
そ
の
抑
制
に
努
め
て
い

ま
す
。
今
年
度
の
公
債
費
は
、
昨

年
度
に
比
べ
る
と
約
３
億
円
増
え

て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
市
の
借
金

を
利
率
の
高
い
も
の
か
ら
ま
と
め

て
返
済
す
る
こ
と
で
、
将
来
的
な

負
担
を
軽
減
す
る
た
め
の
も
の
で

す（
詳
し
く
は
、
17
ペ
ー
ジ
の「
用

語
解
説
・
公
的
資
金
補
償
金
免
除

繰
上
償
還
に
つ
い
て
」
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。
）。 

　
ま
た
、
収
入
に
見
合
っ
た
支
出

と
す
る
た
め
に
事
業
の
見
直
し
を

行
い
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に
よ
り

効
果
的
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き

る
よ
う
に
努
め
、
協
働
に
よ
る
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
の
補

助
金
を
は
じ
め
、
新
し
い
事
業
に

も
積
極
的
に
取
り
組
む
な
ど
、
新

た
な
ま
ち
づ
く
り
の
更
な
る
実
現

に
向
け
た
予
算
と
な
る
よ
う
努
め

た
と
こ
ろ
で
す
。 

　
今
後
も
、
で
き
る
だ
け
少
な
い

経
費
で
効
果
的
に
事
業
を
実
施
す

る
な
ど
、
効
率
的
な
財
政
運
営
に

努
め
な
が
ら
、
必
要
な
事
業
に
は

重
点
的
に
予
算
を
配
分
す
る
こ
と

で
、
市
民
の
み
な
さ
ん
が
将
来
に

夢
と
希
望
を
抱
け
る
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
い
き
ま
す
。 

単位：円 単位：円 

基金の積み立て、中小企業 
への貸し付けなど 
（積立金・投資及び出資金） 

上段：20年度 

下段：19年度 
市の場合 増　減 支　出 

上段：20年度 

下段：19年度 
収　入 市の場合 

一般会計当初予算 
210億6,000万円（対前年比▲0.2％） 
市民１人当たり　55万1,786円 

歳　　出 歳　　入 

※県内１世帯当たり平均１か月間の消費支出（いわゆる生活費）が 
　278,566円となっていることから、家計簿の額を300,000円としました。 
　（総務省統計局『家計調査年報平成18年』） 

＊参　考＊ 

 広報 ひらど　2008. ４ 
Hirado City Public Relations 14

 広報 ひらど　平成20年４月号 
Hirado City Public Relations15



　市民生活の安定向上、高齢者・障害者の福祉対策をはじめ、 

道路などの生活基盤の整備、本市の基幹産業である農林水産業や観光業の産業振興、 

さらには、文化交流・義務教育・社会教育の振興などを盛り込み編成しています。 

平戸市総合計画を目標別に見た 

平成20年度当初予算の主な施策 

■ 議会中継システムに要する経費　126万円 

　（配信システム管理費） 

■ 嘱託員設置に要する経費　5,889万円 

　（嘱託員報酬ほか） 

■ 広報ひらど発行に要する経費　1,003万円 

　（毎月15,000部発行） 

■ 協働によるまちづくり推進事業【新規】　5,230万円 

　（モデル事業及び市民活動団体等への支援） 

■ 公的資金補償金免除繰上償還【新規】　3億2,600万円 

　（高利率借入の起債残高の補償金免除繰上償還） 

■ 滞納対策事務に要する経費【新規】　55万円 

　（インターネット公売の導入、債権の法的整理など） 

■ 収納対策推進に要する経費【新規】　14万円 

　（クレジットカード納付の試行導入） 

効果的・戦略的な行政経営への転換 

 

■ ＣＡＴＶデジタル化整備事業【新規】　1,053万円 

　（大島ケーブルテレビデジタル化実施設計） 

■ ブロードバンド基盤整備事業【新規】　2,250万円 

　（ＡＤＳＬ設備整備[度島、川内地区]） 

■ 北松北部環境組合に要する経費　10億3,254万円 

　（北松北部環境組合運営負担金） 

■ 平戸斎場施設整備事業【新規】　1億1,001万円 

　（火葬炉改修、施設改修） 

■ 道路新設改良事業　11億6,086万円 

　（山中･紐差線、元触本線、北部海岸線、長崎鼻１号支線など） 

■ 田平港シーサイドエリア再構築事業　7,050万円 

　（水路工、用地整備） 

■ 街路整備事業　1億1万円 

　（亀岡上町線） 

■ まちづくり整備総合事業［生月地区］　3,900万円 

　（壱部中央線、耐震性貯水槽、防犯街路灯） 

■ 公営住宅建設事業　7,005万円 

　（大久保団地住宅整備） 

■ 消防救急体制整備事業［田平地区］　2,752万円 

　（高規格救急自動車） 

■ 消防防災設備整備事業　3,236万円 

　（消防ポンプ自動車［生月地区］など） 

■ 生活保護費　6億4,578万円 

　（生活、医療扶助など） 

■ 福祉医療給付事業　1億4,341万円 

　（障害者、乳幼児、母子、寡婦などの医療費助成） 

■ 障害者自立支援給付事業　6億7,682万円 

　（身体障害者・知的障害者施設訓練給付費など） 

■ 老人保護措置費　1億8,733万円 

　（養護老人ホーム） 

■ 保育対策等促進事業　2,333万円 

　（一時保育、病児・病後児保育など） 

■ 児童手当給付事業　2億8,101万円 

　（0歳から小学6年生まで） 

■ 保育所運営費　8億2,574万円 

　（民間保育所等運営費） 

■ 児童扶養手当給付事業　1億5,533万円 

　（母子家庭等への助成） 

■ 妊産婦健康診査事業　824万円 

　（妊産婦健康診査、新生児聴覚検査） 

■ 離島地域安心出産支援事業【新規】　55万円 

　（離島地域の妊婦の出産に伴う経費助成） 

■ 情報教育環境整備事業　2,314万円 

　（児童生徒用・教職員用パソコン整備） 

■ 田平中学校校舎大規模改造事業【新規】　1,452万円 

　（耐震診断、設計） 

■ 図書検索システム整備事業　2,200万円 

　（図書館・公民館図書室の図書検索システムの整備） 

■ 和蘭商館復元整備事業　3億3,850万円 

　（復元整備、展示資料収集、発掘調査など） 

■ 世界遺産登録推進に要する経費　2,192万円 

　（重要文化的景観保存調査、啓発活動） 

■ 文化公演に要する経費　23万円 

　（ふれあいコンサート in 大島など） 

■ 国際交流に要する経費　1,713万円 

　（青少年スポーツ交流、友好訪問団派遣・招へいなど） 

■ 定住促進に要する経費　110万円 

　（ＵＩターン促進） 

■ 観光宣伝に要する経費　2,371万円 

　（観光パンフレット、ガイドブック作成など） 

■ 観光イベントに要する経費　870万円 

　（舘浦競漕船大会、大島夏祭り花火大会など） 

■ 中山間地域等直接支払交付金事業　1億5,435万円 

　（耕作放棄地の解消、多面的機能の増進） 

■ 和牛オリンピック対策奨励事業【新規】　592万円 

　（平成24年度全国和牛能力共進会長崎大会出場準備経費など） 

■ 魚礁整備事業　3,502万円 

　（早福地区、大根坂地区） 

■ 漁港施設整備事業　５億4,141万円 

　（早福漁港、釜田漁港、大根坂漁港などの整備） 

■ 燃油高騰対策に要する経費【新規】　180万円 

　（漁業用燃油高騰特別対策資金債務保証料補助） 

■ 中小企業振興対策に要する経費 

　　　　　（燃油高騰対策分）【新規】　90万円 

　（中小企業緊急対策融資資金助成） 

■ 地域資源ブランド化プロモーション 

　　　　　戦略策定事業【新規】　350万円 

　（市の特産品のブランド化およびＰＲ戦略の策定など） 

◎平戸市が目指す将来像◎ 

ひと（HITO） 響きあう 宝島 平戸 

　
本
市
で
は
、
道
路
や
学
校
な

ど
を
つ
く
る
と
き
に
国
や
銀
行

な
ど
か
ら
お
金
を
借
り
、
借
り

た
お
金
は
利
子
を
つ
け
て
少
し

ず
つ
返
済
し
て
い
ま
す
が
、
十

数
年
前
の
金
利
は
今
よ
り
も
か

な
り
高
く
、
当
時
借
り
た
お
金

の
利
子
は
本
市
の
大
き
な
財
政

負
担
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
こ
れ
ま
で
、
銀
行
か
ら
借
り

た
お
金
に
つ
い
て
は
ま
と
め
て

一
度
に
返
済（
繰
上
償
還
）す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、
国（
公

的
資
金
）
か
ら
借
り
た
お
金
に

つ
い
て
は「
補
償
金
」を
支
払
わ

な
け
れ
ば
繰
上
償
還
す
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。 

　
そ
こ
で
、
国
は
、
近
年
の
厳

し
い
地
方
の
財
政
状
況
を
考
慮

し
、
平
成
19
年
度
か
ら
21
年
度

の
３
年
間
に
限
り
、
平
成
４
年

ま
で
に
借
り
た
高
い
利
率
（
年

利
５
％
以
上
）の
お
金
を「
補
償

金
」
な
し
で
繰
上
償
還
し
て
よ

い
と
の
方
針
を
出
し
ま
し
た
。 

た
だ
し
、
自
由
に
繰
上
償
還
し

て
よ
い
の
で
は
な
く
、
職
員
数

や
行
政
経
費
を
見
直
す
な
ど
行

財
政
に
お
け
る
改
革
の
内
容
が

国
か
ら
認
め
ら
れ
た
場
合
に
の

み
繰
上
償
還
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。 

　
本
市
で
は
、
今
後
の
財
政
負

担
を
軽
く
す
る
た
め
繰
上
償
還

を
国
に
申
請
し
た
結
果
、
昨
年

12
月
に
認
め
ら
れ
ま
し
た
。 

　
本
市
が
予
定
し
て
い
る
繰
上

償
還
額
は
、 

▼
平
成
19
年
度 

　
　
　
３
億
６
千
万
円 

▼
平
成
20
年
度 

　
　
　
５
億
１
千
万
円 

▼
平
成
21
年
度 

　
　
　
３
億
６
千
万
円 

▼
計
12
億
３
千
万
円
（
水
道
・

　
病
院
事
業
会
計
分
を
含
む
） 

で
、
こ
れ
に
よ
っ
て
今
後
支
払

う
こ
と
と
な
っ
て
い
た
利
子
相
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共通目標 
行財政運営 

健やかで笑顔とやさしさがあふれる 
地域社会の形成 

基本目標 
保健・医療・福祉 

自然と共生した安全で快適な 
生活基盤の確保 

基本目標 
自然観光・生活基盤 

活力ある産業振興と雇用の創出 

基本目標 
産業振興 

明日を担う人材の育成と 
個性豊かな地域文化の振興 

基本目標 
教育・文化 

魅力ある観光の振興と交流人口の拡大 

基本目標 
観光・交流 

参画と連携による自立した地域の確立 

共通目標 
協　働 

用語解説 

平成20年度当初予算に 

関するお問い合わせ 

　財政課財政班 

　（1内線2354） 
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応援します！ 
「ひと」が生き生きと活躍できるまち「ひらど」 

　市では、市民のみなさんが行うさまざまな活動に対し補　市では、市民のみなさんが行うさまざまな活動に対し補助金を交付しています助金を交付しています。 

交付を受けたい団体・個人は申請してください交付を受けたい団体・個人は申請してください。 

　なお、今年度から審査要件の変更や新しく創設された補　なお、今年度から審査要件の変更や新しく創設された補助金がありますので助金がありますので、 

申請の方法や詳しい内容については、各担当窓口へお問い申請の方法や詳しい内容については、各担当窓口へお問い合わせください合わせください。 

　市では、市民のみなさんが行うさまざまな活動に対し補助金を交付しています。 

交付を受けたい団体・個人は申請してください。 

　なお、今年度から審査要件の変更や新しく創設された補助金がありますので、 

申請の方法や詳しい内容については、各担当窓口へお問い合わせください。 

　市では、これまで補助金の審査は、市内部で行ってきましたが、今年度から補助金審査の透明性の確保を

目的として、市民のみなさんとともに審査を行うこととなりました。 

　つきましては、②～⑦の補助金審査を行っていただく審査委員の募集を下記により行いますので、ご応募

よろしくお願いします。 

○募集人数　３人　 

○募集要件　満20歳以上の市内に住所を有する人で、市税などの滞納がない人 

○応募期限　４月25日（金） 

○応募方法　申込書に必要事項を記入の上、企画課地域協働推進室までご提出ください。なお、申込書につ

　　　　　　いては、企画課地域協働推進室、各支所市民協働課、各出張所、度島連絡所に備え付けています。 

応援します！ 
「ひと」が生き生きと活躍できるまち「ひらど」 

事業区分 事 業 内 容  

 

創業支援事業 

 

区　分 

事業経費 

 

科　　　　目 

(1)市場調査や事業化予備

　調査に要する経費 

(2)新事業の具体化のため

　の実践、試作開発、技術

　試験などに要する経費 

(3)新事業に関する販路開

　拓、広告宣伝などに要

　する経費 

(4)その他新事業の実施に

　必要と認める経費 

　 

 

対象経費の2/3以内で、

限度額50万円 

 

 

　本市で実例のない創業的技術、

アイデアなどにより新たな事業に

取り組む事例で、次のいずれかに

該当する事業を行うもの 

ア　製品やサービスなどに新規性

　　や創造性がある先駆的な事業 

イ　市場性や成長性が期待できる

　　事業 

ウ　市内の雇用増加が期待できる

　　事業 

対　象　経　費 
補　助　率 

【注意事項】 

　各補助金については、交付回数に制限がある場合がありま

すので、詳しい内容などについては、各担当窓口までお問い

合わせください。 

URL　http://www.city.hirado.nagasaki.jp 

①～②　トップページ → くらしの便利帳 

　　　　　→ ＮＰＯ・ボランティア →  助成事業のご案内 

③～⑩　トップページ → お知らせ・ご案内 

　　　　　→ 市補助金のご案内 

◎申請書類の提出期限 

　前期　４月１日（火）～４月30日（水） 

　後期　９月１日（月）～９月30日（火） 

※⑨および⑩の補助金については、随時、申請を受け

　付けています。なお、②～⑧の補助金については、

　これまでと同様に団体の会費などを定めた規約など

　の書類や年間の活動計画を示した事業計画書の提出

　が必要です。 

◎審査要件の変更について 

　これまで補助金の申請は、市担当職員が申請者から

事業内容などの話をお聞きし、後日行われる補助金審

査会で説明していたところですが、今年度から、②～

⑦の補助金については、補助金審査会時に申請者から

直接事業内容などの説明をしていただくこととなりま

した。 

◎新しく創設された補助金および事業メニュー◎ 

【補助内容】 

　地域の特色を生かし、独創的・個性

的なまちづくり活動を行う団体の育成

費用や活動事業に対し助成 

ひらど豊かな人づくり推進事業補助金 

担当課：企画課、各支所市民協働課 

補助金審査委員を募集します！ 

【補助内容】 

　諸外国との友好親善を深めるため、

国際交流活動を行う団体の育成費用や

活動事業に対し助成 

国際交流振興事業補助金 

担当課：企画課、各支所市民協働課 

【補助内容】 

　地域資源を活かしたイベント開催や

商店街の集客、特色ある商品の開発な

どに取り組む個人・団体の活動に対し

助成 

にぎわいづくり支援事業補助金 

担当課：観光商工課、各支所産業建設課 

【補助内容】 

　地域環境美化を推進するため、沿道、

観光施設、公園などで花壇整備を行う

団体や街路でフラワーポットの設置整

備を行っている団体に対し助成 

花とみどりのふるさとづくり 

事業補助金 

担当課：市民課、各支所市民協働課 

【補助内容】 

　地域の特性を生かしたまちづくり事

業に対し助成（詳しくは、P10［シリー

ズ協働］で紹介しています。②につい

ても同様） 

地域コミュニティ活動推進事業補助金 

担当課：企画課、各支所市民協働課 

【補助内容】 

　市内の団体が実施主体となって整備

する市民活動の拠点施設整備やまちな

かの休憩施設整備、ポケットパークな

どの整備に対する助成 

市民力アップ支援事業補助金 

担当課：企画課、各支所市民協働課 

【補助内容】 

　市内に事業拠点を置いて事業を行う事業者で、地域振興に貢献しうる新たに取り組む新規事業

を行うため、事業化調査や試作開発、新事業の具体化のための活動経費などの一部を助成 

創業支援事業補助金（にぎわいづくり支援事業補助金） 

担当課：観光商工課、各支所産業建設課 

【補助内容】 

　ボランティアや福祉団体などが行う

社会福祉の向上を図るための活動に対

し助成 

ひらどふれあい福祉事業補助金 

担当課：福祉事務所 

【補助内容】 

　コンベンションなどの開催により観

光客を誘致し、地域活性化を図るため

の活動に対し助成 

コンベンション開催事業費補助金 

担当課：観光商工課、各支所産業建設課 

【補助内容】 

　地域スポーツの振興と普及、競技力

の向上を図る個人、団体の活動に対し

助成 

スポーツ振興事業補助金 

担当課：生涯学習課、各支所教育委員会分室 

◎その他の補助金◎ 
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市ホームページで、 
随時各貯水施設の貯水率を 

公開しています。 
　 

「トップページ」 
↓ 

「くらしの便利帳」 
↓ 

「水道」 
↓ 

「貯水率情報」 
U R L 

http://www.city.hirado.nagasaki.jp/city/

　長引く少雨傾向により、貯水池（ダム、ため池）の

貯水量が大幅に減少したことから、市では昨年11月

に『市渇水対策本部』を設置し、みなさんに『節水』へ

のご協力をお願いすると同時に、より節水効果を高

めるため、平戸北部・南部および生月地区で減圧給

水をやむなく実施させていただきました。その後、

みなさんのご理解とご協力で一定の節水効果もあり、

また、河川からの臨時取水を行ったことなどにより、

今日まで断水することなく、水道水の供給を図って

きたところです。 

　降水の状況につきましては、３月に入ってからま

とまった降水があり、その結果、貯水率は平戸北部

地区75.5％、平戸南部地区43.6％および生月地区

43.4％となりました。そのため、平戸北部地区につ

きましては、目安としていた貯水率80％には若干及

ばないものの一定の貯水率まで回復したことから、

これまで継続していました減圧給水を３月25日から

順次解除させていただきました。 

　また、平戸南部地区の早福地域においても減圧給

水解除を行いました。両地区のみなさんにおかれま

しては、これまで減圧給水にご協力いただきありが

とうございました。 

　しかしながら、生月地区および平戸南部地区(早福

地域は除く。)は、今のところ安定貯水率まで回復して

いないことから、減圧給水を継続させていただきます。 

　なお、平戸中部・田平・大島地区については、ダ

ムや地下水などからの取水に問題はなく、今のとこ

ろ給水制限の予定はありません。 

お問い合わせ　水道局122-3838

　３月13日、金子県知事（長崎県渇水対策本部長）は、給水制限が続く平

戸南部地区と生月地区を視察しました。 

　金子県知事は、まず下中津良町の大元兼用池で水道局職員から、渇水

の状況などについて説明を受け、中津良川の取水堰や中継地として利用

している中津良小学校プールと生月地区の２つのダムおよび農業ため池

を視察しました。 

　視察後、金子県知事は「市民が安心して生活できるよう、今後も市と協

力しながら、最大限の支援を行いたい」と話していました。 

貯水施設名称（位置） 

神曽根ダム（下中野町） 

箕坪ダム（下中野町） 

大元兼用池（下中津良町） 

川内兼用池（東中山町） 

福良兼用池（野子町） 

早福砂防ダム（早福町） 

神の川ダム（南免） 

桜川ダム（南免） 

久吹ダム（福崎免・岳崎免） 

東流川砂防ダム（前平） 

轟川砂防ダム（的山川内） 
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生　月 

 

田　平 

大　島 

単位：％ 

金子県知事が渇水状況を視察 

春のおでかけ情報情報  春のおでかけ情報  

オープンガーデン 
／旧武家屋敷（岩の上町） 

武家屋敷のお庭を公開 

木ヶ津千灯篭春まつり 
／木ヶ津町一帯（普門寺、風香寺ほか） 

灯りと闇の幻想が織りなす世界 

アサリ！どっさり！潮干狩り大会 
／荒崎海水浴場（半元キャンプ場横） 

家族そろって出かけよう！ 

■と　き　４月５日（土）午後１時～午後９時 

　　　　　　　６日（日）午前10時～午後９時 

　昼間は普門寺、風香寺の境内散策や水岳参り、木

ヶ津じのもん市と題した直売会や昔のなつかしい遊

びが体験できるなどイベント盛りだくさんです。夜

は「灯りと闇の幻想」と題して、石灯篭100基と

4,000本にものぼる竹灯篭が木ヶ津を照らし出します。  

お問い合わせ 

　木ヶ津千灯篭春まつり実行委員会（村さん128-1458） 

■と　き　４月19日（土）～20日（日） 

　　　　　午前10時～午後４時 

　国の登録文化財に指定された旧武家屋敷（５軒）の

お庭を見学することができます。色とりどりの平戸

つつじ、青々としたコケ、新緑鮮やかな木々が訪れ

た人を魅了します。 

お問い合わせ 

　庭を守る会（大曲さん122-3418） 

■と　き　４月20日（日）午後０時30分～午後３時 

　今年で５回目となるこのイベントは、小さな子ど

もも楽しめるとあって、砂浜が参加者でいっぱいに

なるほど大人気。会場では、海鮮バーベキューも楽

しめますので、ご家族そろってお越しください。 

○潮干狩り入漁料 

・大　人（中学生以上）：1,000円/人 

・子ども（小学生）　　：　500円/人 

※幼児は無料です。 

○海鮮バーベキュー（午前11時～） 

　焼き台50セット（200席分）用意！ 

・基本セット：1皿1,000円 

　〔サザエ、イカ、カマス、アジの開きなど〕 

・中野漁協の出張直売所も同時オープン 

　〔イカ焼き、川内かまぼこなど〕 

※木炭（軍手片方付き）は別売りです。 

　１袋200円〔焼き台使用料込み〕 

お問い合わせ 

　中野漁業協同組合（124-2221） 

春 の イ ベ ン ト  
　 盛 り だ く さ ん ！  

貯水率の推移 
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■降水状況（単位：㎜)

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 

H19-H20 平年 

生月・平戸南部地区は、厳しい状況変わらず！ 
“恵みの雨”平戸北部地区などは減圧給水解除 
生月・平戸南部地区は、厳しい状況変わらず！ 
“恵みの雨”平戸北部地区などは減圧給水解除 

3/25

北 

部 

南 
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美明　太一郎さん（23歳・田平町山内免） 
み あけ　　　た いち ろう 

大募集！「まちのひとびと」へあなたも投稿しませんか？ 
「平戸のわっかもん」 
　平戸のまちで働く“わっかもん”を紹介します。自薦他薦は問いません。掲載を希望する人は下記までご連絡ください。  
「クラブ紹介」 
　スポーツ団体や芸能団体など、平戸のまちで活躍するさまざまな団体を紹介します。私たちの活動を紹介して欲しい、
など掲載を希望する団体は下記までご連絡ください。  
「ＨａｐｐｙＢｉｒｔｈｄａｙ」 
　発行月にお誕生日を迎える３歳までのお子さんを募集します。掲載は先着３人まで。申込み期限は発行前月の15日
です。掲載のご予約は、お気軽に、お早めに。 
○応募方法　写真にお子さんの名前（ふりがな）・生年月日・住所・電話番号・お子さんへのメッセージ・ご両親の
名前を添えて郵送またはＥメールにてご投稿ください。※写真は返却しません。ご投稿いただいた作品は必ずしも掲
載するとは限りませんのでご了承ください。 

 あて先　〒859-5192　平戸市岩の上町1508番地３　総務課秘書広報班　E-Mail　kouhou@city.hirado.lg.jp

活動ＤＡＴＡ 

クラブ紹介 

募集しています
 

■勤務先 

　（有）ニシ・マイカーセンター 

■ニックネーム 

　ミッチー・ターくん 

■性格は？ 

　社交的 

■趣味・特技 

　ドライブ・サッカー 

「車は日々使うものなので、気になることがあれ
ば気軽に声をかけてください。」 

★お誕生日おめでとう！★ 

　美明さんは、ニシ・マイカーセンターに入社し４年
目を迎えます。平均年齢27歳の活気のあるチームワー
クでお客さんが声をかけやすい工場を目指しています。
現在は整備主任を任せられており、将来は店長を目指
しているとのこと。「車のことはすごく分かりにくい
ことが多く、お客さんに納得してもらうような説明を
することを心がけています」と爽やかな笑顔で答えて
くれました。 

「みんなで仲良くナイスショット！ 
　　　　健康づくりにもなりますヨ」 

「短歌を始めて、身近なものや風景、 
　　　　　　　　物事などに対しての見方が変わりました」 

　南部地区グラウンドゴルフクラブは、平戸グラウンドゴ

ルフ協会の指導を受けたのがきっかけで、15年程前に設立

しました。津吉、中津良、志々伎地区から会員が集まり、

グラウンドいっぱいのコースで思いっきりのショットを楽

しんでいます。時にはホールインワンも飛び出し、会員み

んなから祝福されることもあります。グラウンドゴルフは、

グループでラウンドし和気

あいあいと楽しめるスポー

ツです。市民体育祭や協会

主催の大会にも参加し、技

術の向上も図っています。

クラブでは現在部員を募集

しています。どなたでも気

軽に参加できるスポーツで

すので、ぜひ一度遊びに来

てください。 

 
 

　「生月短歌会」は、昭和63年10月に発足し、今年20年目

を迎えるクラブです。メンバーは、季節や生活、政治につ

いて感じたことを31文字に託して短歌を作り、活動日１

週間前までに鳥飼富雄代表に提出。活動日当日は松永圭宇

先生の指導のもと、楽しい雰囲気の中、お互いの短歌を批

評し合っています。毎年秋には歌集「島影」を発行し、生月

町文化祭の会場に展示し、みなさんに楽しんでもらってい

ます。新聞社にも

毎月投稿しており、

松浦市で開催され

る「西海短歌祭」な

どにも参加してい

ます。今年で結成

20周年を迎える

ので、記念誌を

11月に発行する

予定です。 

 

活 動 日／随時（月１回）午後１時～ 
活動会場／生月町中央公民館 
対 象 者／短歌に興味がある人 
連 絡 先／代表宅　153-0244 
部 員 数／11人 
参 加 費／月額　2,000円 
代　　表／鳥飼　富雄さん（生月町壱部浦） 

■■活動ＤＡＴＡ■■ 

■■活動ＤＡＴＡ■■ 

活 動 日／毎週火・木・金曜日（雨天の場合は中止） 
活動会場／多目的運動広場 
対 象 者／どなたでもＯＫ！ 
連 絡 先／代表宅　127－0101 
部 員 数／約30人 
参 加 費／随時（年1,000円程度） 
代　　表／青　　晋祐さん（津吉町） 

前川　心響ちゃん 
  　　  （Ｈ17.４.４生） 

まえかわ　　ここ ね 

～優博さんの長女～ 
≪紐差町≫ 

川渕　拓海くん 
  　　  （H19.４.７生） 

 

かわぶち　　たく み 

～晃さん・さつきさんの長男～ 
≪生月町南免≫ 

いつもたくさんの笑顔を 
ありがとう！！ 

いつもたくさんの笑顔を 
ありがとう！！ 

浜本　帆斗くん 
　　　　（Ｈ19.４.５生） 

はまもと　　はん と  

～和仁さん・麻世さんの長男～ 
≪堤町≫ 

じいちゃん、ばあちゃん、１才にじいちゃん、ばあちゃん、１才に 
なったよ！これからもよろしくね！！なったよ！これからもよろしくね！！ 
じいちゃん、ばあちゃん、１才に 
なったよ！これからもよろしくね！！ 

元気で明るい子に 
育ってね！！ 

元気で明るい子に 
育ってね！！ 
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Ｑ
　
な
ぜ
、
水
道
料
金
を
統
一
す
る

　
　
必
要
が
あ
る
の
？  

 

Ａ
　
水
道
料
金
に
つ
い
て
は
、
合
併
協
議

会
で
「
現
行
の
と
お
り
新
市
に
引
き
継
ぎ

合
併
後
統
一
す
る
。」と
さ
れ
て
い
た
た
め
、

合
併
後
も
旧
市
町
村
の
料
金
体
系
を
そ
の

ま
ま
引
き
継
ぎ
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。 

　
合
併
当
時
に
料
金
統
一
を
行
わ
な
か
っ

た
主
な
理
由
は
、
水
道
が
市
民
の
み
な
さ

ん
の
生
活
に
密
接
に
関
係
し
て
お
り
、
急

激
な
変
化
は
混
乱
を
招
く
恐
れ
が
あ
る
こ

と
と
、
こ
れ
ま
で
旧
市
町
村
の
事
情
に
よ

り
料
金
を
設
定
し
て
い
た
た
め
、
合
併
後

す
ぐ
に
料
金
統
一
を
行
う
こ
と
は
、
周
知

を
含
め
た
準
備
期
間
な
ど
を
考
慮
し
た
た

場
合
、
現
実
的
に
困
難
で
あ
っ
た
こ
と
な

　 

            

ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。 

　
合
併
後
、
一
定
の
期
間
が
経
過
し
た
こ 

と
か
ら
、
水
道
料
金
の
地
域
に
よ
る
格
差

を
な
く
し
利
用
者
間
の
負
担
を
公
平
に
す

る
た
め
統
一
を
行
う
も
の
で
、
現
在
、
水

道
局
に
お
い
て
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。 

　
表
１
の
と
お
り
旧
大
島
村
を
除
き
相
当

の
期
間
、
一
般
用
水
道
料
金
の
見
直
し
が

行
わ
れ
ず
、
料
金
が
据
え
置
き
と
な
っ
て

い
ま
す
。 

            

    

Ｑ
　
現
在
、
各
地
区
の
水
道
料
金
は

　
　
ど
う
な
っ
て
い
る
の
？  

 

Ａ
　
各
地
区
と
も
に
用
途
別
水
道
料
金
を

採
用
し
て
い
ま
す
が
、
基
本
料
金
、
超
過

料
金
お
よ
び
メ
ー
タ
ー
使
用
料
な
ど
の
設

定
の
違
い
に
よ
り
料
金
体
系
は
大
き
く
異

な
っ
て
い
ま
す（
図
１
参
照
）。 

　
図
１
の
と
お
り
、
基
本
料
金
の
額
お
よ

び
そ
の
金
額
で
使
用
で
き
る
水
量
な
ら
び

に
基
本
水
量
を
超
え
た
水
量
に
か
か
る
超

過
料
金
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
て

い
ま
す
。
超
過
料
金
に
つ
い
て
は
、
平
戸

地
区
と
田
平
地
区
が
よ
り
多
く
使
用
し
た

場
合
に
料
金
が
高
く
な
る
逓
増
方
式
と
な

っ
て
い
ま
す
。 

　
実
際
に
一
番
利
用
者
数
が
多
い
20
k
 
 
 
 
 
 

ま
で
で
水
道
料
金
を
比
較
し
て
み
ま
す
。 

　
５
k
で
は
生
月
地
区
が
、
10 
k 
・
15 
k 

20 
k
で
は
大
島
地
区
が
一
番
高
く
な
っ
て

い
ま
す
。
な
お
、
田
平
地
区
で
は
、
５
k
・

10 
k
・
15
k
・
20
k
全
て
に
お
い
て
一
番

安
い
料
金
と
な
っ
て
い
ま
す（
表
２
参
照
）。 

　
20 
k 
使
用
の
場
合
、
大
島
地
区
と
田
平

地
区
で
は
１，
４
９
０
円
の
差
が
生
じ
て

い
ま
す
。 

　
大
量
利
用
の
場
合
で
比
較
す
る
と
、
１

０
０
〜
５
０
０
k
全
て
に
お
い
て
平
戸
地

区
の
料
金
は
高
く
、
逆
に
田
平
地
区
の
料

金
は
１
０
０
〜
５
０
０
k
全
て
に
お
い
て

安
い
料
金
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

                                   

Ｑ
　
平
戸
市
の
水
道
料
金
は
他
の
自

　
　
治
体
と
比
較
し
て
高
い
の
？
安

　
　
い
の
？
そ
の
理
由
は
？ 

 

Ａ
　
本
市
の
水
道
料
金
は
、
全
国
・
県
内
・

類
似
団
体
と
比
較
し
て
も
高
い
方
の
自
治

体
に
あ
た
り
ま
す（
グ
ラ
フ
１
参
照
）。 

　
水
道
料
金
が
高
い
要
因
の
一
つ
が
、
地

理
的
条
件
な
ど
に
よ
り
水
道
施
設
建
設
・

改
良
に
多
額
の
費
用
を
要
し
た
た
め
、
起

債
の
借
入
額
が
嵩
み
、
そ
の
結
果
毎
年
の

元
利
償
還
金
が
経
営
を
圧
迫
し
て
い
る
こ 

                       

と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
各
地
区
と
も
に
、

水
源
に
乏
し
か
っ
た
た
め
ダ
ム
の
建
設
や

地
下
水
の
汲
み
上
げ
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
度
島
な
ど
で
は
海
水
淡
水
化
装

置
を
導
入
し
て
い
ま
す
。
併
せ
て
、
各
地

区
と
も
に
集
落
が
点
在
し
て
お
り
、
地
形

的
に
も
起
伏
が
激
し
い
こ
と
か
ら
、
配
水

管
な
ど
の
延
長
も
長
く
な
り
、
中
継
ポ
ン

プ
所
な
ど
の
施
設
も
設
置
せ
ざ
る
を
得
な

か
っ
た
た
め
で
す
。 

                         

　
本
市
の
水
道
事
業
は
、
３
か
所
の
上
水
道
区
域
と
12
か
所
の
簡
易
水
道
区

域
で
給
水
を
行
っ
て
お
り
、
給
水
区
域
内
の
普
及
率
は
99
・
５
％
と
な
っ
て

い
ま
す
。 

　
水
道
料
金
は
、
現
在
、
各
地
区
と
も
に
合
併
前
の
料
金
を
適
用
し
て
い
ま

す
が
、
合
併
後
、
一
定
の
期
間
が
経
過
し
た
こ
と
か
ら
、
水
道
料
金
の
地
域

に
よ
る
格
差
を
な
く
し
、
利
用
者
間
の
負
担
を
公
平
に
す
る
た
め
水
道
料
金

統
一
へ
の
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。 

　
そ
こ
で
、
今
月
号
で
は
水
道
料
金
の
現
状
を
、
来
月
号
で
は
水
道
事
業
の

財
政
状
況
な
ど
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
問
い
合
わ
せ
　
水
道
局
総
務
班
1
22-

３
８
３
８ 

【表２】 
各地区の料金比較（税込） 

大
島
地
区 

生
月
地
区 

平
戸
地
区 

長
崎
市 

類
似
団
体
平
均 

江
迎
町 

田
平
地
区 

佐
世
保
市 

長
崎
県
平
均 

全
国
平
均 

佐
々
町 

松
浦
市 

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

※比較のために上水道の全国最低料金、 
　最高料金を表示しています。 

熊
本
県 

上
天
草
市
大
矢
野 

山
梨
県 

富
士
河
口
湖
町 

【グラフ１】 
水道料金比較（平成19年4月1日現在） 

 

平戸地区 

生月地区 

田平地区 

大島地区 

 

平戸地区 

生月地区 

田平地区 

大島地区 

5K 

1,679円 

1,890円 

1,360円 

1,400円 

10K 

2,078円 

2,520円 

1,680円 

2,550円 

15K 

3,312円 

3,570円 

2,520円 

3,700円 

20K 

4,546円 

4,620円 

3,360円 

4,850円 

200K 

56,416円 

42,420円 

39,270円 

46,250円 

100K 

26,491円 

21,420円 

19,320円 

23,250円 

400K       

116,266円 

84,420円 

79,170円 

92,250円 

300K 

86,341円 

63,420円 

59,220円 

69,250円 

500K       

146,191円 

105,420円 

99,120円 

115,250円 

【図１】 
料金体系一覧（一般用） 

【表１】 
旧４市町村の一般用水道料金改定状況 

自治体名 

旧平戸市 

旧生月町 

旧田平町 

旧大島村 

　  料金改定日 

平成11年4月1日 

昭和54年10月1日 

平成10年4月1日 

平成17年4月1日 

※料金は、税込みです。 
※平戸地区には、下記に加えメーター使用料が加算されます（口径13㎜の場合52円）。 

 

水量（K） 

料金（円） 

 
水量（K） 

料金（円） 

水量（K） 

料金（円） 

 
水量（K） 

料金（円） 

　 

５kまで 

1,627.5 

 

 

 

5kまで 

1,365 

 
5kまで 

1,400

　 

10kまで 

2,026.5 

 

 

 

10kまで 

1,680

7k超えるもの1kにつき 

210

20k超えるもの1kにつき 
199.5

5k超えるもの1kにつき 

230

7kまで 

1,890

10k超え30kまで 
　1kにつき 
246.75

10k超え20kまで 
　1kにつき 
168.0

30k超え100kまで 
　1kにつき 
278.25

100k超えるもの 
　1kにつき 
299.25

平戸地区 

 

 
生月地区 

 

田平地区 

 

 
大島地区 

区　分 料　金　体　系 

逓　増　方　式 

逓　増　方　式 

・・・ 

基本料金 

・・・ 

超過料金 

水
道
料
金
の
統
一
に
向
け
て 

「

水

道

料

金

の

現

状

」

 
シ

リ

ー

ズ

 

て
い 

ぞ
う 

単位：円（20K当たり） 

◎上水道　　　　：給水人口が5,001人以上の水道 

◎簡易水道　　　：給水人口が101人以上5,000人以下の水道　 

◎用途別水道料金：水道使用の用途を、家庭用、営業用などに分けて料金を設定する方式 

◎基本料金　　　：水道水の使用量に関係なく定額で使用できる部分の料金 

◎超過料金　　　：基本料金部分を超える使用量にかかる料金 

◎メーター使用料：水道水の使用量を計量するため取り付けているメーターの使用料 

◎類似団体　　　：平戸市水道事業と規模などが類似している自治体 

◎起　債　　　　：地方自治体などが、施設の建設などによる歳入不足を補うため、国や金融機関などから資金を 

　　　　　　　　　借り入れること 

◎元利償還金　　：建設・改良のために借りたお金とその利子 

【
用
語
解
説
】 
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▲十両優勝を決めた豊桜戦（平成18年九州場所） 

▲濱ノ嶋戦での豪快な突っ張り（平成11年九州場所） 

 

 

 

隆乃若関、お疲れさまでした!

２月16日、両国国技館にて 

16年間の土俵人生 
惜しまれつつ幕を閉じる 
～精進に精進を重ねた94場所～ 

　本市出身の元関脇隆乃若関の引退記念大相撲　本市出身の元関脇隆乃若関の引退記念大相撲（断髪式断髪式）が、２月が、２月16日、開催されました日、開催されました。 

　幕下、十両、幕内の取組のほか、横綱の土俵入りなど本　幕下、十両、幕内の取組のほか、横綱の土俵入りなど本場所さながらの大相撲が繰り広場所さながらの大相撲が繰り広げられ、隆乃若関の引げられ、隆乃若関の引

退に花を添えました退に花を添えました。 

　現役時代は、気迫溢れる荒々しい相撲と、上手を取った　現役時代は、気迫溢れる荒々しい相撲と、上手を取った時の圧倒的な強さで全国の相撲時の圧倒的な強さで全国の相撲ファンを魅了。その力ファンを魅了。その力

強い相撲で、敢闘賞を３回受賞したほか、幕下と十両でも強い相撲で、敢闘賞を３回受賞したほか、幕下と十両でも優勝するなど立派な成績を残し優勝するなど立派な成績を残し、市民のみなさんをは、市民のみなさんをは

じめ、多くの相撲ファンに感動を与えてくれましたじめ、多くの相撲ファンに感動を与えてくれました。 

　その隆乃若関の相撲人生を振り返ります　その隆乃若関の相撲人生を振り返ります。 

 

 

■新 入新 入 幕　平成幕　平成11年11月 
■生涯成績　生涯成績　505勝470敗69休（94場所）場所） 
■幕内成績　幕内成績　229勝242敗39休（幕内在位幕内在位34場所）場所） 
■三役在位　４場所三役在位　４場所（関脇２場所、小結２場所）関脇２場所、小結２場所） 
■敢闘賞３回　十両優勝１回　幕下優勝１回敢闘賞３回　十両優勝１回　幕下優勝１回 

隆乃若隆乃若プロフィール 
■本　　名　尾　　勇記■本　　名　尾　　勇記 
■生年月日　昭和■生年月日　昭和51年４月２日 
■身長■身長191cm　体重　体重148kg 
■得 意得 意 技　右四技　右四つ・上手投上手投げ 
■初 土初 土 俵　平成俵　平成４年３月 

16年間の土俵人生 
惜しまれつつ幕を閉じる 
～精進に精進を重ねた94場所～ 

隆乃若引退記念大相撲 

　本市出身の元関脇隆乃若関の引退記念大相撲（断髪式）が、２月16日、開催されました。 

　幕下、十両、幕内の取組のほか、横綱の土俵入りなど本場所さながらの大相撲が繰り広げられ、隆乃若関の引

退に花を添えました。 

　現役時代は、気迫溢れる荒々しい相撲と、上手を取った時の圧倒的な強さで全国の相撲ファンを魅了。その力

強い相撲で、敢闘賞を３回受賞したほか、幕下と十両でも優勝するなど立派な成績を残し、市民のみなさんをは

じめ、多くの相撲ファンに感動を与えてくれました。 

　その隆乃若関の相撲人生を振り返ります。 

 

 

■新 入 幕　平成11年11月 
■生涯成績　505勝470敗69休（94場所） 
■幕内成績　229勝242敗39休（幕内在位34場所） 
■三役在位　４場所（関脇２場所、小結２場所） 
■敢闘賞３回　十両優勝１回　幕下優勝１回 

中
学
卒
業
後
、 

　
　
　
鳴
戸
部
屋
に
入
門 

ケ
ガ
を
克
服
し
、東
の
関
脇
へ 

  

　
私
隆
乃
若
は
昨
年
の
９
月
場
所
を
最
後

に
現
役
を
引
退
し
ま
し
た
。
現
役
時
代
は

市
民
の
み
な
さ
ん
に
、
た
く
さ
ん
の
声
援

と
叱
咤
激
励
を
頂
き
、
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
こ
の
16
年
の
間
、
目
標
だ
っ
た

幕
内
に
昇
進
し
、
故
郷
の
み
な
さ
ん
に
祝

っ
て
頂
い
た
事
、
関
脇
と
し
て
横
綱
や
大

関
と
対
戦
し
た
事
、
ケ
ガ
で
苦
し
み
思
う

よ
う
な
相
撲
が
取
れ
ず
歯
痒
い
思
い
を
し

た
事
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
を
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
。
辛
い
時
も
あ
り
ま
し
た
が
、

今
振
り
返
る
と
普
通
で
は
味
わ
う
こ
と
が

で
き
な
い
貴
重
な
経
験
を
す
る
事
が
で
き
、

幸
せ
な
相
撲
人
生
で
し
た
。 

　
４
月
か
ら
は
同
じ
長
崎
県
出
身
で
引
退

相
撲
の
司
会
を
し
て
頂
き
ま
し
た
草
野
仁

さ
ん
の
も
と
で
、
新
た
な
る
人
生
修
行
が

始
ま
り
ま
す
。
今
ま
で
育
て
て
頂
い
た
相

撲
界
と
故
郷
の
平
戸
市
に
恩
返
し
が
で
き

ま
す
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
精
一
杯
頑
張
り

ま
す
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。
ま
た
両
国
国
技
館
で
行
い
ま
し
た
引

退
相
撲
に
は
、
ご
多
忙
の
中
、
地
元
か
ら

も
た
く
さ
ん
の
み
な
さ
ん
に
来
て
頂
き
ま

し
た
。
お
か
げ
さ
ま
で
隆
乃
若
と
し
て
の

最
後
の
花
道
を
盛
大
に
飾
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
重
ね
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

平
戸
市
民
の
み
な
さ
ん
へ 

 隆乃若プロフィール 
■本　　名　尾　　勇記 
■生年月日　昭和51年４月２日 
■身長191cm　体重148kg 
■得 意 技　右四つ・上手投げ 
■初 土 俵　平成４年３月 

      
  

　
隆
乃
若
関
は
、
保
育
園
児
の
時
か
ら
毎

年
出
場
し
て
い
た
白
山
・
住
吉
神
社
奉
納

相
撲
大
会
で
、
中
学
生
時
代
に
大
活
躍
。

こ
れ
が
鳴
戸
親
方（
元
横
綱
・
隆
の
里
）の

耳
に
入
り
、
早
速
親
方
自
ら
何
度
も
隆
乃

若
関
の
自
宅
ま
で
足
を
運
ば
れ
ま
し
た
。

そ
の
親
方
の
熱
意
と
、
実
際
に
観
戦
し
た

九
州
場
所
で
の
迫
力
あ
る
取
組
を
目
の
当

り
に
し
、
入
門
を
決
意
。
平
成
４
年
２
月

12
日
に
上
京
。
こ
の
年
の
春
場
所
で
初
土

俵
を
踏
み
ま
し
た
。 

　
そ
の
後
は
、
相
撲
界
で
も
評
判
の
稽
古

量
を
こ
な
し
、
着
実
に
実
力
を
つ
け
、
平 

                   

成
11
年
九
州
場
所
に
は
西
前
頭
十
四
枚
目 

と
し
て
新
入
幕
、
平
成
13
年
初
場
所
に
は

新
小
結
と
し
て
初
の
三
役
と
な
る
な
ど
、

順
調
に
番
付
を
上
げ
て
い
き
ま
し
た
。 

       

　
平
成
14
年
の
春
場
所
、
西
前
頭
十
一
枚

目
で
挑
ん
だ
隆
乃
若
関
は
、
初
日
の
濱
錦

戦
で
右
手
の
親
指
を
剥
離
骨
折
し
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
11
勝
４
敗
の
成
績
で
見
事

敢
闘
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
前
の
場
所
で

は
４
日
目
の
栃
乃
洋
戦
で
肋
骨
を
折
り
、

８
日
間
休
場
し
て
い
ま
し
た
が
、
そ
ん
な

そ
ぶ
り
を
微
塵
も
み
せ
な
い
激
し
い
相
撲

で
、
上
位
陣
を
次
々
と
破
っ
て
の
見
事
な

受
賞
で
し
た
。 

　
こ
の
年
の
九
州
場
所
、
11
場
所
ぶ
り
に

小
結
に
復
帰
し
た
隆
乃
若
関
は
、
大
関
武

双
山
や
栃
東
、
関
脇
の
琴
光
喜
な
ど
の
上

位
陣
相
手
に
そ
の
気
迫
溢
れ
る
相
撲
で
次
々

と
白
星
を
重
ね
て
い
き
11
勝
４
敗
の
見
事

な
活
躍
で
、
３
度
目
の
敢
闘
賞
を
獲
得
。

翌
年
の
初
場
所
に
、
東
の
関
脇
へ
昇
進
し

ま
し
た
。
大
関
栃
東
戦
で
は
、
立
合
い
激

し
く
突
っ
張
り
す
か
さ
ず
右
上
手
を
取
り
、

栃
東
が
半
身
に
な
り
右
か
ら
お
っ
つ
け
て

き
た
と
こ
ろ
を
、
土
俵
際
で
体
を
入
れ
替

え
上
手
投
げ
に
も
っ
て
い
き
ま
し
た
。
力

と
技
の
攻
防
が
見
ら
れ
た
素
晴
ら
し
い
一

番
だ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

　
隆
乃
若
関
は
、
思
い
出
に
残
る
一
番
と 

し
て
、
こ
の
場
所
の
８
日
目
の
、
大
関
武

双
山
戦
を
挙
げ
て
い
ま
す
。
こ
の
日
、
立

合
い
左
か
ら
張
っ
て
い
き
力
強
く
小
手
投

げ
に
持
ち
込
み
、
武
双
山
の
体
勢
を
崩
し

て
す
か
さ
ず
一
気
に
突
き
出
し
ま
し
た
。

そ
れ
ま
で
な
か
な
か
勝
つ
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
武
双
山
に
対
し
、
結
び
の
一
番
で

白
星
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
た
の
が
、
嬉

し
か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

　
平
成
15
年
初
場
所
に
は
東
の
関
脇
の
地

位
に
つ
き
、
９
勝
５
敗
で
迎
え
た
千
秋
楽
、

琴
光
喜
戦
で
ま
さ
か
の
負
傷
。
ま
さ
に
大

関
も
目
前
と
な
っ
た
そ
の
直
後
の
出
来
事

で
し
た
。
そ
の
後
、
ケ
ガ
は
思
う
よ
う
に

回
復
せ
ず
、
本
来
の
力
強
い
相
撲
を
取
る

こ
と
は
、
場
所
を
追
う
ご
と
に
厳
し
く
な

っ
て
い
き
ま
し
た
。
し
か
し
隆
乃
若
関
は

歯
を
食
い
し
ば
り
、
精
進
に
精
進
を
重
ね
、

土
俵
に
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

　
16
年
間
に
わ
た
る
土
俵
人
生
、
本
当
に

お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。
隆
乃
若
関
の
新
た

な
人
生
で
の
ご
活
躍
を
心
か
ら
期
待
し
て

い
ま
す
。 
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■おはなし会　毎週土曜日　午後２時～ 
■赤ちゃんおはなし会  ８日（火）午前10時30分～ 

※市立図書館の本は、各公民館をとおして貸出や返却ができます。詳しくは、図書館・各公民館の図書室へお尋ねください。 

平戸図書館 

■福袋／角田　光代 
■ブランケットキャッツ／重松　清 
■月のころはさらなり／井口ひろみ 
■静かな爆弾／吉田　修一 
■フラミンゴの家／伊藤たかみ 
■くじら日和／山本　一力 
■高松塚とキトラ／来村多加史 
■輝きのかなた 世界の名景ベスト50／渋川　育由 
■日本人なら「気品」を身につけなさい／ 
　　　　　　　　瀬戸内寂聴・美輪明宏・平野啓一郎 
■歴代首相 知れば知るほど／小林　弘忠 
■北大路魯山人という生き方／長浜　功 
■お直しと裁縫実例／ブティック社 
■いちばんやさしいフランス料理／音羽　和紀 
■2歳からのおやつBOOK／牧野　直子 
■ドラゴン 飼い方育て方／ジョン・トプセル 

［４月の休館日］ 
　毎週月曜日（７日・14日・21日・28日） 
　昭和の日（29日・火） 

［４月の休館日］ 
　毎週月曜日（７日・14日・21日・28日） 
　昭和の日（29日・火） 

■ちょうちょうひらひら／にしまきかやこ 
■飼育係長／よしながこうたく 
■まめうしくんとあいうえお／あきやまただし 
■くじらのバース－この星の上で－／村上　康成 
■きもち／長　新太 
■能の絵本　舎利　韋駄天と足疾鬼／小田切恵子 
■天山の巫女ソニン　③朱烏の星／菅野　雪虫 
■ビートルズ・サマー／松原　秀行 
■医学のたまご／海堂　尊　　　 
■ユニコーン奇跡の救出／メアリー・ポープ・オズボーン 
■毎朝５分の英語で脳元気ゲーム 全5巻／学研 
■アマガエル／草野　慎二 
■ホネホネたんけんたい／西澤真樹子 
■和菓子のほん／中山　圭子 
■大型絵本くものすおやぶんとりものちょう／秋山あゆ子　 

児
　
童
　
書 

■おはなし会（絵本・大型絵本・紙芝居など）５日・19日・26日 
■映画会　12日（土）　・走れメロス　・まんが日本 
　昔ばなし(花咲か爺さん/夢を買う/さるかに合戦/たのきゅう)  
○「子ども読書の日」記念講演会　20日（日）午後２時～ 
　・講師　赤木　章吾氏　「おはなし宅急便」 

永田記念図書館 

■知床の少女／喜多由布子 
■許さざる者／笹本　稜 平 
■指し手の顔　脳男Ⅱ　上・下／首藤　瓜於 
■日本から｢北｣に帰った人の物語／韓　錫圭 
■命に値段つけます／渡辺　房男 
■日本の唱歌Ⅱ／中村　幸弘 
■生き方／稲盛　和夫 
■めまいは治る／坂田　英明 
■東京ジージ百歳まで！／前田　昭二 
■人にやさしいナチュラルおそうじ／岩尾　明子 
■ユリをつくりこなす／今西　英雄 
■切り紙ブック／イワミ＊カイ 
■ディランを語ろう／浦沢　直樹 
■内臓脂肪がなくなる筋力トレーニングBOOK／小山　勝弘 
■病気になりたくなかったら｢急がない｣｢怒らない｣／ 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　斎藤　茂太 

『女がひとり頬杖をついて』 

■だっこだっこだーいすき／100％ＯＲＡＮＧＥ 
■こんにちはみんな！／にしむらあつこ 
■いーくついくつ　わたしはいくつ？／正高もとこ 
■まっすぐまっすぐ／堀川　真 
■すずめくんどこでごはんたべるの？／たしろちさと 
■ハートのはっぱかたばみ／広野　多珂子 
■ことば観察にゅうもん／祖父江　慎 
■もじゃもじゃペーター／飯野　和好 
■くんくん、いいにおい／たしろちさと 
■ポリンはポリン／たかすかずみ 
■ポケットからなにがでる？／和田　誠 
■ぼくのんびりがすき／かさいまり 
■きつねのフォスとうさぎのハース／ 
　　　　　　　　　シルヴィア・ヴァンデン・ヘーデ 
■なぞなぞの王様／野中三恵子 
■とびだす図鑑　恐竜／ロバート・タインシュ 

作／茨木　のり子 
出版社／童話屋 

　「先生お元気ですか。我が家の姉も
そろそろ色づいてまいりました。」　
他家の姉が色づいたとて知ったことか。
手紙を受けとった教授は、柿の書き
間違いと気づくまで何秒くらいかか
ったか。気がつけば、いつのまにか、
我が膝までが笑うようになっていた。 

　古きよき日本の行事を伝承する旧家、
代々の「美の遺産」を今に残す旧家…。
訪ねることのできるオープンハウス
としての旧家や一般に公開されてい
る旧家の「美術館・資料館」「庭園」を
見どころ別に案内する。 

　「さくら色のランドセルがほ
しいな」「ランドセルおそろいに
しようよ」さなちゃんとらんち
ゃんはさくら色のランドセルを
おそろいにしようと約束しまし
た。ところが…。小さな子の心
の動きをていねいに描く絵本。 

『バーバパパのがっこう』 
作／アネット＝チゾン 
　　タラス＝テイラー　 
出版社／講談社 

『日本の旧家を 
　　　　旅する』 
著者名／萬　眞智子 
出版社／世界文化社 

『さくらいろの 
　　　ランドセル』　 
作／さえぐさひろこ 
絵／いしいつとむ　 
出版社／教育画劇 

22-4017 28-0128

   

　
子
育
て
支
援
の
一
環
と
し
て
、
妊
娠
・

出
産
に
か
か
る
経
済
的
負
担
を
軽
減
し
、

安
全
な
出
産
が
で
き
る
よ
う
、
平
成
20

年
４
月
１
日
以
降
に
母
子
健
康
手
帳
の

交
付
申
請
を
さ
れ
た
人
か
ら
、
妊
婦
健

康
診
査
の
受
診
券
が
現
在
の
２
回
分
か

ら
５
回
分
へ
の
発
行
に
な
り
ま
す
。
ま

た
、
平
成
19
年
度
に
母
子
健
康
手
帳
を

交
付
さ
れ
た
人
で
、
平
成
20
年
４
月
１

日
の
時
点
で
出
産
さ
れ
て
い
な
い
人
に

も
、
受
診
券
を
送
付
し
ま
す
。
転
入
者

は
、
福
祉
事
務
所
、
各
支
所
、
保
健
セ

ン
タ
ー
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
ご
不

明
な
点
は
サ
ン
・
ケ
ア
平
戸
へ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。 

     

　
麻
し
ん（
は
し
か
）、
風
し
ん
予
防
接

種
は
、
平
成
17
年
３
月
ま
で
そ
れ
ぞ
れ

１
回
接
種
で
し
た
が
、
平
成
18
年
４
月

か
ら
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン（
M
 

R
ワ
ク
チ
ン
）と
な
り
、
第
１
期
は
１
歳

児
、
第
２
期
は
年
長
児
で
の
接
種
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
平
成
19
年
に
10
代
お

よ
び
20
代
を
中
心
と
し
た
年
齢
層
で
、

麻
し
ん
が
大
流
行
し
た
こ
と
を
背
景
に
、

平
成
20
年
度
か
ら
平
成
24
年
度
ま
で
の

５
年
間
に
限
り
、
中
学
１
年
生
と
高
校

３
年
生
で
M
R
ワ
ク
チ
ン
を
無
料
で
受

け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

　
早
め
に
接
種
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。 

   

　
今
年
度
か
ら
、
婦
人
が
ん
検
診
通
知

書
は
過
去
４
年
間
に
受
診
さ
れ
た
方
、

お
よ
び
初
め
て
対
象
と
な
る
方
の
み
配

布
し
ま
す
。 

　
し
か
し
、
職
場
検
診
を
受
け
て
い
な

い
人
で
、
次
の
人
は
受
診
が
で
き
ま
す
。 

〇
乳
が
ん
検
診
対
象
者
　
40
歳
以
上
で

　
今
年
度
内
に
偶
数
年
齢
に
到
達
す
る
人 

▼
自
己
負
担
金
　
集
団
検
診
５
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　
個
別
検
診
１
千
円 

〇
子
宮
が
ん
検
診
対
象
者
　
20
歳
以
上

　
で
今
年
度
内
に
偶
数
年
齢
に
到
達
す

　
る
人 

▼
自
己
負
担
金
　
集
団
検
診
６
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　
個
別
検
診
７
０
０
円 

　
実
施
医
療
機
関
お
よ
び
期
間
な
ど
詳

細
に
つ
い
て
は
、
４
月
中
旬
に
健（
検
）

診
日
程
表
を
配
布
し
ま
す
の
で
、
ご
覧

く
だ
さ
い
。 

　村　美穗さん（86） 
　　　　　　　（田平町岳崎免在住） 

　60歳を過ぎてからいろんな趣味の
会に参加しています。日本舞踊、コ
ーラスに参加し、昨年10月からグラ
ウンドゴルフも始め、年に数回のひ
孫さんとの再会をはげみに頑張って
います。 

　３かく運動（汗をかく・字を書く・
恥をかく）で日々何事にも挑戦し、
規則正しい生活をすること。 

　畑仕事で忙しい毎日を送っています。
最近は菜花、いんげん、枝豆などを
作っており忙しい時は近くの友人３
人とお互いに助け合いながら、出荷
に向けて汗を流しています。 

　畑仕事で体を動かすこと。好き
嫌いをせず、消化の良いものを食べ、
よく眠ること。 

児
　
童
　
書 

一
　
般
　
書 

一
　
般
　
書 

北川　ツギヱさん（84） 
　　　　　　　　　　（赤松町在住） 

　ひょんなことからバーバパ
パが、新しい学校をつくるこ
とになりました。子どもたち
にぴったりの楽しいやり方で、
勉強を教える学校です。生活
のすべてが学びだと、あらた
めて実感できる絵本です。 

麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン

予
防
接
種
に
つ
い
て 

〜
中
学
１
年
生
・
高
校
３
年
生
の
年
齢
相
当

　
者
を
対
象
に
予
防
接
種
を
実
施
し
ま
す
〜 

妊
婦
健
康
診
査
受
診
券
が 

　
　
５
回
分
発
行
さ
れ
ま
す
！ 

婦
人
が
ん
検
診
を 

　
　
　
　
受
診
し
ま
し
ょ
う
！ 
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新着図書紹介 このほかたくさんの 
新着図書があります!!

みんなの図書館 みんなの図書館 
としょかん サン・ケア平戸通信 サン・ケア平戸通信 



■保険福祉課国保年金班（1内線2590）■佐世保社会保険事務所（10956-34-1141） 

！ 年金 年金 
おしえて 

年金 
おしえて 

■お問い合わせ　文化遺産課和蘭商館復元推進室（1内線2635） 

平戸オランダ商館風説書 

▲長崎日蘭貿易絵巻の一部 

▲長崎日清貿易絵巻の一部 

～あるジャガタラ娘の生涯～ 

▲クノル家家族の肖像（中央の男性が夫のクノル、 
　右がコルネリア）　※松浦史料博物館に展示中 

  
・平成20年度の国民年金保険料は、月額14,410円です｡ 

　保険料の納付は、国（社会保険庁）から送付される納付書により、金融機関・郵便局・コンビニ

　エンスストア・社会保険事務所で納めることができます。 

  
・保険料の納付は便利で安全で確実な納付方法として、「口座振替」をお勧めします。 

　○手間と時間が省けます。 

　　毎月、金融機関などの窓口に納めに行く手間が省け、納め忘れの心配がありません。 

　○申込は簡単 

　　希望する金融機関で簡単に手続きができ、手数料は一切かかりません。 

　○お得な早割りのご利用も 

　　月々の保険料を口座振替の早割（当月保険料の当月末引き落とし）で納付すると、月額50円の　

　割引となります。 

  
・４月中に現金で平成21年３月までの１年分を前納する場合は169,850円で、毎月納付に比べて

　年間3,070円の割引があります。 

平成20年度の 
　　　国民年金保険料について 

　平戸に残るジャガタラ文に　平戸に残るジャガタラ文に「コルネリア」という女性から届いた手紙があります。いわゆるジャガタという女性から届いた手紙があります。いわゆるジャガタ

ラ娘の一人ですが、幕府によって日本から追放されたほかの人々とは、いささか事情が異なります。 

　コルネリアは、第五代商館長ナイエンローデと日本女性スリシアの間に生まれた人物ですが、ナ

イエンローデが平戸で亡くなると父親の遺言によって異母イエンローデが平戸で亡くなると父親の遺言によって異母姉とともに姉とともに16301630年代の前半ごろにバタビ年代の前半ごろにバタビ

ア（現在のインドネシアの首都ジャカルタ）へと送られます。このころコルネリアはまだ10歳にも満

たない年齢であったと思われ、幼くして母親とも引き離され遠い異国で暮らすことになり、しかも

２度と日本には帰ることができませんでした２度と日本には帰ることができませんでした。 

　その後コルネリアは、オランダ出身で東インド会社

の上級商務員ピーテル・クノルと結婚し幸せに暮らし

ていましたが、夫の死後、再婚した相手と財産を巡っ

て険悪となり、最後は裁判のためにオランダへ渡り、

その地で亡くなりますその地で亡くなります。 

　平戸の母親にあてた手紙に、コルネリアはどんな思

いを託したのでしょうかいを託したのでしょうか。 

　平戸に残るジャガタラ文に「コルネリア」という女性から届いた手紙があります。いわゆるジャガタ

ラ娘の一人ですが、幕府によって日本から追放されたほかの人々とは、いささか事情が異なります。 

　コルネリアは、第五代商館長ナイエンローデと日本女性スリシアの間に生まれた人物ですが、ナ

イエンローデが平戸で亡くなると父親の遺言によって異母姉とともに1630年代の前半ごろにバタビ

ア（現在のインドネシアの首都ジャカルタ）へと送られます。このころコルネリアはまだ10歳にも満

たない年齢であったと思われ、幼くして母親とも引き離され遠い異国で暮らすことになり、しかも

２度と日本には帰ることができませんでした。 

　その後コルネリアは、オランダ出身で東インド会社

の上級商務員ピーテル・クノルと結婚し幸せに暮らし

ていましたが、夫の死後、再婚した相手と財産を巡っ

て険悪となり、最後は裁判のためにオランダへ渡り、

その地で亡くなります。 

　平戸の母親にあてた手紙に、コルネリアはどんな思

いを託したのでしょうか。 

Vol.30

色
鮮
や
か
な
貿
易
絵
巻 

県
指
定
文
化
財 

■名　称 

　長崎日蘭貿易絵巻 一巻 

■種　別 

　県指定有形文化財 

■指定年月日 

　昭和43年４月23日 

■所有者 

　（財）松浦史料博物館 

■所在地　平戸市鏡川町 

文化財ＤＡＴA

■名　称 

　長崎日清貿易絵巻 三巻 

■種　別 

　県指定有形文化財 

■指定年月日 

　昭和43年４月23日 

■所有者 

　（財）松浦史料博物館 

■所在地　平戸市鏡川町 

文化財ＤＡＴA

長
崎
日
蘭
貿
易
絵
巻 
一
巻 

長
崎
日
清
貿
易
絵
巻 

三
巻 

　
日
蘭
貿
易
絵
巻
と
ほ
ぼ
同
時
代
に
描
か

れ
た
も
の
で
、
唐
人
屋
敷
内
の
様
子
を
詳

細
に
写
し
て
い
ま
す
。 

　
作
者
は
不
明
で
す
が
、
「
唐
絵
目
利
」に

よ
り
描
か
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

唐
人
屋
敷
は
幕
府
が
貿
易
統
制
の
た
め
17

世
紀
後
半
に
中
国
商
人
を
集
め
て
現
在
の

長
崎
市
館
内
町
に
作
っ
た
町
で
、
練
塀
や

水
堀
・
空
掘
な
ど
で
町
屋
な
ど
と
は
区
画

さ
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。
こ
の
絵
で
は
反
物
、

象
牙
、
焼
き
物
、
毛
皮
、
サ
ン
ゴ
な
ど
の

商
品
が
並
べ
ら
れ
長
崎
奉
行
が
検
閲
し
、

商
人
に
よ
る
値
踏
み
が
行
わ
れ
て
い
る
様

子「
大
改
」が
描
か
れ
て
い
ま
す
。 

　
出
島
和
蘭
商
館
に
比
べ
広
く
、
ま
た
、

キ
リ
ス
ト
教
と
関
係
の
な
い
と
さ
れ
て
い

た
中
国
人
は
比
較
的
自
由
に
長
崎
の
町
へ

出
入
り
を
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

ち
ょ
う
か
ん
ず
ほ
う 

ひ
ろ
わ
た
り
こ
し
ゅ
う 

か
ら

え 

め

き
き 

と
う
じ
ん 

お
お
あ
ら
た
め 

           

　
絵
巻
に
は
18
世
紀
末
の
出
島
オ
ラ
ン
ダ
商
館
内
で
行

わ
れ
て
い
た
日
蘭
貿
易
の
模
様
と
オ
ラ
ン
ダ
人
の
生
活

の
様
子
が
高
所
か
ら
見
下
ろ
し
た
図
法(

鳥
瞰
図
法)
で

描
か
れ
て
い
ま
す
。
独
特
の
帽
子
を
か
ぶ
り
ク
レ
ー
パ

イ
プ
を
吸
う
オ
ラ
ン
ダ
人
や
赤
い
椅
子
な
ど
当
時
の
風

俗
や
、
水
門
、
料
理
部
屋
、
カ
ピ
タ
ン
部
屋
な
ど
建
物

の
様
子
な
ど
も
わ
か
る
秀
作
で
す
。
作
者
の
広
渡
湖
秀

は「
唐
絵
目
利
」と
い
う
長
崎
奉
行
所
だ
け
に
あ
っ
た
役

職
に
つ
い
て
い
た
御
用
絵
師
で
す
。
普
段
は
海
外
か
ら

輸
入
さ
れ
た
画
や
書
の
鑑
定
や
模
写
が
主
な
仕
事
だ
っ

た
よ
う
で
す
。
こ
れ
を
描
か
せ
た
の
は
、「
甲
子
夜
話
」

の
編
者
松
浦

家
第
34
代
清 

（
静
山
）
で
、

全
長
７
ｍ
20

㎝
も
あ
る
長

い
絵
巻
と
し

て
知
ら
れ
て

い
ま
す
。 

ね
り
べ
い 

か
ん
な
い 

か
っ
し
　
や
　
わ 

な
が

さ
き

に
ち

ら
ん

ぼ
う

え
き

え

ま
き 

な
が

さ
き

に
っ
し
ん

ぼ
う
え
き

え

ま
き 
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▲中国福建省南安市は、中国大陸の南東
部にあり、英雄「鄭成功」の像が至る所に
建てられ、市民から敬愛されています。 

　公式会談では、交流を通
じて両市が益々発展するこ
とを祈念しました（写真は、
南安市共産党書記長、副市
長との記念撮影） 

鄭
成
功
ゆ
か
り
の
地 

　
中
国
福
建
省
南
安
市
へ 

　
１
６
２
４
年
、
平
戸
の
千
里
ヶ
浜
で
生

ま
れ
た「
鄭
成
功
」は
、
母
・
田
川
マ
ツ
と

と
も
に
７
歳
ま
で
川
内
で
育
ち
ま
し
た
。

そ
の
後
、
中
国
人
の
父
・
鄭
芝
龍
の
後
を

追
っ
て
中
国
福
建
省
へ
渡
り
、
明
朝
に
仕

え
て
清
軍
と
戦
い
ま
し
た
が
、
大
敗
し
て

台
湾
へ
逃
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
台
湾
を
オ

ラ
ン
ダ
か
ら
解
放
し
て
、
現
在
で
も
民
族

の
英
雄
と
し
て
慕
わ
れ
て
い
ま
す
。
近
松

門
左
衛
門
の
人
形
浄
瑠
璃「
国
姓
爺
合
戦
」

は
、
鄭
成
功
が
モ
デ
ル
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
中
国
福
建
省
南
安
市
は
、
中
国
大
陸
の

南
東
部
に
あ
り
、
英
雄「
鄭
成
功
」の
ゆ
か

り
の
地
に
な
り
ま
す
。
平
戸
市
は
、
１
９

９
５
年
南
安
市
と
友
好
都
市
を
締
結
し
、

以
後
両
市
が
相
互
に
訪
問
し
交
流
を
深
め

て
き
ま
し
た
。 

　
今
回
で
12
回
目
に
な
る
友
好
訪
問
団
は
、

２
月
18
日
か
ら
22
日
ま
で
、
吉
居
教
育
長

を
団
長
、
市
議
会
か
ら
吉
福
副
議
長
を
副

団
長
と
し
て
、
一
般
参
加
者
10
人
と
随
行

職
員
、
総
勢
13
人
で
、
上
海
市
、
厦
門
市
、

南
安
市
を
訪
れ
、
歴
史
あ
る
中
国
文
化
に

触
れ
、
各
地
で
温
か
い
歓
迎
を
受
け
ま
し

た
。 

「
日
中
友
好
の
輪
が 

　
益
々
広
が
り
ま
す
よ
う
に
」 

　
２
月
18
日
よ
り
22
日
ま
で
の
日
程
で
、

吉
居
団
長
を
代
表
と
し
た
友
好
訪
問
団
13

人
は
平
戸
を
出
発
、
上
海
へ
向
か
い
ま
し

た
。
前
日
ま
で
の
テ
レ
ビ
な
ど
の
報
道
で

は
、
中
国
は
大
寒
波
で
寒
い
と
い
う
こ
と

で
心
配
し
て
い
ま
し
た
が
、
上
海
に
着
い

て
み
る
と
、
平
戸
の
４
月
ぐ
ら
い
の
気
候

で
、
暖
か
く
訪
問
に
最
適
で
し
た
。 

　
中
国
は
旧
正
月
中
で
、
赤
い
提
灯
が
飾

ら
れ
、
夜
は
花
火
が
あ
が
る
な
ど
、
大
変

に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。 

　
南
安
市
で
は
「
歓
迎
日
本
平
戸
市
友
好

訪
問
団
」
と
書
か
れ
た
赤
い
横
断
幕
が
掲

げ
ら
れ
、
夜
は
政
府
主
催
の
式
典
、
歓
迎

会
、
歓
送
会
と
盛
大
な
も
て
な
し
を
受
け

ま
し
た
。
街
の
至
る
所
に
鄭
成
功
の
巨
大

な
石
像
が
建
ち
、
道
路
の
植
え
込
み
の
中

に
は
、
鄭
成
功
の
大
き
な
写
真
の
看
板
が

所
々
に
建
っ
て
い
て
、
そ
れ
ら
を
見
る
に

つ
け
、
南
安
市
民
が
、
３
０
０
年
経
っ
た

今
で
も
如
何
に
鄭
成
功
を
尊
敬
し
、
誇
り

に
想
っ
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
を
思
い
知

ら
さ
れ
た
次
第
で
す
。 

　
鄭
成
功
の
陵
墓
は
、
静
か
な
広
い
丘
の

上
に
あ
り
ま
し
た
。
献
花
を
行
い
、
今
日

私
た
ち
が
南
安
市
を
訪
問
で
き
た
こ
と
を

感
謝
す
る
と
と
も
に
、
今
後
、
日
中
友
好

の
輪
が
益
々
広
が
り
ま
す
よ
う
に
と
祈
念

い
た
し
て
参
り
ま
し
た
。 

　
蔡
氏
古
民
家
で
は
、
昔
の
中
国
人
の
生

活
の
様
子
や
文
化
を
知
る
こ
と
が
で
き
、

大
変
興
味
深
か
っ
た
で
す
。 

　
今
回
の
訪
問
で
は
、
現
地
で
し
か
学
べ

な
い
多
く
の
も
の
を
、
肌
で
感
じ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
個
人
で
行
っ
て
も
で
き

な
い
よ
う
な
貴
重
な
体
験
が
で
き
、
多
数

の
知
識
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
大

変
有
意
義
な
旅
だ
っ
た
と
感
謝
し
て
い
ま

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
鏡
川
町
　
古
川
早
苗 

   

南
海
の
英
傑「
鄭
成
功
」を
訪
ね
て 

鄭
成
功
が
結
ぶ
日
中
友
好
◎
平
戸
市
友
好
訪
問
団
が
南
安
市
を
訪
問 

ア
モ
イ 

24個人、３団体に市スポーツ賞 

　２月25日、市役所で、平成19年度平戸市スポ
ーツ表彰式が行われ、今年度の各種スポーツの
県大会・九州大会・全国大会で上位入賞した24
個人、３団体に市スポーツ賞が贈られました。
被表彰者は次のとおり（敬称略、学校名などは受
賞時）。 
【個　人】 
▽陸　上　坂本可奈（佐世保西高） 
▽相　撲　塚本雄貴（紐差小）、原田晋平（同小）、　
　　　　　石田　梢（宝亀小）、石田龍馬（同小）、　
　　　　　堀江優花（根獅子小）、石田寿代（中部中）、
　　　　　永田　剛（猶興館高）、松本智恵（同高）、
　　　　　米倉智晃（山中町） 

▽柔　道　林　千夏（平戸中）、松尾美歩（中部中）、
　　　　　深江由望（田平中）、浅田美保（猶興館高）、 
　　　　　西島幸祐（西海学園高） 
▽剣　道　戸川忠諭（岩の上町）、岩男徹史（同町） 
▽空手道　橋口龍三（生月中）、永田栄二（獅子町） 
▽サッカー　近藤　晃（岩の上町）、長島幸　（同町） 
▽テニス　三宅由希子（田平町山内免）、 
　　　　　三好泰彦（田平町山内免） 
▽水　泳　北村仁志（岩の上町） 
【団　体】 
　第59回県民体育大会相撲競技平戸市チーム 
　生月中学校女子空手道部 
　猶興館高校男子空手道部 

森田  茂則 副市長 

　森田副市長は、昭和
23年生まれの60歳、
生月地区出身。旧生月
町の企画財政課長、建
設課長などを歴任し、
平成17年11月に新市
の収入役に就任。平成
20年４月１日、副市長
二人体制に伴い、副市
長に就任。 
 

副市長二人制スタート 　 
現・尼　副市長に加え、新たに森田副市長が就任 

　尼　副市長は、昭
和22年生まれの61歳、
平戸地区出身。旧平
戸市の総務課長、助
役などを歴任し、平
成17年11月に新市の
助役に就任。平成19
年４月からは地方自
治法の改正により名
称を副市長に改めて
います。 

　地方自治法の改正に合わせ多様化する行政課題や行財政改革、企業誘致、産業の振興など、本市
が取り組まなければならない重要課題に迅速かつ的確に対応するため、本年４月１日から「副市長」
二人体制とし、併せて「収入役制度」を廃止しました。 
　副市長には、現・副市長の尼　利幸氏に加えて、新たに前・収入役の森田茂則氏を市議会の同意
を得て選任しました。 
　森田副市長の職務は主に農林・水産および観光商工分野に関する事務になります。 

尼　  利幸 副市長 
 

さ
い
し
　
こ

み
ん

か 
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　２月17日、台南市で、市内に祭られている鄭
成功の古神像を「延平郡王祠」に合祀する「延平
王祭」が開催され、平戸市から、松岡武平戸商
工会議所会頭と籠手田惠夫平戸観光協会会長、
松浦章氏（松浦家41代）が出席。平戸ロータリー
クラブから寄贈された椎の木が、許台南市長と
松浦章氏の手により植樹されました。 
　椎の木は、鄭成功が幼少のころ、武術の道場
に手植えをしたものと伝えられ、現在も猶興館
グラウンドにその３代目の椎の木が育っていま
す。 

卒業記念に製作した手作り紙芝居を披露 

早春の風物詩「川内峠の野焼き」 

台南市に平戸の椎の木を記念植樹 

　２月22日、たびら活性化施設で、「平戸市漁
青連意見発表大会」が開催され、市内５つの漁
協青年部の代表５人が出場しました。これは平
戸市漁協青年部連合会（大石克徳会長）が、日ご
ろの活動や漁業体験を通じて青年部員が感じた
生の声を発表する場として、２年に一度開催し
ているものです。最優秀賞には、かまぼこ作り
への挑戦を語った中野漁協川内青年部の福海哲
蔵さんが、優秀賞には、いつか父を超える漁師
になりたいという強い決意を語った平戸市漁協
平戸青年部の丸屋忠史さんが選ばれました。 

　２月24日、平戸文化センターで、金融経済講
演会が行われました。生涯学習連携講演会とし
て開催され、キャスターの生島ヒロシ氏が「人
生を楽しむ秘訣」と題して講演されました。 
　簡単な体操を通して心と体を健康にする方法
を始め、貯蓄や資産運用について難しい内容を
分かりやすく丁寧に話され、「何事もバランス
が大切。心・体・財布のバランスのとれた豊か
な生き方をしてください」と訴えました。 
　会場には約170人が訪れ、ユーモアあふれる
話に終始聞き入っていました。 

　２月25日、野子小中学校で、和楽器スクー
ルコンサートが開催され、同校の児童・生徒の
みなさん59人が参加しました。これは、日本
の伝統音楽を守る会（門屋尚山代表）のみなさん
が和楽器の生の音に親しんでもらおうと、７年
前から開催しているものです。 
　児童のみなさんは演奏を鑑賞した後、リコー
ダーや打楽器で同会のメンバーとエーデルワイ
スを合奏。中学生のみなさんは、琴と尺八で、
音楽の時間に練習した「さくらさくら」の演奏を
披露しました。 

　２月26日、株式会社ＮＴＴ西日本-九州平戸
営業所の吉永正範所長が市役所を訪れ、目や耳
の不自由な人のために役立てて欲しいと、「電
話お願い手帳」と「ふれあい速達便」各140冊を
平戸市に寄贈しました。 
　「電話お願い手帳」は110番など電話をかけて
もらいたいときに利用し、また「ふれあい速達便」
は、ファックスを送るときの専用用紙として利
用できるものです。これらは、市役所および各
支所、各出張所の窓口などに設置させていただ
きました。 

　２月29日、市ふれあいセンターで、第５回「食
のワークショップ‐平戸素材の劇場‐」が開催
され、市内外から約20人のみなさんが参加。今
回は「イチゴ摘みからデザートまで贅沢な味覚」
と題し、イチゴの生産者、前川耕市さんに選び
方や摘み方を、「だんらん居酒家はな」の松本紋
成店長・黒瀬舞店長代行と「菓子工房えしろ」の
江代智美さんからイチゴを使用したパスタやデ
ザートの作り方を学びました。参加者のみなさ
んは、説明を受けながら、平戸産イチゴのさまざま
な料理を味わいました。 

心と体と財布の健康が大切！ 

目や耳の不自由なみなさんのために 

学びながらイチゴを味わう！ 水産業への思いを熱く発表！ 

和楽器の音に触れ、楽しみました！ 

　２月20日、若葉保育園で、北松農業高校生
活科学科３年の生徒18人が、同園の園児のみ
なさんを前に手作り紙芝居「ウサギとカメ」の読
み聞かせを行いました。この紙芝居は、家庭科
目「発達と保育」の学習総括として１年間をかけ
て生徒のみなさんが製作したもので、イソップ
童話のウサギとカメの四部作を題材に作成。何
事も地道にがんばることや、互いに協力しあえ
ば大きな力になることなどを、ウサギとカメの
競争に例えて、幼児向けにわかりやすく、楽し
い表現でまとめあげられていました。 

　２月16日、360度パノラマの景観地「川内峠」
で野焼きが行われました。この野焼きは草原景
観維持の一環として、消防団や地域の人が参加
し、毎年行われているものです。 
　約30ヘクタールの草原は２時間ほどで焼き
尽くされ、訪れていた観光客やアマチュアカメ
ラマンは、壮大な野焼きを堪能し燃え盛る炎を
カメラに収めていました。 
　野焼きが終わると、新芽が吹き出し、春には
「わらびとり」など、家族連れや観光客でにぎわ
うことでしょう。 

えん ぺい ぐん おう し えん ぺい  

きょ 

 

おう さい 
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国際交流員 
レムコー・フロライクの 

平戸と世界をつなぐコーナー 

はじめまして！・Aangenaam！ 
　みなさん、こんにちは！はじめまして、私はレムコ

ー・フロライクです。去年の８月から企画課地域振興

班で国際交流員として勤めています。 

　私は平戸に来る前に、5か国に住んだことがあり、

日本にも、高校と大学の時に留学したことがあります。

その経験があっても、平戸で生活しながら、毎日びっ

くりすることがたくさんあります。しかし、世界各国

との共通点もたくさんありますので、このコーナーで

は私が気づいた文化の違い、さらに色々な国との共通

点について紹介したいと思います。 

平戸のみなさん、 
　　　　　　　よろしくおねがいします！ 
　平戸市役所で働くことができ、本当に光栄です。大

阪と沖縄にも留学したことがありますが、平戸に来て

からまた全然違う経験をしています。平戸のみなさん

は優しくて、オランダ人やほかの外国人を大歓迎して

いると感じます。それは本当にあり 

がたいです。平戸の町は、多分 

平戸の人が自分で思うより、魅 

力的なところだと思います。 

お寺、松浦史料博物館、平戸 

城や古い町並みが残っ 

ている風景など、歴 

史が感じられる見 

所が多くて、豊かな 

自然もありますので、心 

が落ち着きます。オランダ 

から来平した友達は「こうい 

うところで自分の子どもを育 

てたい」と言うぐらい高く評価 

しました。私は平戸で国際交流 

に関する仕事ができて本当に感謝 

しています。 

　これからもよろしくお願いします。 

　Hirado X-changeは平戸と世界をつなぐコーナーです。
X-change(エックス・チェンジ)と同じ発音のexchange
には「交流」という意味があります。 
　また、Xは「なにか」、changeは「変化」や「発展」を意
味しています。平戸には昔からオランダ、中国、英国
などいろいろな国と交流があって、これからも交流し
ながら、明るい未来に向かって、平戸を少しずつ発展
させていこうということをテーマにしているコーナー
です。 

お問い合わせ　企画課地域振興班（1内線2337） 

                           

　
こ
の
度
、
神
奈
川
県
横
浜
市
に
本
社
が

あ
る（
株
）創
企
社
の
平
戸
市
へ
の
拠
点
開

設
が
決
定
し
、
昨
年
１
月
に
立
地
し
た（
株
）

森
シ
ス
テ
ム
以
来
２
例
目
と
な
る
本
市
へ

の
企
業
立
地
が
決
定
し
ま
し
た
。 

　
市
で
は
、
人
口
減
少
が
続
く
状
況
の
中

で
、「
雇
用
の
創
出
・
確
保
」を
最
重
要
施

策
の
一
つ
と
し
て
位
置
付
け
、
昨
年
10
月

の
機
構
改
革
で
企
業
立
地
対
策
室
を
新
た

に
設
置
し
、
企
業
の
誘
致
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。
今
回
、
決
定
し
た（
株
）創
企

社
は
、
テ
レ
フ
ォ
ン
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
業

で
、
保
険
商
品
の
案
内
販
売
を
全
国
に
電

話
で
発
信
す
る
業
務
を
行
う
会
社
で
す
。

長
崎
県
の
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
誘
致
第
１
号

の
企
業
で
、
平
戸
支
店
は
県
内
で
11
支
店

目
と
な
り
ま
す
。
　 

　
こ
の
誘
致
決
定
に
伴
い
、
３
月
21
日
、

市
内
ホ
テ
ル
で
、
立
地
発
表
式
が
行
わ
れ
、

太
田
淳
代
表
取
締
役
社
長
、
藤
江
直
樹
取

締
役
全
営
業
統
括
部
長
を
は
じ
め
、
白
k

信
市
長
、
松
尾
貢
県
企
業
振
興･

立
地
推

進
本
部
長
や
関
係
者
な
ど
約
20
人
が
出
席

し
、
記
者
会
見
を
行
い
ま
し
た
。
太
田
代

表
取
締
役
社
長
は
、
「
同
社
の
支
店
と
し

て
、
県
内
で
は
平
戸
支
店
が
最
大
規
模
に

な
る
。
こ
れ
ま
で
長
崎
県
内
で
展
開
し
て

き
た
集
大
成
と
な
る
よ
う
頑
張
り
た
い
」

と
意
気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。 

　
平
戸
支
店
は
、
崎
方
町
の
ア
ク
ロ
ス
平

戸
２
階
で
４
月
21
日（
月
）か
ら
業
務
を
開

始
す
る
予
定
で
、
今
年
度
は
60
人
を
採
用

し
、
人
材
確
保
が
可
能
で
あ
れ
ば
将
来
的

に
２
０
０
人
の
雇
用
を
計
画
し
て
い
ま
す
。 

   

　
４
月
の
事
業
開
始
に
合
わ
せ
て
従
業
員

の
募
集
を
行
い
ま
す
。
募
集
に
関
し
て
の

詳
細
は
、
江
迎
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
（
1
０
９

５
６-

66-

３
１
３
１
）に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。 

　
第
１
回
の
面
接
以
降
は
、
随
時
、
平
戸

支
店
に
お
い
て
面
接
が
行
わ
れ
ま
す
。
市

民
の
み
な
さ
ん
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。 

▼
第
１
回
面
接
の
ご
案
内 

○
と
　
き
　
４
月
４
日（
金
）午
前
10
時
〜

午
後
５
時 

○
と
こ
ろ
　
江
迎
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
２
階
会

議
室（
江
迎
町
）
　 

お
問
い
合
わ
せ 

　（
株
）創
企
社
人
事
採
用
担
当
・
佐
仲 

　
1
０
８
０
０-

１
２
３-
４
１
９
４ 

　
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
） 

企 業 概 要 
◎企　業　名／株式会社 創企社 

◎本社所在地／神奈川県横浜市港北区新横浜３丁目18番14 

　　　　　　　住生新横浜第２ビル７階 

　　　　　　　1045-285-0285・Fax045-285-0286 

◎代表取締役／太田　淳 

◎設　　　立／平成８年10月７日 

◎資　本　金／１億5,955万円 

◎従 業 員 数／465人（パート、契約社員含む） 

◎コールセンター／神奈川県４支店、長崎県10支店 

◎Ｕ　Ｒ　Ｌ／http://www.soki.co.jp/

長
崎
県

長
崎
県
の
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
誘
致
第

誘
致
第
１
号 

（
株
）創
企
社

創
企
社（
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
）の 

　
　
　
　
　
　
　
　
誘
致

　
　
　
　
　
　
　
　
誘
致
が
決
定
し
ま
し
た
。

が
決
定
し
ま
し
た
。 

（
株
）創
企
社（
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
）の 

　
　
　
　
　
　
　
　
誘
致
が
決
定
し
ま
し
た
。 

平
戸
市
へ
２
例
目
の
企
業
立
地
決
定
◎
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
の
従
業
員
を
募
集
し
ま
す
。 

▲企業イメージ写真 

　コールセンターでは、保険商品の案

　内販売を全国に電話で発信する業務

　を行います。 

　立地発表式にて記念撮影 

　左から白　信市長、太田淳代表取

　締役社長、藤江直樹取締役全営業

　統括部長、松尾貢県企業振興･立

　地推進本部長 

誘致企業に関するお問い合わせ　観光商工課企業立地対策室（1内線2277） 

『
従
業
員
を
募
集
し
ま
す
』 

▲私が生まれたレールダムの街は、緑と水に囲まれた自然豊か

　な所で、オランダ南ホラント州にありユトレヒトの近くです。 

 
  

■名　前　Remco 
　（意味：アドバイス名人) 

■名　字　Vrolijk 
　（意味：幸せ・元気) 

■出　身　オランダ（オランダ
　は九州とほぼ同じ広さ) 

■年　齢　26歳 
　　　　　　　　　　（1981年生まれ、酉年、かに座) 

■血液型　不明（ほとんどのオランダ人は自分の血
　液型を知りません) 

■身　長　188センチ（オランダ男性平均身長185セ
　ンチ、女性172センチ。平戸ではよく「デカイ！」

　と言われますが、オランダでは少しだけ大きい方

　ですね） 

■趣　味　剣道（オランダ国内で剣道をやっている
　人は300人ぐらいしかいません）、アイススケート、

　スキー、テレビでサッカーを見ること（たまになま

　けものだと言われます） 

◎Myプロフィール◎ 
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◎市役所各課へは代表番号（10950-22-4111）からお回しします ◎市役所各課へは代表番号（10950-22-4111）からお回しします 

問 

 

 

会
計
課
出
納
班 

 
1
内
線
２
５
１
４ 

「
収
入
役
」か
ら 

　「
会
計
管
理
者
」に
変
わ
り
ま
す 

問 

 

 

市
民
課
戸
籍
住
民
班 

 
1
内
線
２
５
２
２ 

「
本
人
確
認
」が 

義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た 

お
知
ら
せ 

お知らせ 

問 

 

 

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
班 

1
内
線
２
６
２
５ 

「
平
戸
市
民
生
涯
学
習
講
演
会
」の 

委
託
先
の
公
募
に
つ
い
て 

問 

 

 

消
防
本
部
予
防
課 

1
22
‐
３
１
６
７ 

一
般
家
庭
の
防
火
診
断
実
施
結
果 

募
　
集 

       

　
市
で
は
、
生
涯
学
習
社
会
の
実
現
を
目
指
し
、

昨
年
11
月
に
生
涯
学
習
都
市
宣
言
を
行
い
、
生

涯
学
習
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ
こ

で
、
市
民
自
ら
が
主
体
と
な
り
、
企
画
立
案
・

開
催
ま
で
行
う「
平
戸
市
民
生
涯
学
習
講
演
会
」

の
委
託
先
を
公
募
し
ま
す
。 

　
本
事
業
の
受
託
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
左

記
の
内
容
を
確
認
の
上
、
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。 

○
事
業
内
容
　
市
内
の
公
共
施
設
に
お
い
て
、

　
お
お
む
ね
３
百
人
以
上
の
市
民
が
参
加
で
き

　
る
講
演
会
を
企
画
立
案
し
、
開
催
す
る
事
業 

○
事
業
予
算
　
１
回
の
開
催
に
つ
き
、
50
万
円

　（
消
費
税
込
み
）を
上
限
と
し
ま
す
。 

○
応
募
資
格
　
次
の
①
〜
④
ま
で
の
条
件
を
満

　
た
す
団
体
ま
た
は
サ
ー
ク
ル
と
し
ま
す
。 

①
市
内
に
所
在
地
を
お
く
団
体
ま
た
は
サ
ー
ク

　
ル
で
あ
る
こ
と 

②
当
該
委
託
事
業
の
企
画
立
案
や
実
施
に
必
要

　
な
能
力
お
よ
び
体
制
を
有
し
て
い
る
こ
と 

③
委
託
事
業
に
関
し
て
、
ほ
か
か
ら
の
補
助
金

　
交
付
な
ど
を
受
け
て
い
な
い
こ
と 

○
募
集
回
数
　
３
回 

▼
第
１
回
開
催
時
期
　 

　
５
月
１
日（
木
）〜
８
月
31
日（
日
） 

▼
第
２
回
開
催
時
期
　 

　
９
月
１
日（
月
）〜
12
月
31
日（
水
） 

▼
第
３
回
開
催
時
期
　 

　
平
成
21
年
１
月
１
日（
木
）〜
３
月
31
日（
火
） 

○
募
集
期
間
　 

▼
第
１
回
開
催
分
　 

　
４
月
１
日（
火
）〜
４
月
30
日（
水
） 

▼
第
２
回
開
催
分
　 

　
７
月
１
日（
火
）〜
７
月
31
日（
木
） 

▼
第
３
回
開
催
分
　 

　
11
月
４
日（
火
）〜
11
月
28
日（
金
） 

○
応
募
方
法
　
応
募
者
は
、
①
事
業
企
画
書
、

　
②
経
費
見
積
書
、
③
団
体
・
サ
ー
ク
ル
の
概

　
要
説
明
書
を
期
限
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ

　
い
。 

     

　
消
防
署
で
は
、
春
の
火
災
予
防
運
動（
３
月
１

日
〜
７
日
）
を
前
に
中
・
南
部
地
区
と
大
島
地

区
の
密
集
地
で
、
防
火
診
断
を
実
施
し
ま
し
た
。

特
に
多
く
見
受
け
ら
れ
た
注
意
が
必
要
な
指
導

項
目
の
上
位
５
つ
を
紹
介
し
ま
す
。 

○
指
導
項
目 

・
コ
ン
ロ
の
器
具
付
近
の
可
燃
物
の
除
去 

・
風
呂
の
か
ま
ど
付
近
の
可
燃
物
の
除
去 

・
ガ
ス
ボ
ン
ベ
の
転
倒
防
止 

・
暖
房
器
具
の
周
り
の
可
燃
物
除
去 

・
風
呂
の
煙
突
、
排
気
筒
は
木
部
か
ら
離
す 

　
全
体
的
に
コ
ン
ロ
・
風
呂
に
関
す
る
指
導
項

目
が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。
日
ご
ろ
か
ら
、
火

の
元
や
火
の
取
り
扱
い
に
は
、
十
分
注
意
し
ま

し
ょ
う
。 

       

　
地
方
自
治
法
の
改
正
に
よ
り
、
特
別
職
で
あ

る「
収
入
役
」が
行
っ
て
い
た
会
計
事
務
を
４
月

１
日
か
ら
一
般
職
の「
会
計
管
理
者
」が
行
う
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
市
税
な
ど

の
納
入
通
知
書
や
市
か
ら
通
帳
に
振
り
込
ん
だ

際
に
記
載
さ
れ
る
名
称
が
、「
平
戸
市
収
入
役
」

か
ら「
平
戸
市
会
計
管
理
者
」に
変
わ
り
ま
す
。

　
な
お
、
こ
の
変
更
に
伴
う
口
座
振
替
ご
利
用

の
み
な
さ
ん
か
ら
の
再
申
請
・
手
続
き
な
ど
は

不
要
で
す
。 

     

　
５
月
１
日
か
ら
戸
籍
の
窓
口
で
戸
籍
証
明
書

を
請
求
す
る
際
に
、
運
転
免
許
証
な
ど
、
顔
写

真
付
き
の
本
人
確
認
書
類
の
提
示
が
義
務
付
け

ら
れ
ま
し
た
。 

　
代
理
人
な
ど
の
場
合
は
、
委
任
状
な
ど
の
書

面
に
よ
り
代
理
権
限
の
確
認
を
行
い
、
請
求
理

由
も
明
示
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
　
　
　 

　
戸
籍
の
不
正
利
用
や
虚
偽
の
届
出
を
防
ぐ
た

め
市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。 

職員の人事異動をお知らせします 
－平成20年４月１日付－ 

問 総務課人事班　1内線2317

 

生月病院 

　総務班係長 

　一般病棟看護班看護師主任 

議会事務局 

　総務班長 

監査委員事務局 

　事務局長 

選挙管理委員会事務局 

　係長 

農業委員会 

　農地班係長 

庶務課 

　課長補佐兼施設給食班長 

学校教育課 

課長 

主幹兼課長補佐兼指導主事 

主幹兼指導主事 

生涯学習課 

課長補佐兼社会体育班長 

文化遺産課 

　課長補佐(世界遺産担当) 

南部出張所 

　係長 

度島診療所 

　所長 

大島診療所 

　事務長 

ふれあいセンター 

　主幹兼館長 

生月支所市民協働課 

　課長 

　地域協働班長 

　市民班長 

生月支所産業建設課 

　課長兼主幹 

　産業建設班係長  

舘浦出張所 

　出張所長 

田平支所市民協働課 

　課長補佐兼福祉保健班長 

田平支所産業建設課 

　課長兼主幹 

大島支所産業建設課 

　参事 

　産業建設班長 

消防本部 

　予防課長 

　警防課長 

　消防団係長 

　庶務係長 

　予防係長 

消防署 

　署長 

　副署長兼第１係長 

　小隊長兼救急救助係長 

　副隊長兼警防係長 

　田平出張所長  

新役職名  氏　　名 

退職者氏名 

旧 所 属・職 名  

旧 所 属・職 名  退職者氏名 旧 所 属・職 名  退職者氏名 旧 所 属・職 名  

総務課 

課長補佐兼行政班長 

行政班係長 

秘書広報班長 

秘書広報班係長 

次長（平戸観光協会派遣） 

企画課 

企画調整班長 

財政課 

参事兼管財班長 

行革管理課 

主幹(滞納対策担当) 

課長補佐 

行革推進班長 

滞納対策班長 

税務課 

課長補佐兼納税班長 

課長補佐(課税担当) 

福祉事務所 

参事兼総務班長 

保険福祉課 

　課長補佐兼長寿福祉班長 

　課長補佐(離島医療担当) 

　国保年金班係長 

保健センター 

　事務長 

農林課 

　参事(営農担当) 

　総務班長 

水産課  

　課長補佐兼観光商工課長補佐 

建設課 

　課長補佐兼総務班長 

　道路班係長 

都市計画課 

　課長補佐兼総務住宅班長 

　まちづくり班長 

国土調査課 

参事兼国土調査班係長 

国土調査班係長 

観光商工課 

観光班長 

商工物産班長 

企業立地対策班長 

会計課 

　会計管理者兼課長 

　参事兼審査班長 

水道局 

　次長(ダム担当) 

　参事兼給水班長 

　参事(施設担当) 

　施設班長 

　給水班係長 

　給水班係長 

平戸市民病院 

　看護師長兼療養病棟看護班長 

　看護師長兼一般病棟看護班長 

 

小　川　壮　明 

末　永　　　誠 

谷　本　壽　子 

高　本　健　治 

前　原　正　行 

吉　村　サク子 

保健センター事務長 

監査委員事務局事務局長 

舘浦出張所参事兼出張所長 

平戸市消防署署長 

平戸市消防本部警防課長 

度島小中学校単独給食調理場調理員 

中部中学校用務員 

生月支所産業建設課課長 

行革管理課参事兼滞納対策班長 

大島診療所看護班長 

生月病院栄養管理班長 

田平支所市民協働課主査 

尾　崎　　　秀 

江　縫　昌　子 

以下、派遣解除 

池　田　圭一郎 

相　知　眞　行 

中　村　新　一 

平戸市民病院副医長 

生月病院看護師 

 

水道局次長（ダム担当） 

学校教育課課長 

学校教育課主幹兼課長補佐兼指導主事 

総務課行政班係長 

総務課広報広聴班長 

観光商工課商工物産班長 

総務課秘書班長 

建設課総務班長 

 

農林課総務班長 

 

財政課管財班長 

 

ふれあいセンター主幹兼館長 

行革管理課課長補佐兼行革推進班長 

企画課企画調整班長 

行革管理課滞納対策班係長 

 

田平支所市民協働課地域協働班係長 

会計課課長補佐兼審査班長 

 

南部出張所係長 

 

庶務課課長補佐兼施設給食班長 

平戸市民病院次長 

議会事務局総務班長 

 

生涯学習課主幹兼課長補佐 

 

農林課農務班係長 

福祉事務所総務班長 

 

水産課課長補佐(漁協合併担当)兼観光商工課長補佐 

 

保険福祉課課長補佐兼長寿福祉班長 

水産課漁港班係長 

 

都市計画課参事兼総務住宅班長 

保険福祉課国保年金班係長 

 

国土調査課国土調査班係長 

国土調査課主査 

 

観光商工課観光班係長 

観光商工課観光班長 

観光商工課主査 

 

会計課課長 

都市計画課参事兼まちづくり班長 

 

水道局参事(ダム担当) 

水道局給水班長 

水道局施設班長 

水道局施設班係長 

水道局主任 

水道局生月分室係長 

 

平戸市民病院看護師長兼一般病棟看護班長 

平戸市民病院看護師長兼療養病棟看護班長 

新役職名  氏　　名 旧 所 属・職 名  

（平成20年３月31日付　役職別） 

農林課農務班係長 

平戸市民病院主任 

 

保険福祉課長寿福祉班係長 

 

行革管理課主幹(病院改革担当) 

 

北部公民館指導班長 

 

監査委員事務局係長 

 

総務課課長補佐兼行政班長 

 

度島小中学校校長 

学校教育課主幹兼指導主事 

山田小学校教頭 

 

生涯学習課社会体育班長 

 

選挙管理委員会事務局次長 

 

永田記念図書館係長 

 

生月病院部長医 

 

大島支所産業建設課課長補佐兼産業建設班長 

 

税務課課長補佐兼納税班長 

 

生月支所市民協働課参事兼地域協働班長 

生月支所市民協働課地域協働班係長 

生月支所市民協働課市民班係長 

 

生月支所市民協働課課長兼主幹 

会計課出納班係長 

 

生月支所市民協働課市民班長 

 

田平支所市民協働課福祉保健班長 

 

田平支所産業建設課課長 

 

大島診療所事務長 

大島支所産業建設課産業建設班係長 

 

消防署副署長兼第1係長 

消防本部庶務係長 

消防本部予防係長 

消防本部消防団係長 

消防署副隊長兼警防係長 

 

消防本部予防課長 

田平出張所所長 

中津良出張所副所長 

消防署副隊長 

消防署小隊長 第53回長崎県小中学校児童 
生徒美術作品展「子ども県展」 
 
知事賞 
【デザイン部門】 

中瀬　寿里さん 
（度島中学校２年） 
 

（財）ちゅうでん教育振興財団 

第11回リサイクル工作 
コンクール 
 小学３・４年生の部 
佳作　「光る花火」 

　岡　拓馬くん 
（津吉小学校４年） 

度　嶋　　　悟 

池　田　修　二 

藤 井 誠 司  

福　海　富美子 

小 出 圭 治  

 

久 保 田 　 豊  

 

田 上 俊 一  

 

真 辺 善 市  

楠 富 　 誉  

田 中 幸 治  

増 田 雄 一  

 

本 村 哲 雄  

川 渕 　 宏  

 

宮 　 幸 子  

 

山 見 弘 幸  

佐々木　信　二 

北 村 千 鶴  

 

永 田 郁 郎  

 

百 枝 史 朗  

　 崎 吉 男  

 

染 川 勝 英  

 

近　藤　　　晃 

山 村 一 男  

 

里 見 博 明  

堤 　 幸 子  

 

松 山 茂 吉  

藤 山 　 定  

 

金　子　亜貴子 

近 藤 善 弘  

村 田 　 勝  

 

内　山　久実夫 

池 田 岳 志  

 

白 石 守 男  

　 原 久 之  

吉 田 幸 洋  

山 下 正 剛  

萩 山 豊 宏  

石 原 賢 次  

 

濱 田 頼 子  

川 渕 知 代  

久　保　まつ子 

小　楠　一二三 

橋　口　隆　興 

末　吉　恵美子 

山　本　幸　子 

安 河 内 　 毅  

寺 田 雅 義  

　 田 静 代  

 

疊 屋 宏 子  

 

立 山 甚 市  

 

松 元 明 信  

 

西 川 恵 子  

 

宮 島 道 幸  

 

守 山 育 範  

入 口 政 信  

田 中 広 明  

 

氏 田 善 也  

 

村 瀬 惣 治  

 

掛 屋 信 子  

 

柴 田 匡 之  

 

工 藤 大 介  

 

山 口 　 均  

 

　 田 裕 孝  

破　戸　　　修 

田 　 大 二  

 

松 本 昇 堅  

出 口 修 旨  

 

宮 　 正 則  

 

前 田 洋 志  

 

青 　 光 國  

 

石 見 清 一  

久保川　宏　和 

 

町 田 治 康  

高 増 義 貞  

石　田　　　正 

松 山 敏 雄  

加 藤 満 好  

 

神 田 篤 政  

北 島 清 次  

末 吉 敏 明  

真 辺 　 毅  

夫津木　良　二 

受賞おめでとうございます 

※学年は受賞時 ※学年は受賞時 
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平戸市からのおしらせ 平戸市からのおしらせ 



〒859-5102 長崎県平戸市大久保町2231-3

ご予約・お問合せ TEL／0950-22-3800  http://hiradokaijyohotel.co.jp

披露宴・各種宴会・法事・会席など承ります。 

◎市役所各課へは代表番号（10950-22-4111）からお回しします ◎市役所各課へは代表番号（10950-22-4111）からお回しします 

問 

 

 

都
市
計
画
課
ま
ち
づ
く
り
班 

1
内
線
２
２
９
０ 

平
戸
市
は
、
今
年
３
月
26
日
に 

『
景
観
行
政
団
体
』に
な
り
ま
し
た 

問 

 

 

学
校
教
育
課
指
導
班 

 
1
内
線
２
６
１
２ 

市
立
小
・
中
学
校
の
就
学
に
つ
い
て 

問 

 

 

税
務
課
住
民
税
班 

 
1
内
線
２
５
４
６ 

税
務
課
か
ら
の
お
知
ら
せ 

 

問 

 

 

観
光
商
工
課
商
工
物
産
班 

 
1
内
線
２
２
７
６ 

悪
質
商
法
に
ご
注
意
を
！ 

 

問 

 

 

福
祉
事
務
所
子
育
て
支
援
班 

 
1
内
線
２
５
７
１ 

「
離
島
地
域
安
心
出
産
支
援
事
業
」が 

始
ま
り
ま
す
！ 

問 

 

 

市
民
課
環
境
交
通
班 

 
1
内
線
２
５
２
７ 

市
民
課
環
境
交
通
班
か
ら
の 

お
知
ら
せ 

問 

 

 

生
涯
学
習
課
社
会
体
育
班 

 
1
内
線
２
６
２
４ 

ス
ポ
ー
ツ
保
険
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
！ 

問 

 

 

総
務
課
秘
書
広
報
班 

 
1
内
線
２
３
２
０ 

『
広
報
ひ
ら
ど
』定
期
購
読
の
ご
案
内 

    

　
平
戸
市
の
素
晴
ら
し
い
景
観
を
守
り
、
次
世

代
へ
と
引
き
継
い
で
い
く
た
め
、
平
戸
市
は
今

年
３
月
26
日
に「
景
観
行
政
団
体
」に
な
り
ま
し

た
。
今
後
は
、
地
域
の
景
観
行
政
を
主
体
的
に

担
っ
て
い
く「
景
観
行
政
団
体
」と
し
て
、
本
市

の
景
観
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
と
な
る
平
戸
市
景
観

計
画
を
策
定
す
る
と
と
も
に
、
景
観
条
例
を
制

定
し
て
い
き
ま
す
。 

　
景
観
計
画
と
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
と
一
体

と
な
っ
て
良
好
な
景
観
の
形
成
を
促
進
す
る
た

め
に
定
め
る
基
本
的
計
画
で
あ
り
、
景
観
計
画

の
区
域
、
良
好
な
景
観
形
成
に
関
す
る
方
針
、

行
為
の
制
限
に
関
す
る
事
項
な
ど
を
定
め
る
も

の
で
す
。 

　
景
観
計
画
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
世
界
遺
産

登
録
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
念
頭
に
置
き
、
地
域
説

明
会
や
公
聴
会
な
ど
を
順
次
開
催
し
、
市
民
の

み
な
さ
ん
の
合
意
を
得
な
が
ら
一
体
と
な
っ
て

進
め
て
い
き
ま
す
。 

    『
国
民
健
康
保
険
税
の 

　
　
　
　
　
特
別
徴
収
が
始
ま
り
ま
す
』 

○
特
別
徴
収
と
は
… 

　
年
６
回
の
年
金
定
期
支
払
い
の
際
に
、
年
金

の
受
給
額
か
ら
国
民
健
康
保
険
税
が
あ
ら
か
じ

め
差
し
引
か
れ
る
も
の
で
す
。 

○
特
別
徴
収
の
対
象
と
な
る
人 

　
左
記
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
す
場
合
、
国
民

健
康
保
険
税
は
国
民
健
康
保
険
世
帯
主
の
年
金

か
ら
の
特
別
徴
収
と
な
り
ま
す
。
そ
れ
以
外
の

人
は
、
今
ま
で
ど
お
り
の
納
付
と
な
り
ま
す
。 

▼
世
帯
主
が
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
お
り
、

　
世
帯
の
国
民
健
康
保
険
加
入
者
全
員
が
65
歳

　
か
ら
74
歳
で
あ
る
場
合 

▼
国
民
健
康
保
険
世
帯
主
が
年
額
18
万
円
以
上

　
の
年
金
を
受
給
し
て
い
る
場
合 

▼
国
民
健
康
保
険
世
帯
主
が
介
護
保
険
料
の
特

　
別
徴
収（
年
金
天
引
き
）対
象
者
で
、
国
民
健

　
康
保
険
世
帯
主
の
介
護
保
険
料
と
国
民
健
康

　
保
険
税
の
合
計
額
が
年
金
支
給
額
の
２
分
の

　
１
を
超
え
な
い
場
合 

『
軽
自
動
車
税
の
納
期
限
が
替
わ
り
ま
す
』 

　
軽
自
動
車
税
の
納
期
限
が
４
月
30
日
か
ら
５

月
31
日
に
変
わ
り
ま
す
。
納
税
通
知
書
は
５
月

上
旬
に
発
送
し
ま
す
。
た
だ
し
、
賦
課
期
日
は

４
月
１
日
で
す
。 

　
な
お
、
平
成
19
年
度
軽
自
動
車
税
納
税
証
明

書（
車
検
用
）の
証
明
書
有
効
期
限
に
つ
い
て
は
、

『
平
成
20
年
５
月
30
日
ま
で
』と
読
み
か
え
て
使

用
で
き
ま
す
。 

『
軽
自
動
車
税
の
減
免
申
請
に
つ
い
て
』 

　
障
害
者
手
帳
な
ど
を
お
持
ち
の
人
で
一
定
の

要
件
に
該
当
す
る
人
は
、
申
請
す
る
こ
と
で
軽

自
動
車
税
の
減
免
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
納
税
通

知
書
到
着
後
、
５
月
26
日（
月
）ま
で
に
税
務
課

住
民
税
班
ま
た
は
各
支
所
、
各
出
張
所
へ
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。 

※
申
請
期
限
を
過
ぎ
る
と
、
そ
の
年
度
の
減
免

　
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ

　
い
。 

     

　
市
立
小
・
中
学
校
の
通
学
区
域
は
、
市
の
規

則
に
よ
り
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　
し
か
し
、
次
の
よ
う
な
問
題
で
お
困
り
の
場

合
は
、
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
就
学
す
る
学
校
を

変
更
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、

学
校
教
育
課
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

・
心
身
的
な
理
由
に
よ
る
も
の 

・
い
じ
め
な
ど
に
よ
る
も
の 

・
中
学
校
で
の
部
活
動
に
よ
る
も
の 

・
そ
の
ほ
か
、
や
む
を
得
な
い
理
由
に
よ
る
も

　
の 

仮　徴　収 

４月 ６月 ８月 

前年の所得が確定するまでは仮算定された保

険税を納めます。 

本　徴　収 

10月 12月 ２月 

前年の所得が確定後は保険税の年額から仮徴

収分を差し引いた額を３期に分けて納めます。 

    

　
市
内
で
、
催
眠
商
法
や
悪
質
な
訪
問
販
売
が

発
生
し
て
い
ま
す
。
催
眠
商
法
と
は
、
「
抽
選

会
を
や
っ
て
い
ま
す
」
な
ど
と
言
っ
て
人
を
集

め
、
閉
め
切
っ
た
会
場
で
雰
囲
気
を
盛
り
上
げ

て
高
額
な
商
品
を
販
売
す
る
商
法
で
す
。
悪
質

な
業
者
が
同
様
の
手
口
で
高
額
な
商
品
の
販
売

を
行
う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
十
分
ご
注

意
く
だ
さ
い
。
訪
問
販
売
で
気
を
つ
け
る
こ
と

は
、
不
要
な
時
は
き
っ
ぱ
り
断
る
こ
と
、
そ
の

場
で
契
約
を
し
な
い
こ
と
で
す
。 

　
契
約
を
解
除
し
た
い
と
き
は
、
契
約
書
面
を

受
け
取
っ
た
日
か
ら
８
日
以
内
に
ク
ー
リ
ン
グ
・

オ
フ
を
適
用
し
、
無
条
件
で
解
除
で
き
ま
す
。

も
し
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
期
間
を
過
ぎ
て
も

あ
き
ら
め
な
い
で
す
ぐ
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。 

     

　
４
月
か
ら
、
離
島
地
域
に
お
住
ま
い
の
妊
婦

の
定
期
健
診
に
伴
う
交
通
費
、
出
産
前
の
宿
泊

費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。 

○
対
象
者
　
大
島
、
度
島
、
高
島
に
住
所
が
あ

　
る
妊
娠
36
週
を
過
ぎ
た
妊
婦 

○
対
象
と
な
る
経
費 

・
定
期
健
診
の
際
の
交
通
費
（
た
だ
し
公
共
交

　
通
機
関
に
限
る
。
月
額
１
万
円
ま
で
） 

・
出
産
に
備
え
、
事
前
に
離
島
地
域
以
外
で
待 

機
す
る
場
合
に
要
し
た
宿
泊
費
（
１
泊
５
千

円
、
５
泊
ま
で
と
し
、
そ
の
３
分
の
２
を
助

成
）お
よ
び
交
通
費（
た
だ
し
公
共
交
通
機
関

に
限
る
。
月
額
１
万
円
ま
で
） 

・
妊
婦
の
担
当
医
師
な
ど
の
指
示
で
、
や
む
を

　
得
ず
緊
急
に
移
送
さ
れ
た
と
き
の
移
送
費 

○
申
請
に
必
要
な
も
の
　
①
母
子
健
康
手
帳
、

　
②
宿
泊
費
・
移
送
費
の
領
収
書
、
③
健
康
保

　
険
証
の
写
し 

    『
畜
犬
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射
の
ご
案
内
』 

　
狂
犬
病
予
防
注
射
を
各
地
区
で
実
施
し
ま
す

の
で
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
予
防
接
種
は
、
動
物

病
院
で
も
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。 

○
実
施
日
程 

　
４
月
中
旬
　
平
戸
地
区（
度
島
除
く
）
　 

　
４
月
下
旬
　
生
月･

大
島･

度
島
地
区
　 

　
５
月
中
旬
　
田
平
地
区
　
　 

※
詳
し
い
場
所
と
時
間
は
、
班
回
覧
に
て
ご
確

　
認
く
だ
さ
い
。 

○
費
用 

▼
新
規
登
録
の
場
合
　
６
千
50
円 

▼
登
録
済
み
の
場
合
　
３
千
50
円 

『
犬
・
猫
の
引
き
取
り
に
つ
い
て
』 

　
平
成
20
年
度
の
実
施
日
は
次
の
と
お
り
で
す
。

引
き
取
り
を
依
頼
さ
れ
る
場
合
は
事
前
に
市
民

課
環
境
交
通
班
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
（
毎

月
実
施
） 

○
引
き
取
り
実
施
日 

▼
第
１
木
曜
　
本
庁
・
生
月
支
所
・
大
島
支
所 

▼
第
３
金
曜
　
田
平
支
所 

    

　
生
涯
学
習
課
、
各
教
育
委
員
会
分
室
・
公
民

館
で
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。
け
が
・
事
故
が
起

こ
る
前
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
！ 

○
対
　
象
　
５
人
以
上
で
活
動
を
行
う
ス
ポ
ー

　
ツ
チ
ー
ム
・
文
化
活
動
団
体
・
地
域
団
体
・

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど 

※
学
校
管
理
下
に
お
け
る
活
動
は
対
象
と
な
り

　
ま
せ
ん
。 

○
掛
　
金
　
５
百
円
〜
１
千
５
百
円 

※
特
に
危
険
な
ス
ポ
ー
ツ
活
動
団
体
（
ス
カ
イ

　
ダ
イ
ビ
ン
グ
な
ど
）の
み
９
千
円
で
す
。 

     

　
現
在
、
広
報
ひ
ら
ど
定
期
購
読
の
希
望
者
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
市
外
に
お
住
ま
い
の
ご
家

族
や
ご
友
人
に
、
市
の
情
報
を
送
っ
て
み
ま
せ

ん
か
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

○
期
　
間
　
平
成
20
年
５
月
号
〜
平
成
21
年
４

　
月
号
ま
で
12
回 

○
購
読
料
（
年
額
）
　
２
千
円
（
月
額
は
１
７
０

　
円
で
す
。
） 

○
申
込
み
　
購
読
を
希
望
す
る
人
は
総
務
課
秘

　
書
広
報
班
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
購
読

　
料
の
払
込
用
紙
を
お
送
り
し
ま
す
。 

○
申
込
期
限
　
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。 
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〒859-5515 長崎県平戸市鮎川町１-２ 
TEL：0950-27-1303 FAX：0950-26-2223 
E-mail souda-zaimokuten@nifty.com

新築、リフォーム、設計 

住まいのことなら 

なんでもご相談下さい。 

有限会社 

宗田材木店 

（施工前） 

■２月の交通事故 ■２月末までの 
　　　火災救急件数 件　数 

死　者 

負傷者 
（重傷）２名 （軽傷）10名 （　）内は昨年同期 

火災 

救急 

7 件（　　8件） 

243 件（172件） 

６件 

０名 

１２名 

赤
ち
ゃ
ん 

保
護
者 

行
　
政
　
区 

氏
　
　
名 

死
亡
日 

行
　
政
　
区 

年
齢 

問 

 

 

ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト（
救
命
胴
衣
）の 

着
用
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た 

九
州
地
方
運
輸
局
佐
世
保
海
事
事
務
所 

1
０
９
５
６
‐
31
‐
６
１
６
５ 

問 

 

 

第
１
期
（
４
月
〜
６
月
） 

ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
生
徒
募
集 

シ
ー
ラ
イ
フ
ひ
ら
ど 

1
23-

８
３
５
１ 

     

　
４
月
１
日
か
ら
、
小
型
漁
船
に
一
人
で
乗
船

し
、
航
行
・
操
業
す
る
場
合
、
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ

ッ
ト（
救
命
胴
衣
）の
着
用
が
義
務
付
け
ら
れ
ま

し
た
。 

　
違
反
す
る
と
、
６
か
月
以
内
の
免
許
停
止
な

ど
の
処
分
の
対
象
と
な
り
ま
す
。 

【
自
己
救
命
策
３
つ
の
基
本
！
】 

　
い
ざ
と
い
う
時
、
大
切
な
命
を
守
る
た
め
、

そ
し
て
一
人
で
も
多
く
の
人
が
救
助
さ
れ
る
よ

う
次
の
３
点
を
守
り
ま
し
ょ
う
。 

①
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト（
救
命
胴
衣
）を
常
時
着

　
用
し
ま
し
ょ
う 

②
携
帯
電
話
を
防
水
パ
ッ
ク
な
ど
に
入
れ
、
確

　
実
な
連
絡
手
段
を
確
保
し
ま
し
ょ
う 

③
海
で
の
緊
急
通
報
は
１
１
８
番
に
お
掛
け
く

　
だ
さ
い 

     

　
県
警
察
本
部
で
は
、
「
警
察
官
Ⅰ
類
採
用
試

験
」
を
実
施
し
ま
す
。
「
長
崎
県
の
治
安
を
守
り

た
い
」と
い
う
や
る
気
と
強
い
正
義
感
を
持
っ
た

み
な
さ
ん
の
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

○
受
験
資
格 

・
昭
和
53
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
62
年
４
月
１

　
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
男
性 

・
４
年
制
大
学（
こ
れ
に
準
ず
る
も
の
を
含
む
）　

を
卒
業
し
た
人
、
ま
た
は
平
成
21
年
３
月
　

31
日
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
人 

○
受
付
締
切
日
　
４
月
11
日（
金
） 

○
試
験
日
程 

第
１
次
試
験
　
５
月
11
日（
日
） 

第
２
次
試
験
　
６
月
上
旬
〜
中
旬（
予
定
） 

○
合
格
発
表
　
７
月
上
旬（
予
定
） 

     【
小
学
生
コ
ー
ス
】 

○
と
　
き 

▼
火
・
水
・
木
・
金
曜
日
　
①
午
後
４
時
30

　
分
〜
、
②
午
後
５
時
45
分
〜 

※
定
員
20
人
・
先
着
順 

▼
土
曜
日
　
①
午
前
11
時
〜
、
②
午
後
１
時
〜
、 

　
③
午
後
２
時
15
分
〜
、④
午
後
３
時
30
分
〜 

※
定
員
20
人
・
先
着
順 

○
料
　
金（
１
期
毎
・
３
か
月
） 

　
週
１
回
７
千
円
・
週
２
回
９
千
円
・
週
３
回
　

１
万
１
千
円 

【
幼
児
コ
ー
ス
】 

○
対
　
象
　
５
・
６
歳（
小
学
校
就
学
前
） 

○
と
　
き 

▼
火
・
水
・
木
・
金
曜
日
　
午
後
４
時
30
分
〜
　

※
定
員
10
人
・
先
着
順 

▼
土
曜
日
　
午
後
１
時
〜 

※
定
員
10
人
・
先
着
順 

○
料
　
金（
１
期
毎
・
３
か
月
） 

　
週
１
回
７
千
円
・
週
２
回
９
千
円
・
週
３
回
　

１
万
１
千
円 

【
マ
ス
タ
ー
ズ
コ
ー
ス
】 

○
対
　
象 

　
18
歳
以
上
で
25
ｍ
泳
げ
な
い
人 

○
と
　
き 

▼
金
曜
日
　
午
後
７
時
30
分
〜 

※
定
員
20
人
・
先
着
順 

○
料
　
金
　
５
千
円（
３
か
月
） 

【
ア
ク
ア
ビ
ッ
ク
コ
ー
ス（
水
中
運
動
）】 

○
と
　
き 

▼
火
・
水
・
木
曜
日（
定
員
な
し
） 

・
昼
の
部
　
①
午
前
11
時
〜
、
②
午
後
２
時
〜
、 

○
料
　
金
　
５
千
円（
１
か
月
） 

・
夜
の
部
　
午
後
７
時
10
分
〜 

○
料
　
金
　
１
万
３
千
円（
３
か
月
） 

○
講
　
師
　
種
ヶ
嶋
　
篤
志
氏 

■善意のともしび 

    【
平
戸
地
区
】 

松
口
　
健
人 

幾
久 

根
獅
子
第
２ 

井
芹
　
悠
人 

裕
貴 

西
の
久
保 

三
　
屋
　
晴
喜 

勝
広 

田
助
浦 

白
石
　
陽
大 

浩
二 

上
大
垣 

浅
田
　
秀
斗 

秀
樹 

高
麗
町 

大
坂
屋
す
ず
あ 

忍 

幸
の
浦 

坂
野
　
恵
菜 

雄
紀 

梅
崎 

山
口
　
春
帆 

芳
行 

大
久
保 

西
　
　
凰
海
雅 

拓
海 

宮
の
浦 

谷
浦
　
志
琉 

芳
明 

木
ヶ
津
第
１ 

山
口
　
翔
真 

正
義 

鮎
川 

西
　
　
彩
寧 

龍
亮 

稗
田 

小
島
　
桜
姫 

英
寿 

川
内
浦 

大
石
　
咲
良 

祐
之 

宝
亀
第
２ 

前
田
　
す
み
れ 

健 

春
日 

平
川
　
楓
翔 

英
和 

中
の
崎 

山
内
　
麻
華 

勝
也 

高
越 

林
　
　
明
花 

伸
明 

白
浜 

青
�
　
海
利 

和
樹 

志
々
伎
浦 

神
田
　
飛
翔 

誉 

明
の
川
内 

【
生
月
地
区
】 

西
澤
　
佑
磨 

浩
昭 

舘
浦
浜 

神
田
　
珠
優 

雄
一 

壱
部 

【
田
平
地
区
】 

　
上
　
航 

祐
介 

福
崎 

山
口
　
彰 

寧 

永
田 

小
川
　
桃
佳 

正
興 

以
善 

塚
本
　
結
月 

真
悟 

万
場 

  

    【
平
戸
地
区
】 

山
西
　
薫 

84
歳 

２
／
15 

志
々
伎
浦 

千
布
　
巳
　
子 

78
歳 

２
／
15 

紐
差
第
１ 

竹
田
　
榮 

92
歳 

２
／
16 

幸
の
浦 

　
田
　
庄
助 

85
歳 

２
／
16 

度
島
浦 

小
田
　
忠 

58
歳 

２
／
18 

川
内
浦 

福
田
　
ユ
キ 

89
歳 

２
／
19 

幸
の
浦 

松
本
　
壽 

97
歳 

２
／
22 

中
野
大
久
保 

出
口
　
ヨ
シ
ノ 

84
歳 

２
／
22 

根
獅
子
第
２ 

市
山
　
　
一 

71
歳 

２
／
25 

山
中 

小
楠
　
弓
子 

53
歳 

２
／
25 

野
子 

松
藤
　
鹿
　
　 

90
歳 

２
／
28 

中
の
崎 

新
田
　
彦
一 

90
歳 

２
／
28 

木
引 

長
嶋
　
貞
子 

79
歳 

３
／
６ 

清
水
川 

山
口
　
操 

87
歳 

３
／
６ 

敷
佐 

丸
山
　
フ
ジ 

97
歳 

３
／
８ 

堤 

神
田
　
鹿
市 

87
歳 

３
／
９ 

主
師 

大
浦
　
静
子 

85
歳 

３
／
９ 

薄
香
浦 

伊
　
　
和
一
郎 

88
歳 

３
／
９ 

白
浜 

大
山
　
カ
ネ 

84
歳 

３
／
10 

田
助
浦 

熊
澤
　
英
子 

93
歳 

３
／
10 

清
水
川 

森
嶋
　
忠
次
郎 

76
歳 

３
／
10 

下
大
垣 

小
野
原
　
初
子 

82
歳 

３
／
13 

大
久
保 

　
永
　
金
一 

79
歳 

３
／
14 

木
ヶ
津
第
４ 

近
藤
　
安
雄 

75
歳 

３
／
14 

宮
の
町 

【
生
月
地
区
】 

末
永
　
亀
吉 

89
歳 

２
／
16 

浦
南 

松
山
　
照
子 

73
歳 

２
／
19 

元
触 

黒
川
　
ト
ヨ 

96
歳 

２
／
27 

舘
浦
屋
敷 

金
子
　
安
一 

84
歳 

２
／
28 

舘
浦
屋
敷 

尾
　
　
仙
　 

83
歳 

３
／
１ 

浦
南 

大
川
　
繁
雄 

81
歳 

３
／
２ 

浦
南 

平
畑
　
タ
カ
子 

79
歳 

３
／
９ 

壱
部 

谷
山
　
ア
イ 

85
歳 

３
／
10 

元
触 

西
澤
　
　
吉 

74
歳 

３
／
11 

舘
浦
潮
見 

【
田
平
地
区
】 

大
山
　
一
久 

78
歳 

２
／
15 

上
亀 

吉
永
　
一
昭 

71
歳 

２
／
21 

野
田 

宮
�
　
ト
シ 

92
歳 

２
／
22 

東
荻
田 

澤
井
　
キ
ク 

95
歳 

２
／
23 

下
里 

赤
木
　
明 

82
歳 

３
／
２ 

大
久
保 

武
藤
　
宏
次 

64
歳 

３
／
２ 

永
田 

森
　
　
智
昭 

63
歳 

３
／
４ 

小
崎 

松
永
　
昭 

80
歳 

３
／
13 

小
崎 

白
石
　
泰
子 

73
歳 

３
／
14 

平
戸
口 

【
大
島
地
区
】 

長
久
保
　
　
市 

80
歳 

２
／
20 

西
宇
戸 

山
本
　
幸
一 

84
歳 

２
／
25 

東
神
浦 

川
口
　
利
一 

84
歳 

２
／
29 

的
山
在 

村
井
　
ヤ
ス 

94
歳 

３
／
８ 

的
山
在 

山
本
　
蔦
枝 

66
歳 

３
／
11 

西
宇
戸 

　
　
　
　
　
　
　（
２
／
16
〜
３
／
15
受
付
分
） 

　篤志および香典返しで、次の方々から 
ご寄付がありました（敬称略）。 
ひらどふれあい福祉基金へ 
　○田平町下亀免　小川　壮明 

問 

県
警
Ｉ
類
採
用
試
験
を 

実
施
し
ま
す 

長
崎
県
警
察
本
部
警
務
課
採
用
係 

1
０
９
５
‐
８
２
０
‐
１
５
０
４ 

　お
さ
き
　
　
せ
ん
き
ち 

お
お
か
わ
　
　
し
げ

お 

ひ
ら
は
た 

た
に
や
ま 

に
し
ざ
わ
　
　
じ
ん
き
ち 

 

お
お
や
ま
　
　
か
ず
ひ
さ 

よ
し
な
が
　
　
か
ず
あ
き 

み
や
ざ
き 

さ
わ

い 

あ
か

ぎ
　
　
あ
き
ら 

　む
と
う
　
　
こ
う

じ 

も
り
　
　
　
　
と
し
あ
き 

ま
つ
な
が
　
あ
き
ら 

し
ら
い
し
　
　
や
す
こ 

 

な
が

く
　
ぼ
　
　
と
く
い
ち 

や
ま
も
と
　
　
こ
う
い
ち 

か
わ
ぐ
ち
　
　
り

い
ち 

む
ら

い 

や
ま
も
と
　
　
つ
た

え
　
　 

ま
つ
ぐ
ち
　
　
け
ん

と 

い
く
ひ
さ 

　い
せ
り
　
　
は
る

と 

ゆ
う

き 

さ
ん
と
く

や
　
　
　
は
る

き 

か
つ
ひ
ろ 

し
ら
い
し
　
　
は
る

お 

こ
う
じ 

あ
さ

だ
　
　
し
ゅ
う
と 

ひ
で
き 

お
お
さ
か

や
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
の
ぶ 

さ
か

の
　
　
　
え
　
な 

ゆ
う
き 

や
ま
ぐ
ち
　
　
は
る

ほ 

よ
し
ゆ
き 

に
し
　
　
　
　
お
　
う
　
が 

た
く
み 

た
に
う
ら
　
　
し
り
ゅ
う 

よ
し
あ
き 

や
ま
ぐ
ち
　
　
し
ょ
う
ま 

せ
い
ぎ 

に
し
　
　
　
　
あ
や

ね 

た
つ
あ
き 

　こ

じ
ま
　
　
し
ゅ
ん
き 

ひ
で
き 

お
お
い
し
　
　
さ
く

ら 

ひ
ろ
ゆ
き 

ま
え

だ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
け
し 

ひ
ら
か
わ
　
　
ふ
う

が 

ひ
で
か
ず 

や
ま
う
ち
　
　
あ
さ

か 

か
つ
や 

は
や
し
　
　
　
め
い
か 

の
ぶ
あ
き 

あ
お
さ
き
　
　
か
い
り 

か
ず

き 

か
ん

だ
　
　
　
ひ
し
ょ
う
　
　
　
　
ほ
ま
れ 

 

に
し
ざ
わ
　
　
ゆ
う

ま 

ひ
ろ
あ
き 

こ
う

だ
　
　
　
み
　
ゆ 

ゆ
う
い
ち 

 

は
ま
が
み
　
わ
た
る 

ゆ
う
す
け 

や
ま
ぐ
ち
　
あ
き
ら
　
　
　
　
　
　
や
す
し 

　お

が
わ
　
　
も
も

か 

ま
さ
お
き 

つ
か
も
と
　
　
ゆ

づ
き 

し
ん

ご 

 

や
ま
に
し
　

か
お
る 

　ち
　
ぶ
　
　
　
み
　
ほ
　
こ 

た
け

だ
　
　
さ
か
え 

は
ま

だ
　
　
し
ょ
う
す
け 

　お
　
だ
　
　
た
だ
し 

ふ
く

だ 

ま
つ
も
と
　
ひ
さ
し 

い
で
ぐ
ち 

い
ち
や
ま
　
　
ひ
ろ
い
ち 

　お

ぐ
す
　
　
ゆ
み
こ 

ま
つ
ふ
じ
　
　
し
か
ぞ
う 

し
ん
で
ん
　
　
ひ
こ
い
ち 

な
が
し
ま
　
　
て
い
こ 

や
ま
ぐ
ち
　
み
さ
お 

ま
る
や
ま 

こ
う

だ
　
　
し
か
い
ち 

お
お
う
ら
　
　
し
ず
こ 

　い
ざ
き
　
　
　
わ

い
ち
ろ
う 

お
お
や
ま 

く
ま
ざ
わ
　
　
え
い
こ 

も
り
し
ま
　
　
ち
ゅ
う
じ
ろ
う 

　お
　
の
　
は
ら
　
　
は
つ
こ 

と
く
な
が
　
　
き
ん
い
ち 

こ
ん
ど
う
　
　
や
す

お 

 

す
え
な
が
　
　
か
め
き
ち 

ま
つ
や
ま
　
　
て
る
こ 

く
ろ
か
わ 

か
ね
こ
　
　
　
や
す
い
ち 
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